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FAX 使用説明書 



ご使用前に必ずこの使用説明書をお読みください。お読みになった後は、本製品の近くに大切に保管してくださし、。 




ご使用にあたってのお願い 


本品をご使用にあたって 、 NT T のレンタル電話機び不要となる場合は、 
NTT へご連絡ください。 

ご連絡いただいた曰をちって、「機器使用料」は不要となります。 

詳しくは、局番なしの]]日ま（無料）へお問い合わせください。 


[電話料金の内訳] 


の回線使用料 

ご契約者名簿により住宅用と事務用に区分され、 
回線使用料び異な0ます。 

度!屋内配線使用料 

保安器から屋内の電話さしこみ□までの屋内配線 
を N T T からレンタルでご利用いただいている場 
合の料金です。 

⑤ 機器使巧料 

NT T の電話機などをレンタルでご利用いただい 
ている場合の料金です。 

® 付加機能使用料 

プッシュ回線、キャッチホン、クレジット通話な 
どをご利用いただいている場合の付加機能の使用 
料金です。 


[ NTT の基本料などのしくみ] 

















本書中の；主意表示について 

この使用説明書は、ファクスを良好な状態でご使用いただくために、正しい操作方法-日常の手入れお 
よび簡単なトラブルの処置などができるようにまとめたものです。 

ご使用前に必ずこの使用説明書をお読みください。また、お読みになった後は、本磬品の近くに大切に 
保管してください。 

この使用説明書及び本製品への表示では、本製品を正しくお使い頂き、あなたや他の人々への危害や財 
産への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次のように 
なっています。 

A 警告：この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死 t または重傷を負う可能性が想定さ 
れる内容を示しています。 

A ま意：この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容お 
よび物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。 


絵衷ル 

A 記号は注意（危険•警告を含む）を促す内容があることを告げるものです。図の中に具体的な注意内 
容が描かれています。 

A 「注意一般」、 A 「感電注意」、 A 「高温注意」 

( S 記号は禁止の斤為であることを告げるものです。図の中に具体的な禁止内容が描かれています。 

0 「禁止一般」、 「分解禁止」 

•記号は斤為を規制したり指示する内容を告げるものです。図の中じ具体的な指示内容が描かれていま 
す。 

0「強制-般」、を「電源プラグをコンセントから抜け」' 

@「必ずア-ス線を接続せ よ」 

本製品使用時の汚れなどによって本使用説明書の注意-警告事項が判読できない場合や、本使用説明書 
を紛失した場合には、弊社製品取り扱い店等へご連絡の上、新しい使用説明書を入手してくどさい。 
(有斷 


〈お願い> 

使用説明書の内容は、機械性能改善のために、予告なく変更する場合がありますので御了承ください。 
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安全に正しくお使いいただくために 

本使用説明書について 

本使用説明書は、ファクス機能についての説明書です。 

ご使用前には必ず本体の使巧説明書と合わせてお読みいただき、またお読みになった後は機械の近くに 
大切に保管してください。 

ご使用じあたって、みの内容については本体の使用説明書をお読みください。 

注意ラベルについて 
機械を設置する際のご注意 
取り扱い上のご注意 

用紙の補給 
清掃 

トナーコンテナと廃棄トナーボックスの交換 
トラブルが発生した場合 
紙づまりが発生したら 


機械を設置する際のご注意 _ 

設置環境について 

本製品は、外光が頭上もしくは頭上の後方から入がするような場所への設置は避けてください。光の関 
係で原稿サイズを誤検知する場合があります。設置場所を変更できないときは、弊社製品取り扱い店ま 
たはお買い上げ店にご相談ください。 

設置電源-アースについて 

複导機や空調機器と同じ系統の電源は避けてください。 

取り扱い上のごを意 

^ 

A 法思 

原稿送り装置を開いた状態のままで、放置しないでください。けがの原因となることがありま く、 






その他のま意事項 

送/受信中やコピー中にはみのことをしないでください。 

• 本体を開ける。 

- 主電源スイッチを切る。 

- 電源プラグを抜く。 

本製品は日本国内でのみ使用が可能です。海外ではま全規格や回線が異なり使用できません（国際電話 
回線じより国内から海外への交信は可能です)。 

電話回線や通信事情の悪い地域ではご使用になれない場合があります。 

キャッチホンサービスをご利用されている場合、ファクス送/受信中に電話がかかってくると、割り込 
み信号が入るため、を/受信がうまく斤えないことがあります。 

本製品はナンバーディスプレイじ対応していないため、ナンバーディスプレイサービスを契約している 
回線に接続すると、受信が正常に斤えないことがあります。 

機械がいかなる巧態のときであっても、機械内部のモーターの駆動音が聞こえるときは、前カバーや左 
カバーを開けたり、電源を切ったりしないでください。 
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はじめに 


商標に ついて 

• Microsoft 、 Windows , Windows NT および Internet Explorer は 、 Microsoft Corporation の米国およびそ 
の他の国における登録商標です。 

• Windows Me および Windows XP は 、 Microsoft Corporation の商標です。 

• Ethernet はゼロックス社の登録商標です。 

• IBM ならびじ IBM PC/AT は、ホ国 IBM International Business Machines Corporation の商標です。 

• Adobe 、 Acrobat は、アドビシステムズ社の登録商標です。 

その他、本使用説明書中に記載されている会社名や製品名は、各社の商標または登録商標です。 

なお、本文中には TM および⑥は明記しておりません。 

日本語変換はオムロンソフトウェア（株）の Advanced Wnn を使用しています。 

"Advanced Wnn " ( c ) OMRON SOFTWARE Co ., Ltd . 2005-2008 All Rights Reserved 
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この 装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 ( VCCI ) の 基準に基づくクラス B 情 
報技術装置です。 この 装置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、 この 装置が 
ラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を弓 I き起こすことがありま 


す。取扱説明書に従つて正しい取り扱いをして下さい。 




本書の構成-表記について 

本書の構成 

本説明書は、ホの章で構成されています。 

1各部の名称とはたらき 

本体各部の名称と操作パネルのキー名称を説明しています。 

2使用前の準備 

ファクスを使用する前に必要な設定について説明しています。 

3ファクスの操作方法（基本編） 

「原稿を送る」、「原稿を受ける」など一般的なファクスの使いかたについて説明しています。 

4ファクスの操作方法（応巧編） 

送る時刻を指定したり、同じ原稿を複数の相手先に連続して送ったり、ホの送信を予約したりなどファ 
クスの便利な機能について説明しています。 

また、送信先や受信先を制限したり、受信した原稿を条件ごとに転送/保を/印刷したりなど高度な 
ファクス通信じついて説明もしています。さらに、他社機と互換性のある F コード通信機能や、ファク 
スの通信状況を把握するのに便利な部門管理機能も説明しています。 

5通信結果や登録した内容の確認 

最近行われた送/受信の状況を操作パネルで確認する方法を説明しています。また、通信結果や本機の 
設定-登録状況を把握するための管理レポート類の印刷方法についても説明しています。 

6各種設定と登録 

エラー時に発生するブザー音の音量を調整するなど、機能に関する各種の設定や登録について説明して 
います。 

7 Network FAX について 

Netwo & FAX 機能を使用する方法について説明しています。付属の CD - ROM に納められている Network 
FAX ドライバ使用説明書（オンラインマニュアル）も合わせてお読みください。 

8こんなときには 

エラーが表をされたときやトラブルが発生したときの対処方法を説明しています。 

付録 

文字の入力方法や本製品の仕様などについて説明しています。 
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本書の読みかた 

本書中では説明の内容によって、夕のように表記しています。 


表記 

説明 

表記例 

太字 

操作パネル上のキーおよびコン 
ピュータの画面に表示されるボタ 
ンやメッセージを示します。 

スター トキーを押してください。 

OK ボタンをクリックしてください。 

「標勒 

メッセージ表示部に表示される 
メッセージを示します。 

「コピーできます。」が表示されます。 

参考 

補足説明や操作の参考となる情報 
が書かれています。 


参考：— 




重要 

トラブルを防止するためじ、必ず 
守っていただきたい事項や禁止事 


重要：一 


項が書かれています。 



操作手順の表記について 


本書中では、操作パネルのキーを連続して操作する手順を、ホのように一でつないで表記しています。 


実際の手順_本書の表記_ 

[ファクス] を押す [ファクス]^ 「送信設定 J の [次へ]^[基 

▼ 本設定]の [次へ] 一「発信元記録」の[変更 

] の順に押してください。 

「送信設定」の [次へ] を押す 

▼ 

「基本設定」の [次へ] を押す 

▼ 

「発信元記録」の[変更]を押す 


父 





1 各部の名称とはたらき 


この章では、ファクスとして利用する場合に使用する部位の名称とはたらきを説明します。 
その他の部位じついては、本体の使用説明書を参照してくだ'さい。 

• 操作パネル ... 1-2 
• 本体... 1-4 



各部の名称とはたらき 


操作パネル 

ファクスな外の機能を使用するときのキーやランプじついては、本体の使用説明書を参照してください。 


アドレス帳画面が表示され、宛先の追加や編集、削除ができます。 



シフト （12 〜 22) しているとき(こラ 
ンプが点なします。 


1-2 










































































各部の名蛛とはたらき 




1-3 
















































各部の名称とはたらき 

本体 

本機をファクスとして利用するときじ使用する部位について説明しています。 

ファクスな外の機能を使用するときの部位については、本体の使用説明書を参照してください。 



1 

操作パネル 

ファクスの操作はここで斤います。 

2 

主電源スイッチ 

ファクスやコピーの操作を斤うときは、このスイッチを 

ON (1 ) にしてください。メッセージ表示部が点灯し、 
機械の操作が可能じなります。 

3 

手差しトレイ 

特殊紙など、カセット K 外の用紙を使用するときは、ここ 
じ用紙をセットします。 

4 

LINE 接続コネクタ 

電話回線用のモジュラーコードを接続してください。 

5 

TEL 接続コネクタ 

市販の電話機を併用する場合は、ここに接続してくださ 
い。 


重要：主電源スイッチを切ると、ファクスを自動受信できなくなりますのでご注意ください。電源を切る場 
合は操作パネルにある電源キーを押してください。 


1-4 


































各部の名蛛とはたらき 


原稿送り装置 


8 

9 

10 




6 

上カバー 

原稿送り装置で原稿がつまったときに開いてください。 

7 

原稿幅ガイド 

原稿幅に合わせて調節してください。 

8 

原稿トレイ 

ここにシート原稿を重ねてセツトしてください。 

9 

原稿排紙テーブル 

読み終わった原稿はここじ排出されます。 

10 

原稿送り装置聞閉取っ手 

原稿送り装置を開閉するときは、この取っ手を持ってくだ 
さい。 


1-5 






















各部の名称とはたらき 


1-6 




2 使用前の準備 


この章では、ファクスを初めて使用する前に行う準備作業を説明します。 

準備作業をサービス担当者が済ませている場合は、お客様が斤う必要はありません。 

- 電話回線の種類に合わせて設定する ... 2-2 

- 送信したファクスに印刷される発信元記録を設定する ...2-3 

- 発信元の情報を設定する ...2-4 

- 日がと時刻を設定する... 2-7 



使巧前の準備 


電話回線の種類に合わせて設定する 




2-2 


この選択を誤ると、ファクスのを信ができませ 


システムメニュ ー/ カウンタ キーを押してくださ 

い。 

A または▽キーを押して、 [ファクス] を選択して 
ください。 

0 K キーを押してください。 

A または▽キーを押して、 [ 送信設を ] を選択して 
ください。 

0 K キーを押してください。 

A または▽キーを押して、 [ファクス 回線設定] を 
選択してください。 

0 K キーを押してください。 

A または▽キーを押して、契約している電話回線 
の種類に合わせて、 [プッシュ 回線 （ DTMF )]、 [ダ 
イヤル 回線 (10 PPS )] または [ ダイヤル 回線 
(20 PPS )] を選択してください。 


0 K キーを押してください。 




使巧前の準備 


送信したファクスに印刷される発信元記録を設定する 

発信元記録とは、相手先で受信したファクスに印刷されるこちら側（発信元）の情報のことで、を信日時や _ 

送信ページ数、名前、ファクス番号、ファクスアドレスなどがあります。本機では、発信元記録を受信側で 
晒させるかどうかを選択することができます。晒させる場合の位置も、 it 信ペ-ジ画像の内側、外側を 
選択できます。 


参ち：通常、発信元記録には自局名称が印刷されますが、部門管理が有効であるときじ部門コードを入力し 
て送信を行った場合は、部門名称が印刷されます。 


1 システムメニュ ー/ カウンタ キーを押してくださ 
い。 

2 A または▽キーを押して、 [ファクス] を選択して 
ください。 

3 0 K キーを押してください。 

4 A または▽キーを押して、 [送信設定] を選択して 
ください。 

5 0 K キーを押してください。 


6 A または▽キーを押して、 [発信元記録] を選択し 
てください。 

7 0 K キーを押してください。 


発信元記録： 

く >03 

I 画* 設定しない 

回原稿外側 


回原稿内側 



8 A または▽キーを押して、印刷させるときはその 
位置を、印刷させないときは [設定しない] を選 
択してください。 


9 0 K キーを押してください。 
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使巧前の準備 

発信元の情報を設定する 

発信元記録に印刷される名前（自局名）や、ファクス番号、ファクス ID (自局情報）を登録します。発信元 
の情報を登録すると、受信側ではどこから送られてきた原稿なのかを容易に知ることができます。 

名前（自局名）の登録 

発信元情報に印刷する発信元の名前を登録します。 

参ち：登録内容を変更するときも、同様の操作を斤ってください。 


1 システムメニュ ー/ カウンタキーを押してくださ 
い。 

2 A または▽キーを押して、 [ファクス] を選択して 
ください。 

3 0 K キーを押してください。 


4 A または▽キーを押して、 [送信設定] を選択して 
ください。 

5 0 K キーを押してください。 


自局名称： 

回] 

1 

A 

ABC 

[ 文字] 


6 A または▽キーを押して、[自局名称]を選択して 
ください。 

7 0 K キーを押してください。 

8 登録する自局名を入力してください。 32 文字まで 
入力できます。 


参ち：文字の入力方法は、付録- 2 ページの文字の入 
力方法を参照してください。 


9 0 K キーを押してください。 


自局名称りリカ‘'ナ）： 

1 

回} 

■ 

J 

ABC 

[ 

文字] 


10 A または▽キーを押して、[自局名称（フリガナ）] 

を選択してください。 

11 OK キーを押してください。 

12登録する自局名のフリガナを入力してください。 
半角カタカナおよび半角英数で 32 文字まで入力 
できます。 


参ち：文字の入力方法は、付録- 2 ページの文字の乂 
力方法を参照してください。 


13 OK キーを押してください。 
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使巧前の準備 


自局情報の登録 


発信元情報に印刷する発信元の自局情報（自局ファクス番号/自局ファクス ID ) を登録します。自局ファク 
ス ID は送受信制限で使用します。 （6-16 ページの通信する相手先を限定する【送受信制限】参照） 

1 システムメニュ ー/ カウンタキーを押してくださ 

い。 



2 A または▽キーを押して、 [ファクス] を選択して 
ください。 

3 0 K キーを押してください。 

4 A または▽キーを押して、[送信設定]を選択して 
ください。 

5 0 K キーを押してください。 

自局ファクス番号を登録するときは乂の手順に、 
自局ファクス ID を登録するときは手順10に進ん 
でください。 


自局ファクス番号登録 


自局フ了クス番号： 

.<>03 

1 

A 


6 A または▽キーを押して、 [自局ファクス番号] を 

選択してください。 

7 OK キーを押してください。 

8 テンキーを使って登録する自局ファクス番号を乂 
力してください。20巧まで入力できます。 

参考：巧宛先/ポーズキーを押すと、番号の間にポー 
ズ （-) が入力されます。 

づまたはた キーを 押すと、 カーソルが 移動します。 


番号を訂正するときは、 クリア キーを押して1文字ず 
つ削除し、入力し直してください。すべて削除すると 
きは、 リセット キーを押してください。 


9 OK キーを押してください。 
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使巧前の準備 


自局ファクス ID 登録 


自局フ7クス ID : 回! 

(0000 - 9999) 


1409 


10 A または▽キーを押して、 [自局ファクス ID ] を選 

択してください。 

11 OK キーを押してください。 

12テンキーを使って自局ファクス ID の番号を 4 巧で 
入力してください。 


13 OK キーを押してください。 
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使巧前の準備 


日付と時刻を設定する 

本機に内蔵されている時計の日付と時刻を登録します。ここで登録した時刻をもとにタイマー送信が斤われ 
るため、必ず正しい日付と時刻を登録してください。 

重要：メッセージ表示部上に表示される時刻は定期的に修正してください。誤差が生じ現在時刻からずれる 
ことがあります。 

1 システムメニュ ー/ カウンタ キーを押してくださ 
い。 

2 A または▽キーを押して、 [共通設定] を選択して 
ください。 

3 0 K キーを押してください。 

4 A または▽キーを押して、 [日時設定] を選択して 
ください。 

5 0 K キーを押してください。 

6 A または▽キーを押して、 [時差] を選択してくだ 
さい。 

7 0 K キーを押してください。 

8 A または▽キーを押して、地域を選択してくださ 
い。 


9 0 K キーを押してください。 

10 A または▽キーを押して、 [サマータイム] を選択 
してください。 

参考： サマータイムを利用していない地域を選択した 
場合はサマータイムの設定画面は表をされません。 

11 OK キーを押してください。 

12 A または▽キーを押して、 [設定する] または [設定 
しない] を選択してください。 


13 OK キーを押してください。 

14 A または▽キーを押して、 [日付/時刻] を選択して 
ください。 
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使巧前の準備 


15 0 K キーを押してください。 


日付/時刻： vEa 

年月日 


2009 


膊差:ま京 ） 


16づまたは!> キーを 押して カーソル 位置を移動し、 
年、月、日をそれぞれ入力してください。 


曰付/時刻： 
時 

HD 

(時差:ま京 


分 

45： 


vEa 

秒 

50 


17 OK キーを押してください。 

18 < またはたキーを押して力ーソル位置を移動し、 
時、分、秒をそれぞれ入力してください。 


19 OK キーを押してください。 
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3 ファクスの操作方法（基本編) 


この章では、基本的なファクスの使いかたを説明します。 
-自動送信する ...3-2 

- 自動受信する（ファクス専用自動受信） ...3-8 

• 通信を中止する... 3-10 

• アドレス帳を使う... 3-13 

• ワンタッチキーを使う... 3-24 

- 同じ相手に再送信する（リダイヤル） ...3-26 




ファクスの 操作ちま(基本編) 

自動送信する 

テンキーを使ったごく一般的なを信方法を説明します。 

送信画面への切り替え 


送信できます。 


2009/05/25 12:30 

文字+写真 

200 x 100 dpi 

[ 原稿画質] 

[ファクス送信] 


ファクス キーを押してください。を信の基本画面 
が表をされていることを確認してください。 


参ち：設定じよっては、アドレス帳の画面が表示され 
る場合があります。この場合、 リセット キーを押して 
送信の基本画面を表示させてください。 


送信ち法の選択 


2 送信方法には、メモリ送信とダイレクトを信の2 
つがあります。初期状態ではメモリ送信です。 

ダイレクト送信を選択する場合は、ホの手順を 
斤ってくだ'さい。 

1 機能 メニュー キーを押してください。 

2 A または▽キーを押して、 [ファクスダイレ 
クト 送信] を選択してください。 

3 0 K キーを押してください。 

4 A または▽キーを押して、 [設定する] を選 
択してください。 

5 0 K キーを押してください。 


ダイレクト送信設定 

説明 

設定しない 

メモリ送信します。 

原稿をモリに読み込んでから通信を開始します。 

設定する 

ダイレクト送信します。 

相手先にダイヤルし、通信を開始してから原稿を読み込みます。 


参ち：ダイレクト送信は、1回の送信で指定できる宛 
先は1件です。 


メモリ送信（原稿送り装置に原稿をセツトする場合） 

原稿送り装置にセットした原稿を読み込み、メモリに記憶した後に相手先にダイヤルします。送信の完了を 
待たずに原稿を手元に戻すことができるため、非常に便利です。複数ページのシート原稿のを信じ適してい 
ます。 
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ファクスの 操作方法(基本編) 


メモリ送信（原稿ガラスに原稿をセツ ト する場合） 

原稿送り装置にセツトできないブック原稿などの送信に適しています。原稿ガラスにセツトした原稿をメモ 
リに記憶した後に相手先にダイヤルします。 


参ち：連続読み込みが設定されている場合は、原稿ガラスの原稿をメモリに記憶した後、続けてホの原稿を 
読み込むことができます。1ページ読み込むごとに、読み込み継続の操作を行い、すべての原稿をメモリに 
記憶した後に相手先にダイヤルします。 



ダイレクト送信（原稿送り装置に原稿をセッ ト する場合） 

相手先と回線がつながってから、原稿送り装置にセットされた原稿の読み込みを開始します。複数ページの 
原稿がセットされている場合は、1ページ分の原稿を送信してから、ホのページを読み込みます。 

ダイレクト送信（原稿ガラスに原稿をセットする場合） 

原稿送り装置にセットできないブック原稿などの送信に適しています。相手先と回線がつながった後、原稿 
ガラスにセツトした原稿を読み込んで送信します。 


参ち：連続読み込みが設定されている場合は、原稿ガラスの原稿を送信した後、続けて乂の原稿を読み込む 
ことができます。1ページ送信するごとに、読み込み継続の操作を斤います。 


原稿のセット 


3 原稿ガラスまたは原稿送り装置（オプション）に 
原稿をセットしてくだ'さい。原稿をセットする方 
法は、本体の使用説明書を参照してください。 


参考：原稿サイズが B 5 の場合、原稿を横向き 
( B 5- R ) にセットすると、 A 4 サイズ（横向き： A 4- R ) 
で送信します。 


ホ目手先のダイヤル 

4 テンキーを使って相手先のファクス番号を入力し 
てください。 


参考：テンキーで番号を押すとファクス番号の入 
力画面に替わります。 


ファクス香号入力： 

.::‘の 

1 


[ わ-ン] 

[ 詳細] 
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ファクスの 操作ちま(基本編) 


参ち：相手先のファクス番号は64巧まで入力で 
きます。 

[スぺース] を押すと、半角スペースが入力され 
ます。 

づまたはたを押すと、カーソルが移動します。 

番号を訂正するときは、 クリア キーを押して1文 
字ずつ削除し、入力し直してください。すべて削 
除するときは、 リセット キーを押してください。 


フ 7 クス香号入力： VE 3 

01234567891 

[ チ I - ン] [ 詳細] 


再宛先/ポーズキー 


このキーを押すとダイヤル時に約3秒の待ち時間 
が挿入されます。たとえば、0発信（構内交換機 
を使用して内線から外線への発信）するときや、 
情報サービスを受けるときなどのダイヤル待ち時 
間の挿入に使用します。 

6 必要に応じて、送信詳細設定をしてくださ 
い。[詳細](右セレクトキー）を押してファ 
クス詳細メニューを表をし、づまたは [> 
キーを押してけコード」、「暗号を信」、「を 
信開始速度」または 「 ECM 」 を選択して設定 
を変更し、 OK キーを押してください。 


キー 

説明 

F コード 

F コードを使って通信するときは、このキーを押してください。詳細は、 
4-24 ぺージの F コードを使って通信する 【F コード通信】を参照してく 
ださい。 

暗号送信 

暗号通信を使って送信するときは、このキーを押してください。詳細は、 
6-25 ページの原稿を暗号化して安全に通信する【暗号通信】を参照して 
ください。 

送信開始速度 

送信開始速度を変更するときは、このキーを押してください。 

33600 bps、 14400 bps、 9600 bps から選択してください。 

ECM 

ECM 通信は、送信時に電話回線上のノイズなどの影響を受けて、正しく 
送/受信できなかった画像を自動的に再送する機能です。 ECM 通信の設 
定を変更するときは、このキーを押してください。 


オンフックキーについて 

このキーを押すと電話回線に接続します。 

ファクス番号が入力されている場合は、相手先に 
ダイヤルを開始します。 


このキーを押してから、テンキーを使って相手先 
にダイヤルすることもできます。詳細は、 4-10 
ページの相手先に電話して手動で送信する【手動 
送信】を参照してください。 
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ファクスの操作モま(基本編) 


テンキー U 外のダイヤルのしかた 

• アドレス帳を使う （3-13 ページ参照） 

• ワンタッチキーを使う （3-24 ページ参照) 

- 手動リダイヤル（再宛先呼び出し） (3-26 
ページ参照） 


参考： ファクスな 外にも、 メール 送信、 フォルダ 
( SMB / FTP ) 送信を組み合わせて一度に送信する 
ことができます。詳細は本体の使用説明書を参照 
してください。 


解像度の選択 


5 をる原稿に適した解像度を選択します。 

• 200 X 100 dpi (ノーマル）：普通の大きさの文字 

の原稿を送るとき 

文字の大きさの目巧：10.5ポイント 
(サンプル：解像度解像度） 


• 200 X 200 dpi (ファイン）：比較的小さい文字や 

細い線のある原稿を送るとき 
文字の大きさの目巧：8ポイント 
(サンプ J レ：解像度解像度） 


• 200 X 400 dpi (スーバーファイン）：微細な文字 
や線のある原稿を送るとき 

文字の大きさの目巧： 6ポイント 

(サンプル： 解像度ぉ饭度） 

• 400 X 400 dpi (ウルトラファイン）：微細な文字 
や線のある原稿をさらじきれいに送るとき 
文字の大きさの目巧： 6ポイント 

(サンプル： 解像度お像度） 


参考：工場出荷時は200 X 100 dpi (ノーマル）じ設 
定されています。 

解像度を高くすると画像は鮮明になりますが、送信時 
間は長くなります。通常は400 X 400 dpi (ウルトラ 
ファイン）までをお勧めします。 

読み込み解像度はファクス送信解像度と等しいか、 

ファクス解像度より高く設定するという関係がありま 
す。ファクスを信解像度を読み达み解像度より高くし 
ようとした場合、読み込み解像度が自動的に、ファク 
ス送信解像度と同じ設定になります。 




ファクスの操作ちま(基本編) 


フ7クス解像度： V 四 

回 200 x 200 dpi フ 7 イン 
回 200 x 400 dpi S ファイン 


1 機能 メニューキーを押してください。 

2 A または▽キーを押して、[ファクス解像度] 
を選択してください。 

3 OK キーを押してください。 

4 A または▽キーを押して、解像度を選択し 
てください。 


5 OK キーを押してください。 


重要：高解像度を選択すると、画像は鮮明になり 
ますが、解像度が上がれば上がるほど送信時間は 
長くなります。 

200 X 400 dpi (スーバーファイン）な上で送信す 
る場合、受信側のファクスもそれらの画質で受信 
できる必要があります。受信側がその機能を備え 
ていない場合は、200 X 200 dpi (ファイン）の画 
質で送信されます。 


濃度の選択 


6 原稿読み込み時の濃度を調整します。 



手動： 


く►四 


回囚うすく 
回回うすく 


手動 （-3 〜 +3) :濃度を7段階に調整できます。 

自動：原稿の濃度に応じて最適な濃度になりま 
す。 

1 機能 メニューキーを押してください。 

2 A または▽キーを押して、 [濃度] を選択し 
てください。 

3 OK キーを押してください。 

4 A または▽キーを押して、[自動]または 
[手動] を選択してください。 


5 OK キーを押してください。手順4で [手動] 
を選んだときはホの手順に進んでください。 

6 A または▽キーを押して、濃度を選択して 
ください。 
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ファクスの 操作方法(基本編) 


7 0 K キーを押してください。 


送信スタート 



7 スタートキーを押してください。送信が開始しま 
す。 


参考：「送信前の宛先確認画面の設定」を「設定する」 
に設定している場合は、スタートキーを押したとき 
に、宛先確認画面が表をされます。詳しくは、 5-12 
ページの宛先確認画面についてを参照してください。 



状況お認/ 
ジョブ中止 


J み 

_ 


送信’/3フ''状ミ兄： vcn 


10010 ( a 510667643333 


0011因同報送信 
0017吸0324256345 
[ 中止] [ メ こ; L -] 


送信'/3フ''状況： 

0010吸0667643333 良 

0011因同報送信 


じ017 ©0324256345 


[ 中止] [ メこ； L -] 


送信状況を確認するには 


1 状況確認/ジョブ中止 キーを押してくださ 
い。 


2 A または▽キーを押して、 [送信ジョブ状況] 
を選択してください。 

3 OK キーを押してください。送信ジョブ状況 
が一覧で表示されます。 


送信を中止するには 

1 上の送信ジョブ確認画面で、 A または ▽ 
キーを押して、ジョブを選択してください。 

2 [中止] (左 セレクト キー）を押してくださ 
い。 


3 [はい] (左 セレクト キー）をす甲してくださ 
い。送信を中止します。 


参考：原稿読み込み中は、送信画面で操作パネル 
のストップキーを押すと、送信を中止します。 
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ファクスの操作ホま(基本編) 

自動受信する（ファクス専用自動受信） 

本機で電話を受けずにファクス専用として使用する場合は、ファクス専用自動受信にしてください。受信時 
には特に操作の必要はありません。 

受信ちまについて 

本機の受信方法にはホの4種類があります。 

- ファクス専用自動受信 [自動（普通）] 

- ファクス/電話自動切替受信[自動（ファクス/電話）] (6-2 ページ参照） 

- ファクス/留守番電話自動切替受信 [自動（留守番電話）] (6-4 ページ参照） 

• 手動受信[手動] (4-12 ページ参照） 


受信ちまの確認と変更 


システムメニュー/ 

カウンタ 



1 システムメニユ ー/ カウンタキーを押してくださ 
い。 

2 A または▽キーを押して、[ファクス]を選択して 
ください。 

3 0 K キーを押してください。 


4 A または▽キーを押して、 [受信設を] を選択して 
ください。 

5 0 K キーを押してください。 


6 A または▽キーを押して、[受信 方式] を選択して 
ください。 

7 0 K キーを押してください。 


8 A または▽キーを押して、[自動（普通）]を選択 
してください。 

9 0 K キーを押してください。 


受信開始 


1 ファクスが送られてくると、登録された回数の呼 
び出し音が鳴った後、受信を開始します。 

受信が始まると、 受信 ランプが点滅します。 


参考；呼び出し音が鳴る回数は変更することができま 
す。 （6-6 ページの呼び出しベルの回数を変更する【ベ 
ル回数】を参照） 

受信を中止するときは、 3-12 ページの送/受信の中止 
(通信の切断）を参照してください。 
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ファクスの 操作方法(基本編) 


代行受信とは 


用紙切れや紙づまりなどで印刷できない場合、本機は 
送られてきた原稿をいったん画像メモリに記憶しま 
す。そして印刷可能な状態になると、印刷を行いま 
す。 一 

代行受信が行われると、状況確認 IS 面の印刷ジョブに 
ファクス受信晒ジョブが表示されます。受信原稿を 
印刷するときは、用紙を補給するか、紙づまりを解除 
してください。 


参考：状況確認画面については本体の使用説明書を参 
照してください。 


受信印刷 


2 受信した原稿は、印刷された面を下にして上トレ 
イに排出されます。上トレイの収納枚数は普通紙 
(80 g / m 2 ) で150枚までです。ただし、使用用紙 
の状態により収納枚数は変わります。 


重要：収納可能な枚数は、排出先によって異なりま 
す。本体の使用説明書を参照してください。収納可能 
な枚数を超えるときは、上トレイの用紙をすべて取り 
出してください。 

用紙切れや紙づまりなどで本機が印刷できない状態で 
あっても、受信は行われます。（代行受信） 
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ファクスの操作ホま(基本編) 


通信を中止する 

本機で通信を中止する方法は、送信方法（メモリ送信またはダイレクト送信）や通信形態じよって異なりま 
す。ここでは、さまざまなケースでの中止方法を説明します。 

メモリ送信（原稿読み込み中）の中止 

メモリ送信で、原稿の読み込みを中止するには、操作 
パネルの ストップ キーを押してください。原稿の読み 
込みを中止し、原稿を排出します。原稿送り装置に原 
稿が残っているときは、原稿排紙テーブルから取り出 
してください。 

メモリ送信（通信中）の中止 

メモリ送信で、原稿の読み込みが終了して通信が開始した後に中止するには、ホの手順で行ってください。 



参ち：ユーザ管理が設定されている場合は、ジョブを実行したユーザまたは管理者な外は処理をキャンセル 
できません。 

回線を切って、送/受信を中止させることができます。詳細は、 3-12 ページの送/受信の中止（通信の切 
断）を参照してください。 


状おお認/ 
ジョブ中止 


コみ 


1 状況 確認/ ジョブ中止 キーを押してください。 


2 A または ▽ キーを押して、 [送信ジョブ状況] を選 
択してください。 

3 0 K キーを押してください。 


送信7 3フ''状況： 

vE 3 

0010 

吸 0667643333 

良 

0011 

因同報送信 


0017 

师 0324256345 


[ 中止] [ ； 

じュ -] 


4 A または▽キーを押して、中止したいジョブを選 
択してください。 

5 [中止] (左セレクトキー）を押してください。 


6 [はい] (左セレクトキー）を押してください。通 
信が中止されます。 


参ち： [メ ニュ ー] (右セレクトキー）を押し、 [ジヨ 

ブ中止] を選択して 0 K キーを押してもキャンセルで 
きます。 
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ファクスの 操作方法(基本編) 


タイマー送信（待機中）の中止と即時送信 

タイマー送信で待機中のジョブを中止する、または指定時刻を待たずに今すぐ送信するには、次の手順で 
行ってくだ'さい。 


状巧確認/ 
ジョブ中止 


□み 

S _ 


2 


3 


状況確認/ジョブ中止 キーを押してください。 



A または▽キーを押して、 [予約ジョブ] を選択し 
てください。 

0 K キーを押してください。 


予約'/ 口'': vcn 

0011吸同報送信 
0017吸0324256345 


じ 018 (00 756545865 


[ 中止] [ メこ； L -] 


4 A または▽キーを押して、中止したいジョブを選 
択してください。即時送信するときは、送信した 
いジョブを選択してください。 

5 [メニュー] (右セレクト キー）を押してくださ 
い。 


6 A または▽キーを押して、 [ジョブ中止] を選択し 
てください。即時送信するときは、 [今すぐ開始] 
を選択してください。 

7 OK キーを押してください。 

8 [はい] (左 セレクト キー）を押してください。通 
信が中止されます。即時を信するときは通信が開 
始します。 
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ファクスの操作ちま(基本編) 


ダイレクト送信の中止 

ダイレクト送信で、送信中に中止するときは、操作パネルの ストップ キーを押してください。読み込み中の 
原稿を排出し、送信の初期画面に戻ります。原稿送り装置に原稿が残っているときは、原稿送り装置から取 
り出してください。 


送/受信の中止（通信の切断) 


通信中の回線を切って、送信または受信を中止するときは、ホの手順で斤ってくどさい。 

1 状況 確認/ ジョブ中止 キーを押してください。 


状況確認/ 
ジョブ中止 


] み 


FAX ： 

四 

送信中です。 


[回線切る] 

[ 履歴 ] 


2 A または▽キーを押して、 [ファクス] を選択して 
ください。 

3 0 K キーを押してください。 

4 [回線切る](左セレク トキー）を押してください。 


5 [はい] (左セレクト キー）を押してください。通 
信中の回線を切ります。 


ポーリング送信 / F コード掲示板送信の中止 

ポーリング送信 / F コード掲示板を信を中止するには、ポーリングボックス内に保さされているポーリングを 
信用原稳を削除してください。削除方法は、 4-39 ページのポーリングボックスからの削除のしかたを参照し 
てください。 
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ファクスの操作モま(基本編) 


アドレス帳を使う 

ファクスの宛先をアドレス帳から選択することができます。 

宛先の新規登録 

アドレス帳に新しい宛先を登録します。登録方法には、個人登録および複数の個人登録をまとめて登録する 
グループ 登録の 2 種類があります。 

個人登録（ファクス） 

100 件までの宛先が登録できます。各宛先には、巧先名、ファクス番号、 F コード通信、暗号通信、送信開 
始速度、 ECM 通信が登録できます。 


1 システムメニュ ー/ カウンタキーを押してくださ 
い。 

2 A または▽キーを押して、[宛先編集]を選択して 
ください。 

3 OK キーを押してください。 


4 A または▽キーを押して、[アドレス帳]を選択し 
てください。 

5 OK キーを押してください。 


vE3 


がレス帳： 

£ Fukada 
a Maemura 


[メニュー](右セレクトキー）を押してくださ 
い。 


7 A または▽キーを押して、[アドレス追加]を選択 
してください。 

8 OK キーを押してください。 


9 A または▽キーを押して、[個人]を選択してくだ 
さい。 

10 OK キーを押してください。 


詳細； 

E 3 

アト'' レス番号： 

7/7 

053 



[ 編集] 


11 < または!>キーを押して、[アドレス番号]を選択 

してください。 


12 [編集](右セレクトキー）を押してください。 
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ファクスの操作ちま(基本編) 


アト''レス番号： 四 

( 001 - 120 ) 


053 


13 テンキーを使って任意のアドレス番号（001〜 
120)を入力してください。 


参ち：アドレス番号は、宛先1件ごとの識別番号で 
す。個人登録100件、グループ登録20件の合計120 
件の中から、空いている番号を選択できます。 


5た么 in . 

日キ聊 d . 

四 

個人名： 

1/7 

Sakata 



[ 編集] 


14 OK キーを押してください。 

15 < または^キーを押して、 [個人名] を選択してく 
ださい。 


個人名： 

Sakatal 

‘回! 


J 


ABC 


[ 文字] 


16 [編集](右セレクトキー）を押してください。 

17 テンキーを使ってアドレス帳に表示される宛先名 
を入力してください。32文字まで入力できます。 


参ち：文字の入力方法は、付録-2ページの文字の入 
力方法を参照してください。 


18 OK キーを押してください。 


詳細： 

四 

ふりがな： 

2/7 


[ 編集] 


ふりがな： 

四 

Sakatal 

i 


ABC 


[ 文字] 


19 < またはたキーを押して、 [ふりがな] を選択して 
ください。 


20 [編集](右セレクトキー）を押してください。 

21 宛先名のフリガナを入力してください。半角カタ 
カナおよび半角英数で32文字まで入力できます。 


参ち：文字の入力方法は、付録-2ページの文字の入 
力方法を参照してください。 


22 OK キーを押してください。 
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ファクスの操作モま(基本編) 


詳細； 

E 3 

吸ファクス番号： 

3/7 

0667640000 



[ 編集] 


23 づ またはたキーを押して、 [ファクス 番号]を 選択 
してください。 


ファクス香号入力： ，:‘の 

06676400001 

i 

[ 詳細] 


24 [編集](右セレクトキー）を押してください。 

25 テンキーを使って相手先のファクス番号を入力し 
てください。32巧まで入力できます。 


参考：文字の入力方法は、付録-2ページの文字の入 
力方法を参照してください。 


再宛先/ ポーズキーについて 


ファクス詳細： 

E 3 

F 3- h '' : 

1/4 

1234567890123 



[ 編集] 


このキーを押すとダイヤル時に約3秒の待ち時間 
が挿入されます。たとえば、0発信（構内交換機 
を使用して内線から外線への発信）するときや、 
情報サービスを受けるときなどのダイヤル待ち時 
間の挿入に使用します。 

26 [詳細](右セレクトキー）を押して、づまたはた 
キーを押して、 「 F コード」を選択してくどさい。 
F コードを使用しない場合は、手順32に進んで 
ください。 


Fn - K ' : 

E 3 

12345678901231 

i 


27 [編集](右セレクトキー）を押してください。 

28 テンキーを使って F コードを入力してください。 
20巧まで入力できます。 


参考： F コードは、〇〜9の数宇とスペース、「#」、 
「*」の文宇を使って入力できます。 


29 0 K キーを押してください。 

30 テンキーを使って F コードパスワードを入力して 
ください。20巧まで入力できます。 


参考： F コードパスワードは、〇〜9の数字とスぺ一 
ス、「#」、「*」の文字を使って入力できます。 


31 0 K キーを押してください。 
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ファクスの操作ちま(基本編) 


フ 7 クス詳細： 

四 

暗号送信： 

2/4 

キ -02 


0000 



[ 変更] 


32 づまたはたキーを押して、「暗号送信」を選択し 
てください。暗号送信を使用しない場合は、手順 
42じ進んでください。 


33 [変更](右セレクト キー）を押してください。 

34 A または▽キーを押して、 [設定する] を選択して 
ください。 

35 0 K キーを押してください。 


36 A または▽キーを押して、暗号鍵番号を選択して 
ください。 

37 0 K キーを押してください。 


参ち：暗号鍵は事前に設定してください。詳細は 6-25 
ページの暗号鍵の登録のしかたを参照してください。 


38 A または▽キーを押して、 [設定する] または [設定 
しない] を選択してください。 

39 0 K キーを押してください。手順38で 階まする] を 
選んだときはホの手順に、 [設定しない] を選ん 
だときは手順42じ進んでください。 

40 テンキーを使って暗号ボックス番号 （4 巧）を乂 
力してください。 

41 OK キーを押してください。 


フ 7 クス詳細： 

四 

送信開始速度： 

3/4 

33600 bps 



[ 変更] 


42 必要に応じて、< または杉キーを押して、「送信 
關始速度」または 「 ECM 」 を選択して設定を変 
更し、 OK キーを押してください。 


キー 

説明 

送信關始速度 

送信開始速度を変更するときは、このキーを押してください。33600 bps . 

14400 bps 、 9600 bps から選択してください。 

ECM 

ECM 通信は、送信時に電話回線上のノイズなどの影響を受けて、正しく送/ 
受信できなかった画像を自動的に再送する機能です。 ECM 通信の設定を変更 
するときは、このキーを押してください。 


43 づまたは^キーを押して各項目が正しく入力でき 
ているか確認してください。 

44 OK キーを押してください。 

45 OK キーを押してください。 
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ファクスの操作モま(基本編) 


46 <または^キーを押して巧先が正しく設定できて 
いるか確認してください。 

47 0 K キーを押してください。アドレス帳に宛先が 
追加されます。 


グループ 登録 

個人登録された複数の宛先をまとめて、グループとして登録します。宛先を一度に指定できるので便利で 
す。 20 件までのグループが登録できます。 



参ち：グループ登録じは、個人登録された宛先が必要です。あらかじめ必要な個人登録を行ってください。 


1 システムメニュ ー/ カウンタキーを押してくださ 
い。 

2 A または▽キーを押して、[宛先編集]を選択して 
ください。 

3 OK キーを押してください。 


4 A または▽キーを押して、[アドレス帳]を選択し 
てください。 

5 OK キーを押してください。 


<►01 


がレス帳： 

£ Fukada 
£ Maemura 


[メニュー](右セレクトキー）を押してくださ 
い。 


7 A または▽キーを押して、[アドレス追加]を選択 
してください。 

8 OK キーを押してください。 


9 A または▽キーを押して、[グループ]を選択して 
ください。 


10 OK キーを押してください。 


詳細： 

‘ E 3 

アト'' レス番号： 

4/4 

019 



[ 編集] 


11づまたはたキーを押して、[アドレス番号]を選択 
してください。 


12 [編集](右セレクトキー）を押してください。 
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ファクスの操作ちま(基本編) 


アト''レス番号： 四 

( 001 - 120 ) 


053 


13 テンキーを使って任意のアドレス番号（001〜 
120)を入力してください。 


参ち：アドレス番号は、宛先1件ごとの識別番号で 
す。個人登録100件、グループ登録20件の合計120 
件の中から、空いている番号を選択できます。 


詳細： 

四 

グル-グ名： 

1/4 


[ 編集] 


14 OK キーを押してください。 

15 < または^キーを押して、 [グループ名] を選択し 
てください。 


グル-グ名： 

GUI SectionI 

‘四 

A 

ABC 


[ 文字] 


16 [編集](右セレクト キー）を押してください。 

17 テンキーを使ってアドレス帳に表示されるグルー 
プ名を入力してください。32文字まで入力でき 
ます。 


参ち：文字の入力方法は、付録-2ページの文字の入 
力方法を参照してください。 


詳細： 

四 

ふりがな： 

2/4 


[ 編集] 


18 OK キーを押してください。 

19 < またはたキーを押して、 [ふりがな] を選択して 
ください。 


ふりがな： 

E 3 

Sakatal 

A 


ABC 


[ 文字] 


20 [編集](右セレクト キー）を押してください。 

21 宛先名のフリガナを入力してください。半角カタ 
カナおよび半角英数で32文字まで入力できます。 


参を：文宇の入力方法は、付録-2ページの文字の入 
力方法を参照してください。 


22 OK キーを押してください。 
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23 


ファクスの操作モま(基本編) 


詳細； 

ゲル-フ° メ乂: 
30 


づ または 杉 キーを押して、 [グルー プ メンバー] を 

選択してください。 

3/ 4| 


[ 編集] 


I 

I 

グル-グメンハ' —: 

図 Sakata 
吸 Mochizuki 
恒 Mochizuki 

ぐの 

[ む-] 


24 [編集](右セレクトキー）を押してください。 

25 [メニュー] (右セレクトキー）を押してくださ 

い。 


26 A または▽キーを押して、[宛先追加]を選択して 
ください。 

27 OK キーを押してください。 

28 A または ▽ キーを押して、グループじ登録する宛 
先（個人）を選択してください。 


参考： 宛先は、宛先名で検索することができます。 


29 [メニュー] (右セレクトキー）を押してくださ 

い。 

30 A または▽キーを押して、[選択]を選択してくだ 
さい。 

31 OK キーを押してください。 

32宛先を追加するときは、手順25〜31を繰り返して 
ください。 

33 OK キーを押してください。 

34 <または^キーを押してグループが正しく設定で 
きているか確認してください。 

35 OK キーを押してください。アドレス帳にグルー 
プが追加されます。 
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ファクスの 操作ちま(基本編) 

宛先をアドレス帳から選ぶ 

アドレス帳に登録されている送り先を選択します。 

1 送信の基本画面で、 アドレス帳 キーを押してくだ 
さい。 


2 A または▽キーを押して、 [アドレス帳] を選択し 
てください。 


3 0 K キーを押してください。 

4 A または▽キーを押して、をり先を選択してくだ 
さい。 


5 0 K キーを押してください。選択した送り先が巧 
先に登録されます。 

送り先の検索 

アドレス帳に登録された送り先の検索ができます。 

1 送信の基本画面で、 アドレス帳 キーを押してくだ' 
さい。 

2 A または▽キーを押して、 [アドレス帳] を選択し 
てください。 

3 0 K キーを押してください。 

4 [メニュー] (右 セレクト キー）を押してくださ 
い。 

5 A または▽キーを押して、[名前検索]を選択して 
ください。 


6 0 K キーを押してください。 





3-20 







ファクスの操作方法(基本編) 

7 テンキーを使って検索したい宛先名を入力してく 
ださい。 

参ち：文字の入力方法は、付録-2ページの文字の入 
力方法を参照してください。 


3 


8 0 K キーを押してください。検索結果が表示され 
ます。 

登録内容の変更と削除 

登録した宛先（個人）やグループの内容変更/削除ができます。 

1 システムメニュ ー/ カウンタキーを押してくださ 
い。 

2 A または▽キーを押して、[宛先編集]を選択して 
ください。 

3 0 K キーを押してください。 

4 A または ▽ キーを押して、 [ Addressbook ] を選択 
してください。 

5 0 K キーを押してください。 

6 A または▽キーを押して、宛先またはグループを 
選択してください。 


7 [メニュー] (右セレクトキー）を押してくださ 
い。 

8 個人登録の巧ホを編集する場合 

1 A または▽キーを押して、[詳細/編集]を 
選択してください。 

2 0 K キーを押してください。 

3 宛先の内容を変更してくどさい。変更方法 
は、個人登録（ファクス）の手順11〜43を 
参照してください。 

グループを編集する場合 

1 A または▽キーを押して、[詳細/編集]を 
選択してください。 

2 0 K キーを押してくピさい。 
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ファクスの 操作ちま(基本編) 


3 グループの内容を変更してください。変更方 
法は、グループ登録の手順11〜18を参照し 
てください。グループじ宛先を追加する場合 
は、グループ登録の手順19〜31を参照して 
ください。 

個人を録の宛先またはグループを削除する場合 

1 A または▽キーを押して、[削除]を選択し 
てください。 

2 0 K キーを押してください。 

3 [はい](左セレクト キー）をす甲してくだ'さ 
い。選択した宛先またはグループを削除しま 
す。 

9 0 K キーを押してください。 

10 [はい](左セレクト キー）を押してください。登 

録内容の変更や削除がアドレス帳に反映されま 

す。 
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ファクスの操作モま(基本編) 


アドレス 帳 リストの出力 

アドレス帳を登録している宛先のリストを出力できます。 

リストは、宛先のフリガナ順とアドレス番号順から選択できます。 

1 システムメニュ ー/ カウンタ キーを押してくださ 
い。 

2 A または▽キーを押して、[宛先編集]を選択して 
ください。 

3 0 K キーを押してください。 

4 A または▽キーを押して、[リスト印席リ]を選択し 
てください。 

5 0 K キーを押してください。 

6 A または▽キーを押して、 [アドレスリスト（フ 
リガ ナ） ] または [アドレスリスト （番号） ] を選 

択してください。 

7 0 K キーを押してください。 

8 [はい](左セレクト キー）を押してください。リ 
ストが印刷されます。 
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ファクスの操作ホま(基本編) 


ワンタッチキーを使う 

操作パネルの ワンタッチ キーで、アドレス帳の宛先を呼び出すことができます。 

ワンタッチキーの新規登録 

ワンタッチ キーにアドレス帳の宛先（個人またはグループ）を登録します。22件まで登録できます。 




宛先をワンタッチキーで選ぶ 



1 ワンタッチ キーを長押し （2 秒）してください。 


2 A または▽キーを押して、登録する番号を選択し 
てください。 

No . 12 ~ No . 22は シフトロツク キーを押したと 
きのワンタッチ番号です。 


3 OK キーを押してください。 

4 A または▽キーを押して、アドレス帳から ワン 
タッチ キーに登録する宛先（個人またはグルー 
プ）を選択してください。 

5 OK キーを 押してください。 ワンタッチ キーに 宛 
先が登録されます。 


宛先入力の画面で、送り先が登録されている ワンタッ 
チキーを押してください。 

ワンタッチ No . 12〜 No . 22を呼び出すときは、 シフ 
トロック キーを押してキーの横にあるランプを点灯さ 
せてから、送り先が登録されている ワンタッチ キーを 
押してください。 
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ファクスの 操作方法(基本編) 


登録内容の変更と削除 

ワンタッチキーに登録されている宛先を別の宛先に変更したり、ワンタッチキーの登録内容を削除します。 
参ち：アドレス帳で宛先情報を変更すると、ワンタッチキーに登録されている情報が更新されます。 




1 ワンタッチキーを長押し （2 秒）してください。 


2 A または▽キーを押して、変更する番号を選択し 
てください。 

No. 12 ~ No. 22はシフトロツクキーを押したと 
きのワンタッチ番号です。 


3 OK キーを押してください。 

4 別の宛先に変更する場合 

1 A または▽キーを押して、[編集]を選択し 
てください。 

2 OK キーを押してください。 

3 A または▽キーを押して、新しい宛先（個 
人またはグループ）を選択してください。 

4 OK キーを押してください。 

5 [はい] (左セレクトキー）を押してくださ 
い。ワンタッチキーに宛先が登録されます。 

登録内容を削除する場合 


1 A または▽キーを押して、 [削除] を選択し 
てください。 

2 OK キーを押してください。 

3 [はい] (左セレクトキー）を押してくださ 
い。ワンタッチキーの登録内容が削除されま 
す。 

5 [終了] (右セレクトキー）を押してください。 
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ファクスの 操作ちま(基本編) 


同じ相手に再送信する（リダイヤル） 

リダイヤルは、直前に入力された番号にもう一度ダイヤルする機能です。 


自動リダイヤル 

送信しようとしても相手先が応答しないときに、本機が自動的にダイヤルし直す機能です。 

自動リダイヤルじ特に設定は必要ありません。一定の間隔をあけて繰り返し斤われますので、相手先の通信 
が長引いた場合でもまムです。 

参ち：ダイレクト送信時は、自動リダイヤルは行われません。 

自動リダイヤルの回数は、〇〜14回の間で変更できます。詳細は、 6-8 ページのリダイヤルする回数を変更 
する【リダイヤル回数】を参照してください。 

リダイヤル待機中の即時を信はできません。 


手動リダイヤル（再宛先呼び出し） 

送信を試みたが、相手先が応答しない。もう一度同じ相手先にファクスしたい。そんなときに巧宛先/ポー 
ズキーを押すと、直前にダイヤルした相手先を宛先リストに呼び出すことができます。 

1 再宛先/ポーズキーを押してください。直前の相 
手先が宛先リストに表をされます。 


参ち：直前の送信が同報送信 や コンピュータ、 メール 
などの宛先を含んでいる場合は、それらもあわせて表 
示されます。必要に応じて相手先の追加 や 削除などを 
巧ってください。 


送信できます。 

宛先：1 

近): 0987654321 


YYYYYYYY 

YYYYYYYY 

[ XXXXXXXX ] 

[ XXXXXXXX ] 


2 スタートキーを押してください。送信を開始しま 
す。 


参を：「送信前の宛先確認画面の設定」を「設定する」 
じ設定している場合は、スタートキーを押したとき 
じ、宛先確認画面が表をされます。詳しくは、 5-12 
ページの宛先確認画面についてを参照してください。 

ホの条件で再宛先情報は破棄されます。 

-電源を切ったとき 

• ホの送信操作を斤ったとき（新しい再巧先情報が登 
録されます。） 

-ログアウトしたとき 
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4 ファクスの操作方法（応用編) 


この章では、ファクスを効率的に使う方法について説明します。 

- 時刻を指定して送信する〔タイマー送信】 ...4-2 

-1回の操作でたくさんの相手先に送信する〔順み同報送信】 ...4-4 

- 通信中に別の原稿のを信を予約する【送信予約】 ...4-6 

- 別の原稿を優先してを信する惶 Ij り込みを信】 ...4-7 

. フリーダイヤルなどの特定の局番を省略して送信する【チェーンダイヤル】 ...4-8 

- 相手先に電話して手動で送信する【手動送信】 ...4-10 

- 送られてきたファクスを手動で受信する【手動受信】 ...4-12 

- 電話機を操作して受信させる【リモート切替機能】 ...4-14 

- 受信した文書を印刷/転送する〔メモリ転送】 ...4-16 

• F コードを使って通信する巧コード通信】 ...4-24 

• F コードを使って通信する 【F コード通信】 ...4-24 

- 送信する相手や設定内容などを登録する[プログラムダイヤル】 ...4-31 

- 受信側の操作で通信を開始する〔ポーリング通信】 ...4-33 

- ファクスの使用状況などを管理する【管理機能】 ...4-40 

- その他の便利な機能 ...4-43 




ファクスの 操作方法(応用編) 


時刻を指定して送信する【タイマー送信】 

タイマー送信は、送信開始の時刻をセットしておくと、その時刻に自動的に送信する機能です。順次同報を 
信などの機能と併用することができます。 

ここでは、1件の宛先に關始時刻を指定して送信する方法を説明します。 


重要：現在時刻が合っていないと、指定時刻に正しく通信できません。現を時刻が合っていないときは正し 
く調整してください。詳細は、 2-7 ページの日付と時刻を設定するを参照してください。 


参考：ダイレクト送信は選択できません。 

時刻は、00 : 00〜23 : 59までの1分単位で指定できます。 

送信予約、割り込み送信とあわせて、30件までのタイマー送信を指定できます。 

指定時刻が同じタイマーを信が2つな上ある場合、指定された順に通信が開始されます。ただし指定順が逆 
でも、同じ巧先へは、異なる宛先よりも先に送信されます。 

タイマー送信は、指定時刻の前にキャンセルできます。また、指定時刻の前にを信することもできます。詳 
細は、 3-11 ページのタイマー送信（待機中）の中止と即時送信を参照してください。 

タイマー送信は、指定時刻の前に巧先の変更をすることもできます。詳細は、 4-3 ページのタイマー送信 
ジョブの確認のしかたを参照してください。 


一括送信機能 

タイマー送信を使用して、同じ宛先のファクスを同じ送信開始時刻にセツトすると、10件までを一度にまと 
めて送信します。同じ宛先に通信を繰り返すといったムダがなくなり、通信コストの削減につながります。 


参考：ダイレクトを信は一括送信されません。 

順乂同報送信を使用して同じ送信開始時刻のファクスを2件な上セットしたときに、それぞれの宛先の中に 
同じ相手先番号がある場合は一括送信されません。 

送信開始時刻に、同じ相手先に対してリダイヤル待機中のファクスがある場合は、リダイヤル待機原稿もあ 
わせて一括送信されます。 

部門管理を有効にしているときは、同じ部門コードでタイマー送信を使用した原稿だけが一括送信されま 
す。 


1 ファクスキーを押してください。 

2 原稿をセットしてください。 

3 機能メニューキーを押してください。 

4 A または▽キーを押して、[ファクスタイマー送 
信]を選択してください。 

5 OK キーを押してください。 

6 A または▽キーを押して、 [設定する] を選択して 
ください。 

7 OK キーを押してください。 
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ファクスの I 要作ち法(な用編) 


開始時刻： 

く-の 

時 

分 

m ： 

45 

(現在の時刻 

11:45) 


8 づまたは杉キーを押してカーソル位置を移動し、 
時、分をそれぞれ入力してください。 


9 0K キーを押してください。 

10宛先を指定し、スタートキーを押してください。 

原稿が読み込まれ、指定時刻じなるとを信が開始 
します。 



参考：「送信前の宛先確認画面の設定」を「設定する」 
に設定している場合は、スタートキーを押したとき 
に、宛先確認画面が表をされます。詳しくは、 5-12 
ページの宛先確認画面についてを参照してください。 


タイマー送信ジョブの確認のしかた 

タイマー送信ジョブの詳細を確認できます。 

参考；タイマー送信の中止と即時送信の操作じついては、 3-10 ページのメモリ送信（通信中）の中止を参照 
してください。 


1 状況確認/ジョブ中止キーを押してください。 

2 A または▽キーを押して、[予約ジョブ]を選択し 
てください。 

3 OK キーを押してください。 


予約シ''ョフ '' 


<►03 


EPJUmH 


0017取)0324256345 
0018脚0756545865 
[ 中止] [ メこ; L -] 


4 A または▽キーを押して、確認したいジョブを選 
択してください。 

5 [メニュー](右七レクト キー）を押してくださ 
い。 


6 A または▽キーを押して、 [詳細] を選択してくだ 
さい。 

7 OK キーを押してください。 

8 <または^キーを押してジョブの詳細を確認して 
ください。 

9 OK キーを押してください。 
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ファクスの 操作方法(応用編) 


1回の操作でたくさんの相手先に送信する【順次同報送信】 

1回の操作で同じ原稿を複数の宛先に送ることができる機能です。本機は送信する原稿をいったんメモリに 
蓄積（記撤し、その後で指定された宛先に自動的にダイヤルとを信を繰り返します。 

参考：1回の操作で最大100ケ所の相手先に送信することができます。 

F コード通信やタイマー送信と合わせて使用できます。 

ダイレクト送信が選択されている場合は、送信時にメモリを信じ切り替わります。 


1 ファクスキーを押してください。 

2 原稿をセットしてください。 

3 宛先を選択してください。 

ファクス香号を入力する 

1 テンキーでファクス番号を入力してくださ 
い。 


参ち：「新規巧先の入力確認画面の設定」を「設 
定する」に設定している場合は、入力したファク 
ス番号を確認するための画面が表示されます。も 
う一度同じファクス番号を入力して OK キーを押 
してください。詳しくは、本体の使用説明書の新 
親宛先の入力確認画面の設定を参照してくださ 
い。 


2 OK キーを押してください。ホのファクス番 
号が入力できます。 

宛先をアドレス帳から選択する 

1 アドレス帳キーを押してください。 

2 A または▽キーを押して、宛先を選択して 
ください。 

3 OK キーを押してください。アドレス帳キー 
を押して宛先を選択できます。 

宛先をワンタツチキーから遇択する 

必要な宛先が登録されているワンタッチキーをす 
ベて押してください。 
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ファクスの I 要作ち法(応用 編) 


参ち：アドレス帳の詳細は、 3-13 ページのアドレ 
ス帳を使うを参照してください。 

ワンタッチキーの詳細は、 3-24 ページのワンタッ 
チキーを使うを参照してください。 

宛先は、直接入力、アドレス帳、ワンタッチキー 
を組み合わせて選択することができます。 


4 すべての宛先が選択できたら、スタートキーを押 
してください。送信が關始します。 


参ち：「送信前の宛先確認画面の設定」を「設定する」 
じ設定している場合は、スタートキーを押したとき 
じ、宛先確認画面が表をされます。詳しくは、 5-12 
ページの宛先確認画面についてを参照してください。 

ファクスな外にも、メール送信、フォルダ 
( SMB / FTP ) 送信を組み合わせて一度にを信すること 
ができます。詳細は本体の使用説明書を参照してくだ 
さい。 
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ファクスの 操作方法(応用編) 


通信中に別の原稿の送信を予約する【送信予約】 

通信中に原稿を読み込んで、乂の送信を予約できます。通信が終わると、自動的に予約したを信を開始しま 
す。送信予約を使用すれば、順次同報を信などで通信が長引くときに待つ必要がなくなります。 


参考：タイマー送信は30件まで予約することができます。 
順乂同報送信などの機能を使用できます。 


1 ファクスキーを押してください。 

2 原稿をセットしてください。 

3 宛先を選択し、使用する送信機能がある場合は設 
定してください。 

4 スタートキーを押してください。原稿の読み込み 
を開始して、かの送信を予約します。 


参考：「送信前の宛先確認画面の設定」を「設定する」 
じ設定している場合は、スタートキーを押したとき 
じ、宛先確認画面が表をされます。詳しくは、 5-12 
ページの宛先確認画面についてを参照してください。 
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通信が終わると、予約した送信が開始します。 




ファクスの I 要作ち法(応用 編) 


別の原稿を優先して送信する【割り込み送信】 

通信中にダイレクト送信を選択して原稿を読み达むと、割り込み送信ができます。順乂同報送信などで通信 
が長引く場合や、ホの送信が予約されている場合でも、割り达み送信を使用した原稿を先に送信します。 


参考：送信予約やタイマー送信がすでに30件ある場合は、割り込みを信ができません。 
割り込み送信のタイミングによっては、すぐに割り込めない場合があります。 


1 ファクスキーを押してください。 

2 割り込み送信する原稿をセットしてください。 

3 機能メニューキーを押してください。 

4 A または▽キーを押して、[ファクスダイレクト 
送信]を選択してください。 

5 OK キーを押してください。 

6 A または▽キーを押して、 [設定する] を選択して 
ください。 

7 OK キーを押してください。 

8 宛先を指定し、スタートキーを押してください。 
原稿は待機中になり、送信できる状態になれば送 
信が開始します。 


参ち：「送信前の宛先確認画面の設定」を「設定する」 
じ設定している場合は、スタートキーを押したとき 
じ、宛先確認画面が表をされます。詳しくは、 5-12 
ページの宛先確認画面についてを参照してください。 

ダイレクト送信の操作については、 3-2 ページの送信 
方法の選択を参照してください。 

割り込み送信の待機中に送信を中止するときは、操作 
パネルのストップキーを押してください。詳細は、 
3-10 ページの通信を中止するを参照してください。 
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割り込み送信が終了すると、中断していた通信や 
送信予約が自動的に開始します。 




ファクスの 操作ちま(応用編) 

フリーダイヤルなどの特定の局番を省略して送信する【チェーンダイヤル】 

チェーンダイヤルは、複数の宛先に共通する番号でチェーン番号を作成し、相手先のファクス番号をつなげ 
てダイヤルする機能です。フリーダイヤルや市外局番などをチェーン番号にすると、毎回入力する必要がな 
くなります。 

参ち：チェーン番号は、相手先のファクス番号の先頭に使用できます。 


例として、「0120」をチェーン番号に使用します。 

1 ファクスキーを押してください。 

2 原稿をセットしてください。 

3 テンキーで「0120」を入力してください。 

4 [チェーン](左七レクトキー）を押してください。 


5 チェーン番号につなげるファクス番号を入力しま 
す。 

ファクス香号をテンキーで入力する 

1「0120」がすでじ入力されていますので、続 
けてファクス番号を入力してください。 

参ち：「新規宛先の入力確認画面の設定」を「設 
定する」に設定している場合は、入力したファク 
ス番号を確認するための画面が表示されます。も 
う一度同じファクス番号を入力して OK キーを押 
してください。詳しくは、本体の使用説明書の新 
親宛先の入力確認画面の設定を参照してくださ 
い。 


2 すべての宛先が入力できたら、 OK キーを押 
してください。 

ファクス香号をアドレス帳から選択する 

1 アドレス帳キーを押してください。 

2 A または▽キーを押して、宛先を選択して 
ください。 

3 OK キーを押してください。 

4 A または▽キーを押して、宛先を選択して 
ください。 
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ファクスの I 要作ち法(応用 編) 


5 0 K キーを押してください。宛先に ‘0120’ 

が自動的に付加されます。 

ファクス香号をワンタッチキーから還択する 

ワンタッチキーの中から宛先を選択してくださ 
い。巧先に「0120」が自動的に付加されます。 

6 スタートキーを押してください。を信が開始しま 
す。 


参ち：「送信前の宛先確認画面の設定」を「設定する」 
に設定している場合は、スタートキーを押したとき 
に、宛先確認画面が表をされます。詳しくは、 5-12 
ページの宛先確認画面についてを参照してください。 




ファクスの 操作方法(応用編) 


相手先に電話して手動で送信する【手動送信】 

相手先との回線がつながったことを確認した後、スタートキーを押してを信する方法です。本機に電話機 
(市販品）を接続すれば、原稿をを信する前に相手と電話で話すことができます。 

相手先との接続を確認してから送信する 

相手先との回線がつながったことを音声で確認してから送信できます。 

1 ファクスキーを押してください。 

2 原稿をセットしてください。 

3 ナンフックキーを押してください。 

4 相手先の番号をテンキーで入力してください。 

参ち：操作を途中で中止するときは、 [中止](左セレ 
ク トキー）を押してください。 


5 「ピー」という音が聞こえたら、相手先のファク 
スとつながっています。 スター トキーを押してく 
ださい。送信が開始します。 


参考：「送信前の宛先確認画面の設定」を「設定する」 
に設定している場合は、スタートキーを押したとき 
じ、宛先確認画面が表をされます。詳しくは、 5-12 
ページの宛先確認画面についてを参照してください。 


電話を使って送信する 

原稿を送信する前に相手と電話で話したいときや、相手先機がファクスへの切り替えを必要とするときは、 
この方法で送信してください。 


1 原稿をセットしてください。 

2 電話の受話器を上げて、相手先にダイヤルしてく 
ださい。 

3 相手先のファクスとつながったかどうか確認して 
ください。 

「ピー」という音が聞こえたとき 

相手先はファクスです。 

1 ファクスキーを押してください。 

2 オンフックキーを押してくどさい。 

3 スタートキーを押してください。原稿の送信 
が開始します。 
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ファクスの i 要作モ法(な用編) 


ネ目手先の話し声が聞こえたとき 

相手先の電話につながっています。会話が終わっ 
たら、上記の手順！〜3を行ってください。 

4 送信が開始したら（操作パネルの 送信/受信 ラン 
プが点滅したら）、受話器を元に戻してください。 
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ファクスの 操作方法(応用編) 


送られてきたファクスを手動で受信する【手動受信】 

相手先との回線がつながったことを確認した後、本機を操作して受信する方法です。本機に電話機（市販 
品）を接続すれば、相手と話した後に原稿を受信することができます。 


参考：本機の受信方式は、通常、ファクス専用自動受信が選択されています。手動受信を使用するには、受 
信方式を手動受信に変更する必要があります。受信方式の変更については、 6-9 ページの利用状況に合わせ 

て受信のしかたを切り替える【受信方式】を参照してください。 


相手先との接続を確認してから受信する 

相手先との回線がつながつたことを音声で確認してから受信できます。 

1 着信すると、本体から呼び出し音が鳴ります。 

2 ファクスキーを押してください。 

3 ナンフックキーを押してください。 

4 [手動受信](左七レクト キー）を押してください。 

5 相手側が送信すると、本機は受信を開始します。 


電話を使って受信する 

相手と話した後に原稿を受信したいときは、この方法で受信してください。 

1 着信すると、接続された電話で呼び出し音が鳴り 
ます。 

2 電話の受話器を上げてください。 

3 相手先のファクスとつながったかどうか確認して 
ください。 

「ポーッポーッ」という音が聞こえたとき 

相手先はファクスです。 

1 ファクスキーを押してください。 

2 オンフックキーを押してくどさい。 

3 [手動受信](左七レクト キー）を押してくだ 
さい。受信が開始します。 


参ち；トーン信号を送出できる電話機を使用して 
いる場合は、リモート切替機能で電話機から受信 
を開始させることができます。 （4-14 ページの電 

話機を操作して受信させる【リモート切替機能】 

参照） 
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ファクスの I 要作ち法(応用 編) 


ネ目手先の話し声が聞こえたとき 

相手先の電話につながっています。会話が終わっ 
たら、上記の手順！〜3を行ってください。 

相手側が送信すると、本機は受信を開始します。 

4 受信が開始したら（操作パネルの 送信/受信 ラン 
プが点滅したら）、受話器を元に戻してください。 
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ファクスの 操作方法(応用編) 


電話機を操作して受信させる【リモート切替機能】 

接続された電話機からの操作で、ファクスの受信を開始させることができます。本機と電話機（市販品）を 
離れた場所に設置して併用するときに便利な機能です。 

接続された電話機からの操作でファクスの受信を關始させるときは、乂の操作を行ってください。 


参考：リモート切替を斤うためには、トーン信号をを出できる電話機（市販品）を本機に接続することが必 
要です。ただし、トーン信号を発信することができる電話機でも、種類によってはこの機能をうまく使用で 
きない場合があります。詳しくは弊社代理店またはお買い上げ店までご連絡ください。 


リモート切替ダイヤルの登録のしかた 

リモート切替ダイヤルは、工場出荷時では55になっていますが、変更することもできます。 

1 システムメニュ ー/ カウンタ キーを押してくださ 
い。 

2 A または▽キーを押して、 [ファクス] を選択して 
ください。 

3 0 K キーを押してください。 

4 A または▽キーを押して、 [受信設を] を選択して 
ください。 

5 0 K キーを押してください。 

6 A または▽キーを押して、 [リモート切替ダイヤ 
ル] を選択してください。 

7 0 K キーを押してください。 

8 テンキーを使って新たに登録する番号 （00 〜 99) 
を入力してください。 

9 OK キーを押してください。 
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ファクスの i 要作ち法(な用編) 


リモート切替ダイヤルの使いかた 

接続された電話機からの操作でファクスの受信を開始させるときは、次の操作を斤ってください。 

1 接続された電話機で呼び出し音が鳴ります。 



2 電話機の受話器を上げてください。 


3 受話器からファクスの発信音が聞こえたら、2巧 
のリモート切替ダイヤルを電話機側のダイヤルボ 
タンで入力してください。 




参ち：工場出荷時では、リモート切替ダイヤル （2 
巧）は55です。 


4 回線は本体側に切り替わり、受信が開始されま 
す。 
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ファクスの 操巧方法(応用編) 


受信した文書を印刷/転送する【メモリ転送】 

ファクスを受信したとき、受信画像を化のファクス、コンピュータや F コードボックスに坛送したり、印刷 
したりできます。 

転送先の種類 

転送先に指定できるのは1件です。転送を [設定する] に設定すると、受信したすべての原稿を指定先に転 
送します。 


転送先の種類 

他のファクス、メール送信、フォルダ ( SMB ) 送信、フォルダ （ FTP ) を信に転をすることができます。 



転送を設定する 


転送を設定するときは、ホの手順を行ってください。 


1 システムメニュ ー/ カウン タキーを 押してくださ 
い。 

2 A または▽キーを押して、 [ファクス] を選択して 
ください。 

3 0 K キーを押してください。 

4 A または▽キーを押して、 [受信設定] を選択して 
ください。 

5 0 K キーを押してください。 

6 A または▽キーを押して、 [転送設を] を選択して 
ください。 

7 0 K キーを押してください。 

8 A または▽キーを押して、 [転送] を選択してくだ 
さい。 

9 0 K キーを押してください。 

10 A または▽キーを押して、 [設定する] または [設を 
しない] を選択してください。 
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ファクスの操作ホま(応巧編) 

11 0 K キーを押してください。 

転送先を登録する 

転送を設定するときは、ホの手順を行ってください。 

1 システムメニュ ー/ カウンタ キーを押してくださ 
い。 

2 A または▽キーを押して、 [ファクス] を選択して 
ください。 

3 0 K キーを押してください。 

4 A または▽キーを押して、 [受信設定] を選択して 
ください。 

5 0 K キーを押してください。 

6 A または▽キーを押して、 [転送設定] を選択して 
ください。 

7 0 K キーを押してください。 

8 A または▽キーを押して、 [転送先] を選択してく 
ださい。 

9 0 K キーを押してください。 

10 A または▽キーを押して、[登録]を選択してくだ 
さい。 

11 0 K キーを押してください。 

12転送先をアドレス帳から選択するとき 

1 A または▽キーを押して、 [アドレス帳] を 
選択してください。 

2 0 K キーを押してくピさい。 

3 A または▽キーを押して、 [アドレス帳] ま 
たは [拡張アドレス帳] を選択してください。 

4 0 K キーを押してくピさい。 

5 A または▽キーを押して、転送先に登録す 
る宛先（個人）を選択してください。 

転送先を直接入力するとき 

1 A または▽キーを押して、 [アドレス入力] 
を選択してください。 

2 0 K キーを押してくピさい。 

3 A または▽キーを押して、 [ファクス]、 
[メー ル]、 [フ ナルダ （ SMB )] または [フォ 
ルダ （ FTP )] を選択してください。 

4 0 K キーを押してください。 

5 テンキーを使って転送先に登録するアドレス 
を入力してください。128巧まで入力できま 
す。 
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ファクスの操作方法(応用編) 


参ち： 文字の入力方法は、 付録-2 ページの 文字 
の入力方法を 参照してください。 

[フオルダ （ SMB )] または[フオルダ （ FTP )] 

を選択したときは、転送する相手先のホスト名、 
バス、ログインユーザ名、ログインパスワード、 
暗号方式をそれぞれ入力してください。 


13 0K キーを押してください。 


登録内容の変更と削除 

登録内容の変更と削除をするときは、次の手順を斤ってください。 

1 システムメニュ ー/ カウンタ キーキーを押してく 
ださい。 

2 A または▽キーを押して、 [ファクス] を選択して 
ください。 

3 0 K キーを押してください。 

4 A または▽キーを押して、 [受信設を] を選択して 
ください。 

5 0 K キーを押してください。 

6 A または▽キーを押して、 [転送設を] を選択して 
ください。 

7 0 K キーを押してください。 

8 A または▽キーを押して、 [転送先] を選択してく 
ださい。 

9 0 K キーを押してください。 

10 A または▽キーを押して、[確認]を選択してくだ 
さい。 

11 OK キーを押してください。 

12 OK キーを押してください。 

13おさホを変更するとき 

1 A または▽キーを押して、[編集]を選択し 
てください。 

2 OK キーを押してください。 

3 転送先を変更してください。 

4 OK キーを押してください。転送先が変更さ 
れます。 

転送先を削除するとき 

1 A または▽キーを押して、[削除]を選択し 
てください。 

2 OK キーを押してください。 
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ファクスの I 要作ち法(応用 編) 


3 [はい](左セレクト キー）を押してくださ 
い。転送先が削除されます。 

14 [終了](右セレクト キー）を押してください。 


転送時刻設定 

転送が有効になる開始時刻と終了時刻を登録します。 


1 システムメニュ ー/ カウンタ キーキーを押してく 
ださい。 

2 A または▽キーを押して、 [ファクス] を選択して 
ください。 

3 0 K キーを押してください。 

4 A または▽キーを押して、[受信設定]を選択して 
ください。 

5 0 K キーを押してください。 

6 A または▽キーを押して、[転送設定]を選択して 
ください。 

7 0 K キーを押してください。 

8 A または▽キーを押して、[転送時刻]を選択して 
ください。 

9 0 K キーを押してください。 


I 転送時刻： 

回時間指定 


vEn 


10 A または▽キーを押して、 [終日] または [時間指定] 
を選択してください。 


11 OK キーを押してください。手順 10 で [時間指ま] を 
選んだときはホの手順に進んでください。 

12づまたはたキーを押してカーソル位置を移動し、 
開始時刻の時、分をそれぞれ入力してください。 

13 OK キーを押してください。 

14づまたは杉キーを押してカーソル位置を移動し、 
終了時刻の時、分をそれぞれ入力してください。 

15 OK キーを押してください。 


参ち： 時刻は 24 時間制で入力してください。 
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ファクスの操作方法(応用編) 


ファイルお式設定 

メール送信、フォルダ ( SMB ) 送信、またはフォルダ （ FTP ) 送信する場合に、ファイル形式を PDF、TIFF 
または XPS から選択します。 

1 システムメニュ ー/ カウンタ キーキーを押してく 
ださい。 

2 A または▽キーを押して、 [ファクス] を選択して 
ください。 

3 0 K キーを押してください。 

4 A または▽キーを押して、 [受信設を] を選択して 
ください。 

5 0 K キーを押してください。 

6 A または▽キーを押して、 [転送設を] を選択して 
ください。 

7 0 K キーを押してください。 

8 A または▽キーを押して、 [ファイル 形式] を選択 
してください。 

9 0 K キーを押してください。 

10 A または▽キーを押して、 [ PDF ]、[ TIFF ] または 

[ XPS ] を選択してください。 

11 OK キーを押してください。 

メール件名付加情報設定 

メールの件名じ情報を付加するかどうか設定します。情報を付加する場合は、を信元名または送信元から選 
択します。 


1 システムメニュ ー/ カウンタ キーを押してくださ 
い。 

2 A または▽キーを押して、 [ファクス] を選択して 
ください。 

3 OK キーを押してください。 

4 A または▽キーを押して、[受信設定]を選択して 
ください。 

5 OK キーを押してください。 

6 A または▽キーを押して、[転送設を]を選択して 
ください。 

7 OK キーを押してください。 

8 A または▽キーを押して、 [ 件名付加情報]を選択 
してください。 

9 OK キーを押してください。 
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ファクスの I 要作ち法(な用編) 


10 A または▽キーを押して、 [設定しない]、[送信元 
名] または [送信元ファクス/アドレス] を選択 

してください。 

11 OK キーを押してください。 


FTP 暗号送信設定 


転送するときじ FTP 暗号送信をするかどうか設定します。 

1 システムメニュ ー/ カウンタ キーを押してくださ 
い。 



2 A または▽キーを押して、 [ファクス] を選択して 
ください。 


3 OK キーを押してください。 


4 A または▽キーを押して、[受信設定]を選択して 
ください。 

5 OK キーを押してください。 

6 A または▽キーを押して、[転送設定]を選択して 
ください。 

7 OK キーを押してください。 


8 A または▽キーを押して、 [ FTP 暗号送信] を選択 
してください。 

9 OK キーを押してください。 

10 A または▽キーを押して、[設定する]または[設定 
しない] を選択してください。 

11 OK キーを押してください。 


印刷の設定 

転送するときに本機で印刷するかどうか設定します。 

1 システムメニュ ー/ カウンタ キーを押してくださ 
い。 

2 A または▽キーを押して、 [ファクス] を選択して 
ください。 

3 OK キーを押してください。 

4 A または▽キーを押して、 [受信設定] を選択して 
ください。 

5 OK キーを押してください。 

6 A または▽キーを押して、 [転送設定] を選択して 
ください。 

7 OK キーを押してください。 

8 A または▽キーを押して、 [印届 Ij ] を選択してくだ 
さレ）。 
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ファクスの操作方法(応用編) 


9 


0 K キーを押してください。 


10 A または▽キーを押して、 [設定する] または [設定 
しない] を選択してください。 

11 OK キーを押してください。 


文書名登録 

転送時に作成するファイルの文書名を設定します。その他、日時やジョブ番号、またはファクス番号の情報 
も付加できます。 


1 システムメニュ ー/ カウンタ キーを押してくださ 
い。 

2 A または▽キーを押して、 [ファクス] を選択して 
ください。 

3 OK キーを押してください。 

4 A または▽キーを押して、 [受信設定] を選択して 
ください。 

5 OK キーを押してください。 

6 A または▽キーを押して、 [転送設を] を選択して 
ください。 

7 OK キーを押してください。 

8 A または▽キーを押して、 [文書名入力] を選択し 
てください。 

9 OK キーを押してください。 

10 テンキーを使って文書名を入力してください。32 
文字まで入力できます。 


参考：文字の入力方法は、付録-2ページの文字の入 
力方法を参照してください。 

付加情報を入れていない場合、ファイル名が同じにな 
り、フォルダ ( SMB ) 送信やフォルダ （ FTP ) 送信で 
転送するとファイルを上書きしますので注意してくだ 
さい。 


11 OK キーを押してください。 

12文書名に付加情報を入れないとき 

1 A または▽キーを押して、 [なし] を選択し 
てください。 

2 OK キーを押してください。 

3 A または▽キーを押して、送信元情報付加 
の [設定する] または [設定しない] を選択し 
てください。 

文書名に付加情報を入れるとき 
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ファクスの I 要作ち法(応用 編) 


1 A または▽キーを押して、 [日付]、 [ジョ 
ブ番号]、 [ジョブ 番号+日付] または [日付 

+ジョブ番号] を選択してください。 

2 0 K キーを押してください。 

3 A または▽キーを押して、送信元情報が加 
の [なし]、 [ 付加情報+送信元] または [送 
信元+付加情報] を選択してください。 

13 0 K キーを押してください。 


COMMAND CENTER からの転送設定（条件付き受信/転送） 

本機にネットワーク接続されたコンピュータから COMMAND CENTER を使って転送の設定を行えます。 
ネットワークの設定については、本体の 使用 説明書を参照してください。 


COMMAND CENTER への アクセス 



1 Web ブラウザを起動します。 

2 ア ドレス バー または ロケーションバーに本機の IP 
アドレスを入力します。 

例） http :// 192.168 .48.21/ 

本機および COMMAND CENTER に関する一般情 
報と現在の状態が、 Web ページに表示されます。 


3 画面左のナビゲーシ ヨン バーから項目を選択しま 
す。項目によっては、別途、設定が必要になりま 
す。 

4 COMMAND CENTER じ制限がかけられている場 
合、スタートページな外のページにアクセスする 
ためには、ユーザ名とパスワードを入力する必要 
があります。 

詳細は 京セラ COMMAND CENTER 操作手順 書 

を参照してください。 
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ファクスの 操作方法(応用編) 


F コードを使って通信する 【 F コード通信】 

F コー ド通信とは 

F コード通信とは、 ITU-T (国際電気通信連合）の勧告に準拠したサブアドレスやパスワードを付加して送/ 
受信する通信をいいます。 F コードを使用することにより、本来弊社機間でしかできなかった親展通信（受 
信側機に設けられた原稿受け渡しボックスに送る通信）やポーリング通信（受信側から操作して送信側の原 
稿を受信する通信）などの通信が他社機との間でも可能じなります。本機では、 F コード通信とメモリ転を 
機能を使って、受信した原稿を F コードボックスに保存したり、化の複数のファクスに転送したりするな 
ど、高度な通信ができます。 


参考： F コード通信を斤うためには、相手機にも同様の F コード通信機能が備わっている必要があります。 


F コードを使った通信は、各種機能通信とも併用することができます。また、 F コードサブアドレスや F 
コードパスワードをアドレス帳やワンタッチキーに登録しておけば、送信時に入力を省略することができま 
す。詳しくは、各通信方法や登録方法の手順内の記述を参照してください。 

F コードについて 

本機では、 F コードサブアドレスと F コードパスワードが？コードにあたります。 

F コードサブアドレス 

F コードサブアドレスは〇〜9までの数字とスペース、「#」、「*」を使って20巧まで入力することができま 
す。本機で受信する場合、 F コードサブアドレスはメモリお送の転送条件として使用されます。 

F コードパスワード 

F コードパスワードは〇〜9までの数字とスペース、「#」、「*」の文宇を使って20巧まで入力することがで 
きます。本機で受信する場合は F コードパスワードを使用しません。 

F コー ド送信のしかた 

F コード送信は次の手順で行ってください。 


参考： F コード送信を斤う場合は、あらかじめ受信側に設定されている F コードサブアドレスと F コードパ 
スワードを確認してください。 


本機で受信する場合の設定方法は、 4-16 ページの 受信した文書を印刷/転送する【メモリ転送】 を参照して 
ください。 


1 ファクス キーを押してください。 

2 原稿をセットしてください。 


参ち； アドレス帳の宛先に F コードを登録している場 
合には、その宛先が使用できます。また、アドレス帳 
で F コードを登録している巧先をワンタッチキーに使 
用している場合はそれらも使用できます。その場合手 
順9じ進んでくどさい。 
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ファクスの I 要作ち法(な用編) 


ファクス番号入力： 


01234567891 


[ チ I - ン] 

[ 詳細] 


3 テンキーを使って相手先のファクス番号を入力し 
てください。 


ファクス詳細： 

E 3 

Fi - y ' : 

1/4 

1234567890123 



[ 編集] 


4 [詳細](右セレクト キー）を押してください。 

5 < または 杉 キーを押して [ F コード] を選択し、 [編 
集] (右セレクト キー）を押してください。 


Fn - K ' : 

E 3 

12345678901231 

A 


6 テンキーでサブアドレスを入力してください。 


参ち： サブアドレスは、〇〜 9 の数字とスペース、 
「#」、「*」の文字を使って、 20 巧まで入力できます。 


7 0 K キーを押して、テンキーで F コードバスワード 
を入力してください。 


参ち ： F コードパスワードは〇〜 9 の数字とスペー 
ス、 「#」、 「*」 の文字を使って、 20 巧まで入力でき 
ます。本機で受信する場合は F コードパスワードを使 
用しません。 


8 0 K キーを押してください。 

9 0 K キーを押してください。 


参ち：「新規宛先の入力確認画面の設定」を「設定す 
る」に設定している場合は、入力したファクス番号を 
確認するための画面が表示されます。もう一度同じ 
ファクス番号を入力して 0 K キーを押してください。 
詳しくは、本体の使用説明書の新規宛先の入力確認画 
面の設定を参照してください。 


10 スタートキー を押してください。送信が開始しま 
す。 


参考： 「送信前の宛先確認画面の設定」を「設定する」 
に設定している場合は、 スタートキー を押したとき 
じ、宛先確認画面が表をされます。詳しくは、 5-12 
ページの 宛先確認画面について を参照してください。 
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ファクスの操作ちま(応用編) 

受信した原稿を管理する 【F コードボックス機能】 

F コードボックスとは 

受信原稿を保をするボックスを F コードボックスと呼びます。メモリ転送機能を使って、受信した原稿を F 
コードボックスに保さすることができます。 

F コードボックスの登録のしかた 

F コードボックスは 20 個まで登録することができます。 

1 システムメニュ ー/ カウンタ キーを押してくださ 
い。 

2 A または▽キーを押して、 [文書ボックス] を選択 
し、 OK キーを押してください。 

3 A または▽キーを押して、 [ F コード ボックス] を 

選択し、 OK キーを押してください。 

4 A または▽キーを押して、[詳細/編集]を選択し、 
OK キーを押してください。 

5 [メニュー](右七レクト キー）を押してくださ 
い。 

6 A または▽キーを押して、 [ボックス追加] を選択 
し、 OK キーを押してください。 

7 テンキーでサブアドレスを入力してください。 

参考； サブアドレスは、〇〜9の数字とスペース、 
「#」、「*」の文字を使って、20巧まで入力できます。 

8 0 K キーを押して、テンキーで F コードボックス名 
を入力してください。 

参ち： 文字の入力方法は 付録- 2ページの 文字の 
入力方法を 参照してください。 

9 0 K キーを押して、テンキーで F コードボックス番 
号を入力してください。 

10 0 K キーを押してください。 

11 A または▽キーを押して、 [終了] を選択し、 0 K 
キーを押してください。 

F コードボックスの変更のしかた 

1 4-26 ページの F コードボックスの登録の しかたの 

手順！〜4を巧ってください。 

2 A または▽キーを押して、変更するボックスを選 
択し、 0 K キーを押してください。 
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ファクスの I 要作ち法(な用編) 


3 づまたは > キーを押して編集したい項目に移動 
し、 [編集](右七レクト キー）を押してくださ 
い。 

4 テンキーを使って入力し、 0 K キーを押してくだ 
さい。 

化の編集したい項目についても、手順4と5を繰 
り返してください。 

F コードボックスの削除のしかた 

1 4-26 ページの F コードボックスの登録の しかたの 

手順！〜4を巧ってください。 

2 A または▽キーを押して、削除するボックスを選 
択してください。 

3 [メニュー](右七レクト キー）を押してくださ 
い。 

4 A または▽キーを押して、 [削除] を選択してくだ 
さい。 

5 削除の確認画面で [ はい](左セレク トキー）を押 
してください。 

F コードボックスからの印刷のしかた 

F コードボックスへをられた原稿は、ホの操作を行って印刷してください。 

1 文章ボック スキーを押してください。 

2 A または▽キーを押して、 [F コードボックス] を 

選択してください。 

3 A または▽キーを押して F コードボックスを選択 
してください。 

4 [メニュー](右七レクト キー）を押してくださ 
い。 

5 A または▽キーを押して [開く] を選択してくださ 

い。 


参考：ホの場合は F コードボックスのパスワード入力 
が必要です。 

. ユーザ管理が無効の場合 

. ユーザ管理が有効でユーザ権限でログインしてい 
るときに、別の所有者の F コードボックスを選択 
した場合 


6 A または▽キーを押して、リストから原稿を選択 
し、 [選択](右七レクト キー）を押してくださ 
い。 選択した原稿には チェック マークがつきま 
す。 
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ファクスの操作方法(応用編) 


参考： 選択を解除するときは、チェックボックスを押 
してチェックマークを消してください。 

[メニュー](左セレクト キー）を押して表示されるメ 
ニューから、 [すべて選択] を選択して 0 K キーを押 
すと、すべて選択されます。 

F コードボックスからは印刷のみできます。送信はで 
きません。 


7 0 K キーを押してください。 

8 A または▽キーを押して[印刷]を選択してくどさ 
い。印刷を開始します。 


F コードボックスからの削除のしかた 

F コードボックスへ送られた原稿を削除するときは、乂の操作を行ってください。 

1 4-27 ページの F コードボックスからの印刷のしか 

たの手順！〜 7 を斤ってください。 

2 A または▽キーを押して[削除]を選択し、 0 K キー 
を押してください。 

3 削除の確認画面で [ はい](左セレクトキ ー）を押 
してください。原稿を削除します。 

詳細情報の確認/ファイル名の変更のしかた 

F コードボックスへ送られた原稿の詳細情報を確認できます。また、ファイル名を変更できます。 

1 4-27 ページの F コードボックスからの印刷のしか 

たの手順！〜 5 を斤ってください。 

2 A または▽キーを押して、リストから原稿を選択 
し、 [メニュー] (左セレクト キー）を押してくだ 
さい。 

3 A または▽キーを押して、 [詳細/編集] を選巧し、 
0 K キーを押してください。 

4 < または!>キーを押して編集したい項目に移動 
し、 [編集](右七レクト キー）を押してくださ 
い。 

選択した原稿の詳細情報が表示されます。 


項目 

説明 

文書名 

原稿のファイル名 


[変更] を押すと、ファイル名を変更できます。 

ページ数 

原稿の枚数 

解像度 

原稿の解像度 

日時 

原稿が送られた日時 
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ファクスの I 要作モ法(な用編) 


5 テンキーを使って入力し、 0 K キーを押してくだ 
さい。 

化の編集したい項目についても、手順4と5を繰 
り返してください。 
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ファクスの操巧方法(応用編) 


F コードボックスリストの印刷のしかた 

登録されている F コードボックスのボックス番号、ボックス名の一覧が記載された F コードボックスリスト 
を印刷することができます。また、 F コードボックスに原稿がある場合はそのページ数が表示されます。 


参ち： ユーザ管理が有効の場合は、管理者がログインしたときに印刷できます。 


1 システムメニュ ー/ カウンタキーを 押してくださ 
い。 

2 A または▽キーを押して、 [文書ボックス] を選択 
し、 0 K キーを押してください。 

3 A または▽キーを押して、 [ F コードボックスリス 

卜] を選択し、 0 K キーを押してください。 

4 印刷の確認画面で [はい](左セレクト キー）を押 
してください。 F コードボックスリストを印刷し 
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ファクスの I 要作ち法(応用 編) 


送信する相手や設定内容などを登録する【プログラムダイヤル】 

送信する相手先や送信時刻など送信条件をプログラムとして登録できます。登録後は、プログラム番号を押 
すだけで呼び出すことができます。また、各プログラムに名前をつけておくと、プログラムを呼び出すとき 
じわかりやすく便利です。 


参考：プログラムじはコピー機能も登録できます。コピー機能、送信機能を合わせて最大4件のプログラム 
を登録できます。 

ユーザ管理が有効であるときは、登録できるのは管理者のみです。 


プ□グラムの登録のしかた 

1 登録する送信条件を設定した状態で、 プログラム 
キーを長押し （2 秒）してください。プログラム 
が登録されます。すでに登録されているプログラ 
ム番号を押したときは、二欠の手順に進んでくださ 
い。 

2 A または▽キーを押して、 [上書き] を選択してく 
ださい。 

3 0 K キーを押してください。 

4 [はい](左セレクト キー）を押してください。プ 
ログラムが上書きで登録されます。 

登録内容の削除のしかた 

1 すでに登録されているプログラム番号の プログラ 
ムキーを長押し （2 秒）してください。 

2 A または▽キーを押して、[削除]を選択してくだ 
さい。 

3 0 K キーを押してください。 

4 [はい](左セレクト キー）を押してください。プ 
ログラムが削除されます。 

プ□グラムの使いかた 


1 プログラム キーを押してください。 

2 原稿をセットしてください。 


参考： 呼び出したプログラムからを信する相手先の変 
更など送信条件を変更することもできます。 




ファクスの操作方法(応用編) 


3 スタートキーを押してください。送信が開始しま 
す。 


参考：「送信前の宛先確認画面の設定」を「設定する」 
に設定している場合は、スタートキーを押したとき 
に、宛先確認画面が表をされます。詳しくは、 5-12 
ページの宛先確認画面についてを参照してください。 
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ファクスの操作ホ法(応用編) 


受信側の操作で通信を開始する【ポーリング通信】 

ポーリング通信とは、受信側から操作して送信側の原稿を受信する通信方法です。受信側は自分の都合に合 
わせて原稿を受け取ることができます。本機では、ポーリング送信とポーリング受信ができます。 


重要：この通信は、受信側から送信側にダイヤルする操作を行うため、電話料金は通常受信側の負担になり 
ます。 


ポーリング送信 

ポーリング送信用として原稿をポーリングボックスに保存します。相手先からのポーリング受信要ボがある 
と自動的に送信します。 



相手先に送信されたポーリング送信用の原稿は自動的に削除されますが、ポーリング送信後原稿の削除を [ 
設定しない]にしておけば、原稿は削除するまでポーリングボックスに保存されます。同じ原稿を何度でも 
ポーリング送信することができます。 （4-34 ページ 参照） 


参考；ポーリング送信用の原稿は10件まで保存できます。 

相手先からポーリング受信要求があるまでは、送信する原稿を後から追加、上書きすることができます。詳 
細は、 4-34 ページの 上書き保存許可設定を参照してください。 


さらに、 F コードを使用すると、ホのような通信が可能になります。 

F コード掲示板通信 

ポーリングボックスを掲示板のように使用し、多数の相手先が自由に原稿を受信できる通信方法です。ポー 
リ ング送信後原稿の削除を[設定しない]にして、同じ原稿を何度でもポーリング送信できるようじしてお 
きます。さらに、 F コード+を使用することによって、相手先が他社機であっても、同様の F コード掲示板通 
信機能を備えていれば通信することができます。 



外部ファクス 


外部ファクス 


重要：相手先が、同様の F コード掲示板通信機能を備えていることが必要です。ファクスじよっては、原稿 
を保存できなかったり、ポーリング受信ができなかったりする場合があります。それぞれの状況に合わせた 
機能が備わっていることを、送信側と受信側であらかじめ確認してください。（例えば、本機がポーリング 
ボックスに原稿を保をしても、受信側のファクスにポーリング受信機能が備わっていない場合は通信が成立 
しません。） 

送信側は、 F コードサブアドレスと F コードパスワードを受信側に伝えておく必要があります。 


十本機では？コードサブアドレスと F コードパスワードです。 
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ファクスの操作方法(応用編) 


参考 ： F コードについての詳細は、 4-24 ページの F コードを使って通信する 【 F コード通信】 を参照してく 
ださい。 

F コード掲示板通信での受信方法は、 4-37 ページの F コードを使用するポーリング受信のしかたを 参照して 
ください。 


ポーリング送信後原稿の削除 

相手先に送信されたポーリングを信用の原稿は自動的に削除します。同じ原稿を複数の相手先にポーリング 


送信する場合は、 [設定しない] にしてください。 


1 

システムメニュ ー/ カウンタ キーを押してくださ 
い。 


2 

A または▽キーを押して、 [ 文書ボックス] を選択 
してください。 


3 

0 K キーを押してください。 


4 

A または▽キーを押して、 [ポーリングボックス] 

を選択してください。 


5 

0 K キーを押してください。 


6 

A または▽キーを押して、 [送信;ちみ文書削除] を 
選択してください。 


7 

0 K キーを押してください。 


8 

A または▽キーを押して、 [設定する] または [設定 
しない] を選択してください。 


9 

0 K キーを押してください。 

上書き保存許可設定 

上書き保存するときは [許可する] にしてください。 

ポーリングボックスじ保存された文書で、同じ文書名を付けた場合、上書き保存できます。 


1 

システムメニュ ー/ カウンタ キーを押してくださ 
い。 


2 

A または▽キーを押して、 [ 文書ボックス] を選択 
してください。 


3 

0 K キーを押してください。 


4 

A または▽キーを押して、 [ポーリングボックス] 

を選択してください。 


5 

0 K キーを押してください。 


6 

A または▽キーを押して、 [上書き保巧許可] を選 
択してください。 


7 

0 K キーを押してください。 


8 

A または▽キーを押して、 [許可する] または [許可 
しない] を選択してください。 
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ファクスの I 要作ち法(応用 編) 


9 0 K キーを押してください。 


ポーリング送信のしかた 


1 文書ボック スキーを押してください。 

2 原稿をセットしてください。 

3 A または▽キーを押して、 [ポー リング ボックス] 

を選択してください。 

4 0 K キーを押してください。 

5 A または▽キーを押して、[文書保存]を選択して 
ください。 

6 0 K キーを押してください。 

7 機能 メニュー キーを押してください。 

8 保をする原稿に必要な機能を変更してください。 
各機能の使いかたは本体の 使用 説明書を参照して 
ください。 


機能 

説明 

原稿サイズ 

原稿の読み込みサイズを選択します。不定形サイズの原稿を使用す 
る場合は、必ず原稿サイズを選択してください。 

原稿の画質 

原稿の種類に合わせて、画質を選択することができます。 

読み込み解像度 

原稿をどの程度細かく読み込むかを選択します。 

原稿セット向き 

原稿を正しい向きじ保をするため、原稿の上部の向きを指示します。 
次の機能を使用する場合は、原稿のセット向きを選択する必要があ 
ります。 

• 両面/見開き原稿 

-枠消し 

連続読み込み 

原稿送り装置に一度にセットできない枚数の原稿を、数回に分けて 
読み込んだ後、一つの データと して保存できます。この方法では、 [ 
読み込み終了]を押すまで、原稿を読み込み続けます。 

文書名入力 

読み込む原稿のファイル名を変更できます。ジョブ番号や日付も付 
加できます。 

ジョブ終了通知 

ジョブが終了すると、メールで巧らせることができます。 

濃度 

原稿の読み込み濃度を調整します。 

両面 

原稿に合わせて、原稿の種類ととじ方向を選択します。 


9 ファクス キーを押してください。 


10テンキーを使って相手先のファクス番号を入力し 
てください。 

11 F コードを使用する場合は、 [詳細](右七レクト 
キー）を押してください。 

12づまたは杉キーを押して、 [ F コード] を選択してく 
ださい。 

13 [編集] (右セレクト キー）を押してください。 
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ファクスの操作方法(応用編) 


14テンキーを使って F コードを入力してください。 


参考 ： F コードサブアドレスは、〇〜 9 の数字とス 
ペース、「#」、「*」の文字を使って、 20 巧まで入力 
できます。 


15 0 K キーを押してください。 

16テンキーを使って F コードパスワードを入力して 
ください。 


参考 ： F コードパスワードを入力した場合は、パス 
ワードが一致しないと送信しません。 

F コードパスワードは〇〜 9 の数字とスペース、「#」、 
「*」の文字を使って、 20 巧まで入力できます。 


17 0 K キーを押してください。 

18 0 K キーを押してください。 

19 スタートキー を押してください。原稿を読み达 
み、ポーリングボックスに保巧します。 


ポーリング受信 

受信側からダイヤルして、送信側に保存されている原稿を自動的に送信させる機能です。複数の相手先を指 
定した場合は、順次ダイヤルと受信を繰り返します。 


参考： 宛先にグループを使用すれば、 1 回の操作で最大 100 ケ所の相手先から原稿を受信することができま 
す。暗号通信が登録されている宛先を指定した場合、暗号通信を無効にしてポーリング受信をします。 

ポーリング受信を斤うためには、相手先があらかじめポーリング送信を準備している必要があります。 (4-33 
ページの ポーリング送信 参照） 


ポーリング受信のしかた 


参考： 相手先が F コードを使用しているときは、ホの F コードを使用するポーリング受信の しかたを参照し 
てください。 


1 ファクス キーを押してください。 

2 機能メニュー キーを押してください。 

3 A または▽キーを押して、 [ファクスポーリング 
受信] を選択してください。 

4 0 K キーを押してください。 

5 A または▽キーを押して、 [設定する] を選択して 
ください。 
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ファクスの I 要作ち法(応用 編) 


6 0 K キーを押してください。 

7 巧先を選択してください。 


参ち：選択できる宛先は、ファクス番号のみです。 

宛先は、テンキー入力、アドレス帳およびワンタッチ 
キーを化み合わせて選択することができます。 

「新規宛先の入力確認画面の設定」を「設定する」に 
設定している場合は、入力したファクス番号を確認す 
るための画面が表示されます。もう一度同じファクス 
番号を入力して 0 K キーを押してください。詳しく 
は、本体の使用説明書の新規宛先の入力確認画面の設 
定を参照してください。 


8 スター トキーを押してください。受信のための動 
作を開始します。 


参ち：「送信前の宛先確認画面の設定」を「設定する」 
じ設定している場合は、スタートキーを押したとき 
じ、宛先確認画面が表をされます。詳しくは、 5-12 
ページの宛先確認画面についてを参照してください。 


F コードを使用するポーリング受信のしかた 

ポーリング受信時に、相手先で設定されている F コード（本機では F コードサブアドレスと F コードパス 
ワード）を入力します。相手先が他社機であっても、同様の F コード通信機能を備えていれば通信が可能で 
す。 


重要：相手先に設定されている F コードをあらかじめ確認してください。 


1 ファクスキーを押してください。 

2 宛先を選択してください。その際に、 4-24 ページ 
の F コード送信のしかたを参照して、 F コードを 
入力してください。 


参ち：選択できる宛先は、ファクス番号のみです。 

宛先は、テンキー入力、 F コードが登録されているア 
ドレス帳およびワンタッチキーを化み合わせて選択す 
ることができます。 

「新規宛先の入力確認画面の設定」を「設定する」に 
設定している場合は、入力したファクス番号を確認す 
るための画面が表示されます。もう一度同じファクス 
番号を入力して 0 K キーを押してください。詳しく 
は、本体の使巧説明書の新規巧先の入力確認画面の設 
定を参照してください。 
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ファクスの操作方法(応用編) 


3 スタートキーを押してください。受信のための動 
作を開始します。 

参考：「送信前の宛先確認画面の設定」を「設定する」 
に設定している場合は、スタートキーを押したとき 
に、宛先確認画面が表をされます。詳しくは、 5-12 
ページの宛先確認画面についてを参照してください。 


ポーリングボックスからの印刷のしかた 

ポーリングボックスじ保存されている原稿を印刷できます。 

1 文書ボックスキーを押してください。 

2 A または▽キーを押して、 [ポー リング ボックス] 

を選択してください。 

3 0 K キーを押してください。 

4 A または▽キーを押して、原稿を選択してくださ 

い。 


5 [選択](右七レクト キー）を押してください。選 
択した原稿にはチェックマークがつきます。選択 
を解除するときは、再度 [選択](右セレクト 
キー）を押してください。 

6 複数の原稿を選択する場合 

手順4〜5を繰り返してください。 

すべての原稿を選択/解除する場合 

1 [メニュー] (左セレクトキー）を押してくだ 
さい。 

2 A または▽キーを押して、[すべて選択]ま 
たは[すべて解除]を選択してください。 

3 0 K キーを押してください。 

7 0 K キーを押してください。 

8 A または ▽ キーを押して、 [ 印刷]を選択してくだ 
さい。 

9 0 K キーを押してください。 

10スタートキー を押してください。印刷を開始しま 
す。 



4-38 




ファクスの I 要作ち法(応用 編) 


ポーリングボックスからの削除のしかた 

ポーリングボックスに保をされている原稿を削除します。 

参考：ポーリング送信後原稿の削除を[設定する]にしている場合は、ポーリング送信後の原稿は自動的に 
削除されます。 （4-34 ページ参照） 


1 4-38 ページのポーリングボックスからの印刷のし 

かたの手順！〜4を行ってください。 

2 A または▽キーを押して、[削除]を選択してくだ 
さい。 

3 0 K キーを押してください。 

4 [はい](左セレクト キー）を押してください。原 
稿を削除します。 

詳細情報の確認/ファイル名の変更のしかた 

ポーリングボックスに保をされている原稿の詳細情報を確認できます。また、ファイル名を変更できます。 

1 4-38 ページのポーリングボックスからの印刷のし 

かたの手順！〜4を行ってください。 

2 [メニュー] (左七レクトキー）を押してくださ 
い。 

3 A または▽キーを押して、 [詳細/編集] を選択して 
ください。 

4 < または^キーを押して選択した原稿の詳細情報 
を確認してください。 


項目 

説明 


文書名 

原す 局のファ イル名 

[編集] (右七レク トキー） 

を押すと、ファイル名を変更できます。 

ぺ——ジ 

原稿の枚数 


解像度 

読み込み時の解像度 


日時 

原稿が保をされた日時 



5 

確認を終了するときは、 0 K キーを押してくださ 
い。 
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ファクスの操作方法(応用編) 


ファクスの使用状況などを管理する【管理機能】 

管理機能は、本機を使用できるユーザを特定するユーザ管理と部門別の使用量を管理する部門管理に分かれ 
ます。ユーザ管理ではユーザ名とパスワードによって21人までのユーザを管理できます。部門管理では部 
門コードを入力してから送信や通信予約を行うことによって、20部門までのファクスの使用状況を各部門ご 
とじ把握することができます。各管理方法じついては本体の使用説明書を参照してください。 

ユーザ管理の内容 


項目 

内容 

ユーザの登録 

ユーザの権限、ユーザ名やパスワードなどを登録します。 

ユーザ管理の有効/無効 

ユーザ管理を有効にします。 


参考：詳細は本体の使用説明書を参照してください。 


部門管理の内容 


項目 

内容 

部門の登録 

部門名や部門コード（最大8巧）を登録します。 

部門管理の有効/無効 

部門管理を有効じします。 

ファクス送信制限 

ファクスの送信枚数を制限します。使用の禁止や制限をなくすこと 
もできます。 

使用枚数の集許 

全部門または部門別に、ファクスの送信ページ数やファクスの送信 
じ使用した時間を参照しリセットできます。 

部門レポートの印刷 

全部門で集計された印刷や送信のページ数を印刷できます。 


参ち：詳細は本体の使用説明書を参照してください。 


部門管理の対象となる通信形態 

- 通常送信 

• タイマー送信 

- 順み同報送信 
- F コードを信 

- 暗号送信 

. 本機より相手先へダイヤルした場合の手動送信 

- ポーリング受信 

• Network FAX を信 

- 文書ボックスからの送信 
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ファクスの I 要作ち法(応用 編) 


使用機能の制限 

部門管理を有効にすると、乂の操作を行うときには部門コードの入力が必要となります。 

- 通常送信 

• タイマー送信 

- 順み同報送信 
- F コード送信 

• F コードボックスからの印刷 

- 暗号送信 

. 本機より相手先へダイヤルした場合の手動送信 

- ポーリング受信 

• Network FAX 送信 

- 文書ボックスからの送信 


重要：「接続された電話で電話をかける」、けコードボックスの履歴確認」、「通信管理レポート印刷」は、部 
門コードや管理者番号の入力なしでも行うことができます。 


部門管理が有効であるとき、一括送信機能は部門コードが同一のものについてのみ働きます。部門コードが 
異なる通信は一括送信されません。 

通常、発信元記録には自局名称が印刷されますが、部門管理が有効であるときじ部門コードを入力してを信 
を行った場合は、部門名称が印刷されます。 

ユーザ管理が有効であるときに□グインする 

ユーザ管理を有効じすると、本機を使用する際に、ユーザ名とパスワードを入力する必要があります。 

1 本機を操作して乂の画面がでたら、な下のログイ 
ン操作をしてください。 


参ち：ユーザ管理手段としてネットワーク認証が設定 
されている場合は、 [メニュー](左セレクト キー）を 
押して認証先を選択してください。 


2 A または▽キーを押して、 [ログインューザ名] の 

入力欄を選択してください。 

3 0 K キーを押してください。 

4 テンキーを使ってログインユーザ名を入力してく 
ださい。 


参考：文字の入力方法は、 付録- 2ページの文字の入 
力方まを参照してください。 


5 0 K キーを押してください。 


ログインユ-サ''名： 1:：；;'四 

□グイン/、。スワ- K ' : 

[ メこ 1-] [ a ゲイン] 
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ファクスの操作方法(応用編) 


6 A または▽キーを押して、 [ログインパスワード] 

の入力欄を選択してください。 

7 0 K キーを押してください。 

8 テンキーを使ってログインパスワードを入力して 
ください。 


参考： 文字の入力方法は、 付録-2 ページの 文字の入 
力方法を 参照してください。 


9 0 K キーを押してください。 

10正しいログインユーザ名とバスワードが入力され 
ていることを確認して、 [ログイン](右セレクト 
キー）を押してください。 

11ファクスの操作を行ってください。 


参考； 操作が終了したら、 ログアウト キーを押してく 
ださい。 


部門管理が有効であるときに □ グインする 

部門管理を有効にすると、本機を使用する際に部門コードを入力する必要があります。 


参考： ユーザ管理と部門管理が両方有効である場合には、ユーザ名とパスワードを入力する画面が表示され 
ます。 


1 テンキーで部門コードを入力して、 OK キーを押 
してください。 


参考： 部門コードを入力して [カウンタ]((左七レク 

トキー）を押すと、その部門が使用した枚数を確認で 
きます。 



2 ファクスの操作を行ってください。 


参考； 操作が終了したら、 ログアウト キーを押してく 
ださい。 
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ファクスの I 要作ち法(応用 編) 


その他の便利な機能 

ファクスを送信するときじ使用できる便利な機能を紹介します。各機能の使いかたは本体の 使用 説明書を参 
照してください。 

原稿サイズを選択する【原稿サイズ選択】 

原稿の読み込みサイズを選択します。不定形サイズの原稿を使用する場合は、必ず原稿サイズを選択してく 
ださい。 

原稿の種類を選択する【片面/両面選択】 

原稿に合わせて、原稿の種類ととじ方向を選択します。 


原稿 

種類 

とじ方向 

E 円刷向き 

片面のシート原稿 

片面 

原稿 

— 

— 

両面のシート原稿 

両面 
原稿+ 

左/をとじ、上とじ 

上辺を奥向き、 
上辺を左向き 


十 LS-1028MFP は、オプションの原稿送り装置を装着時のみ。 


参考： ダイレクト送信時は、 [両面原稿] と [見開き原稿] を使用できません。 （3-2 ページの 送信方法の選 
択 参照） 
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ファクスの操作ちま(応用編) 

原稿の置きかたを決める【原稿セット向き】 

原稿を正しく読める向きに送信するため、原稿の上部の向きを指示します。乂の機能を使用する場合は、原 
稿のセット向きを選択する必要があります。 

- 片面/両面選択 

原稿に合わせて画質を変更する【画質の選択】 

原稿の種類に合わせて、画質を選択することができます。 


項目 

詳細 

文宇+写真 

文字と导真が混在する原稿の場合。 

文字 

えんぴつや細線をくっきりと再現する場含。 

写真 

写真原稿の立体感を出す場合。 

OCR 用，. 

OC 民アプリケーションソフト（文字をテキストデータに変換するソフト 
ウェア）での読み込みじ適した画質じする場合。 


十ファクスの送信時は、 [文字] に変更されます。 


大量の原稿を一度に送信する【連続読み込み】 

原稿の枚数が多く原稿送り装置に一度にセットできないときに、数回に分けて読み込んだ後、一括を信でき 
ます。この方法では、 [読込終了] (右 七レクト キー）を押すまで、原稿を読み込み続けます。 

送信が終了したことを通なする【ジョブ終了通な】 

送信の完了をメールで知らせる機能です。 
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5 通信結果や登録した内容の確認 


この章では、ファクスの通信結果やファクス機能の登録内容を確認する方法を説明します。 

- 通信結果や登録した内容を確認する... 5-2 

- ファクスジョブの送信/受信履歴を確認する ...5-3 

- 管理レポートを印刷する... 5-5 

• ファクスの受信結果をメールで知らせる... 5-10 

• 巧先確認画面について... 5-12 




通信結果や登録した内容の確認 


通信結果や登録した内容を確認する 

ファクスの通信結果や登録内容はホの方法で確認できます。 


確認方法 

表示場所 

確認できる内容 

確認のタイミング 

参照ページ 

ファクスジョブの履 
歴確認 

^ッセージ表示部 

最近の送/受信およびファク 
ス保を16件の履歴 

任意 

5-3 ぺージ 

送信結果レポート/ 
受信結果レポート 

レポートを印刷 

直前の送信または受信の結果 

送/受信のたびに自動印刷 
(印刷なし/エラー時のみも選 
択可） 

5-5 ぺージ 

5-6 ぺージ 

通信管理レポート 

レポートを印刷 

最近の送/受信50件の結果 

任意、および送/受信50件ご 
とじ自動目口刷（印刷なしも選 
択可） 

5-7 ぺージ 

ステータスぺージ 

レポートを印刷 

自局ファクス番号、自局名称、 
回線などの登録状況 

任意 

5-9 ぺージ 

受信結果のィール通 
知 

コンピュータ 

ファクスの受信 

ファクスを受信するとメール 
通知 

5-10 ぺージ 
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通信結果や登録した内容の確認 


ファクスジョブの送信/受信履歴を確認する 

最近の送/受信それぞれ16件までをメッセージ表示部に表示させ、確認することができます。 


参ち：部門管理が有効である場合でも、部門コードに関係なく、送信結果、受信結果それぞれ16件が表示 
されます。 


ジョブの履歴確認じついてさらじ詳しくは、本体の使巧説明書を参照してください。 


ジョブ履歴画面の表示 


2 


状況確認/ジョブ中止 キーを押してください。 

A または▽キーを押して、受信結果を確認すると 
きは [ 印刷ジョブ履歴]、 を信結果を確認すると 
きは [送信ジョブ履歴 ]、 F コードボックス、 
ポーリングボックスおよび USB メモリへの保を 
の結果を確認するときは [ 保存ジョブ履歴] を選 
択してください。 



3 0 K キーを押してください。 


- 4 A または▽キーを押して、確認したいジョブを選 

印刷シ3フ''状況： _ vE 3 択してください。 


0008ユ北。- 


0009 □ Maemura ’ S data 
0010 iQaaaa 

[ 一時停止] [ メこ: L -] 


5 OK キーを押してください。 


6 づまたは^キーを押してジョブの詳細を確認して 
ください。 

7 OK キーを押してください。 


詳細画面の内容 


項目 

説明 

結果 

結果表ボ 

OK :ジョブは正常に終了しました。 

中止：ジョブはキャンセルされました。 

エラー： ジョブは エラーが 発生したため正常に終了できませんでした。 

受付時刻 

ジョブの受付時刻 

終了時刻 

ジョブの終了時刻 

ジョブ名 

ジョブ名 

ジョブ種類 

ジョブの種類 

ューザ名 

ユーザ 名 

情報がない場合は空欄じなります。 

ページと部数 

印刷ページ、部数を表示 
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通信結果や登録した内容の確認 


項目 

説明 

原稿ページ数 

原稿枚歎を表示 

カラー/白黒 

原稿読み込み時のカラーモード 

送信元情報 

送信元の情報 

巧先 

送信先 


送信先件数を表示します。 
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通信結果や登録した内容の確認 


管理レポートを印刷する 

さまざまな管理レポートを印刷して、通信結果やファクス機能の設定状況などを確認することができます。 

送信結果レポート 

送信するごとにレポートを印刷させて、正常に送信されたかを確認することができます。また、送信結果レ 
ポートに送信した画像を印刷できます。 


1 システムメニュ ー/ カウンタ キーを押してくださ 
い。 

2 A または▽キーを押して、 [レポート] を選択して 
ください。 

3 0K キーを押してください。 

4 A または▽キーを押して、 [結ま通知設定] を選択 
してください。 

5 0K キーを押してください。 

6 A または▽キーを押して、 [送信結果] を選択して 
ください。 

7 0K キーを押してください。 

8 A または▽キーを押して、 [ファクス] を選択して 
ください。 

9 0K キーを押してください。 


しなし、 


ファクス： 

四 

回設定する 
回 I ラ-時のみ 


vE3 


10 A または▽キーを押して、 [設定しない] (常に印 
刷しない）、 [設定する] (常に印刷する）または 
[エラー時のみ] を選択してください。 


11 OK キーを押してください。手順10で[設定する]ま 
たは [エラー時のみ] を選んだときはホの手順に 
進んでください。 





通信結果や登録した内容の確認 


12 A または▽キーを押して、を信画像の添付じつい 
て [設定する] または [設定しない] を選択して 
ください。 




受信結果 レポート 

受信するごとにレポートを印刷させて、正常に受信できたかを確認することができます。 

参ち：受信結果レポートの代わりに、受信をメールで通知するように変更できます。 （5-10 ページのファク 
スの受信結果をメー ルでならせる参照） 


1 システムメニュ ー/ カウンタキーを押してくださ 
い。 

2 A または▽キーを押して、 [レポート] を選択して 
ください。 

3 OK キーを押してください。 

4 A または▽キーを押して、[結果通知設定]を選択 
してください。 

5 OK キーを押してください。 


6 A または▽キーを押して、 [ファクス受信結果] を 

選択してください。 

7 OK キーを押してください。 


フ 7 クス受信結ま： 

vEH 

I 面 )* 設定しない 

回設定する 


回 I ラ-/ F 〕- 卜‘ 



8 A または▽キーを押して、 [設定しない] (常に印 
刷しない）、[設まする](常に印刷する）または [ 
エラー / F コー ド]を選択してください。 
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通信結果や登録した内容の確認 


9 0 K キーを押してください。 



通信管理レポート 

通信管理レポートじは、ファクス発信管理レポートとファクス着信管理レポートがあり、それぞれ最近の発 
信または着信 50 件の情報を確認できます。自動印刷にすると、発信 50 件または着信州件ごとに、自動的 
にレポートが印刷されます。 

通信管理レポートの印刷 

最近の発信または着信州件の情報をレポートじして印刷します。 

1 状況確認/ジヨブ中止 キーを押してください。 

2 A または▽キーを押して、 [ファクス] を選択して 
ください。 

3 OK キーを押してください。 

4 [履歴] (右 セレクト キー）を押してください。 

5 A または▽キーを押して、ファクス発信管理レ 
ポートを印刷するときは [ファクス発信レポート]、 
ファクス着信管理レポートを印刷するときは 
[ファクス着信レポート] を選択してください。 


履歴： V E 3 

囚発信履歴 
回着信履歴 
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通信結果や登録した内容の確認 


6 [はい] (左セレクトキー）を押してください。レ 
ポートが印刷されます。 



自動印刷 


発信州件または着信州件ごとに、自動的に通信管理レポートが印刷されます。 

1 システムメニュ ー/ カウンタキーを押してくださ 
い。 

2 A または▽キーを押して、 [レポート] を選択して 
ください。 

3 0 K キーを押してください。 

4 A または▽キーを押して、 [管理レポート設定] を 
選択してください。 

5 0 K キーを押してください。 

6 A または▽キーを押して、 [ファクス発信レポー 
卜] または [ファクス着信レポート] を選択して 
ください。 

7 0 K キーを押してください。 

8 A または▽キーを押して、 [設定しない] (印刷し 
ない）または [設定する] (印刷する）を選択し 
てください。 

9 0 K キーを押してください。 
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通信結果や登録した内容の確認 


ステータスページ 


ステータスページには、ユーザが本機に設定したさまざまな項目が記載されています。ファクス関連では、 
自局ファクス番号、自局名、回線設定などがあります。必要に応じて印刷してください。 


1 システムメニュ ー/ カウンタキーを 押してくださ 
い。 

2 A または▽キーを押して、 [レポート] を選択して 
ください。 

3 0 K キーを押してください。 


4 

5 


A または ▽ キーを 押して、 [ レポート印品り] を選択 
してください。 

0 K キーを押してください。 



6 A または▽キーを押して、 [ステータスぺージ] を 

選択してください。 

7 0 K キーを押してください。 

8 [はい](左セレクト キー）を押してください。ス 
テータスページが印刷されます。 
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通信結果や登録した内容の確認 


ファ クスの受信結果をメールで知らせる 

ファクスを受信したときに、受信結果レポートを印刷 
する代わりじ、メールで知らせることができます。 


参ち：この設定は、「ファクス受信結果通知」が[設 
定する] または [エラー / F コード] であるときに表示 
されます。詳しくは、 5-6 ページの受信結まレポート 
を参照してください。 

メール通知は、「ファクス受信結果通知」の設定にし 
たがって実行されます。「ファクス受信結果通知」が [ 
設まする]の場合は毎回メール通知されます。 [エ 
ラー / F コード] の場合は、 エラーが 起こったとき、 
または受信原稿が他のファクス、コンピュータや F 
コードボックスに転送されたときのみメール通知され 
ます。 


Job N 0 .: 000019 
Result: OK 

End Time: Sun 23 Apr 2006 14:53:38 
File Name; doc 23042006145300 

Result Job Type Address 


OK FAX 123456 


XX-XXXX 

[00:c0:ee:la:01;24] 


1 システムメニュ ー/ カウンタ キーを押してくださ 
い。 

2 A または▽キーを押して、 [レポート] を選択して 
ください。 

3 OK キーを押してください。 

4 A または▽キーを押して、 [結果通知設定] を選択 
してください。 

5 OK キーを押してください。 

6 A または▽キーを押して、 [ファクス受信結ま] を 
選択してください。 

7 OK キーを押してください。 

8 A または▽キーを押して、[設定する]を選択して 
ください。 

9 OK キーを押してください。 

10 A または▽キーを押して、 [メール] を選択してく 
ださい。 

11 OK キーを押してください。 

12送信ホをアドレス帳から選がするとき 

1 A または▽キーを押して、 [アドレス帳] を 
選択してください。 

2 OK キーを押してください。 

3 A または▽キーを押して、送信先に登録す 
る宛先を選択してください。 

送信先を直接入力するとき 

1 A または▽キーを押して、 [アドレス入力] 
を選択してください。 
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通信結果や登録した内容の確認 


2 0 K キーを押してください。 

3 テンキーを使って送信先に登録するアドレス 
を入力してください。64巧まで入力できま 
す。 


参考：文字の入力方法は、付録-2ページの文ぞ 
の入力方法を参照してください。 


13 0 K キーを押してください。 
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通信結果や登録した内容の確認 


宛先確認画面について 

送信前の宛先確認画面の設定を [設定する] に設定している場合は、スタートキーを押すと、宛先を確認す 
るための宛先確認画面が表をされます。詳しくは、本体の 使巧 説明書の送信前の巧先確認画面の設定を参照 
してください。 

宛先確認画面の操作手順は、乂のとおりです。 

1 A または▽キーを押して、すべての送り先を確認 
してください。 

送り先を選択して 0 K キーを押し、 [編集] を選 
択して 0 K キーを押すと、選択した送り先を編集 
できます。 

送り先を削除するときは、削除する送り先を選択 
して 0 K キーを押し、[削除]を選択して 0 K 
キーを押してください。削除の確認画面で [ はい 
] (左セレクト キー）を押すと送り先が削除され 
ます。 

2 [終了](右セレクト キー）を押してください。 

3 スタートキーを押してください。を信が開始され 
ます。 
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6 各種設定と登録 


この章では、各種の設定や登録のしかたじついて説明します。 

-ファクスと電話を自動で切り替える【ファクス/電話自動切替受信】 ... 6-2 

- ファクスと留守番電話を自動で切り替える【ファクス/留守番電話自動切替受信】 ...6-4 

- 呼び出しベルの回数を変更する〔ベル回数】 ... 6-6 

- スピーカの音量を調整する【音量調整】 ...6-7 

. リダイヤルする回数を変更する〔リダイヤル回数】 ... 6-8 

- 利用状況に合わせて受信のしかたを切り替える【受信方式】 ...6-9 

- 受信した日時や情報などを印刷する【受信日時記録】 ... 6-10 

- 使用する用紙の種類を限定する〔受信用紙種類】 ... 6-11 

- ファクス通信網を使用して受信する 【 F ネット】 ...6-13 

-1回線で電話とファクスを使い分ける[ダイヤルイン】 ...6-14 

- 通信する相手先を限定する[送受信制限】 ...6-16 

- 原稿を暗号化してま全に通信する【暗号通信】 ...6-25 

- 幅が同じ原稿を受信したときは両面に印刷する[両面受信】 ...6-31 

- 2枚の原稿を1枚にまとめて受信するじ ini 受簡 ...6-32 

* 一括で印刷する〔一括印刷】 ...6-33 

- サービスセンターからの通信で本機を診断する【リモート彰断】 ...6-34 

- 時間を指定してファクスの印刷を禁止する【使用禁止時間】 ...6-35 




各種設定と登録 

ファクスと電話を自動で切り替える【ファクス/電話自動切替受信】 

1回線で電話とファクスの両方を使用するときじ便利な受信方法です。ファクス原稿が送られてくれば自動 
的に受信し、相手先が電話のときは本機で呼び出し音が鳴り、応答を促します。 

重要：ファクス/電話自動切替受信するためじは、本機に電話機（市販品）を接続することが必要です。 

電話機で呼び出し音が設定回数分鳴った後は、受信側が応答しない場合でも発信側に電話料金がかかりま 
す。 


费信の流れ 


ファクス 

ファクス 

電話 

相手先が自動送信で原稿を 
送ってきた場合 

相手先が手動送信で原稿を 
送ってきた場合 

相手先が電話のとき 




▽ 


呼び出し音を鳴らさず着信します。（この時点から通話料金の巧象になります) 




▽ 


2回巧び出し音を鳴らします。け目手先のみ聞こえます) 




▽ 


相手先からの原稿を自動的に 呼び出し音を鳴らします。（双方に聞こえます) 

受信（自動さ信）します。 



▽ 


外付け電話機の受話器をとると会話ができます。 



会話後、ファクスを受信する 
ことができます。 


参ち：会話終了後に手動で受信することもできます。 （4-12 ページの送られてきたファクスを手動で受信す 
る【手動受信】参照） 
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準備事項 


各種設定と登録 


6-9 ページの利用状況に合わせて受信のしかたを切り替える【受信 方式】 を参照して、[自動 （ファクス/ 電 
話） ] を選択してください。 



1 まず接続された電話機で呼び出し音が鳴ります。 

ただし、呼び出し音が鳴る回数（ファクス/電話 
自動切替用）が「0」に設定されている場合は呼 
び出し音が鳴りません。 


参考：呼び出し音が鳴る回数は変更することができま 
す。 （6-6 ページの呼び出しベルの回数を変更する【ベ 
ル回数】参照） 


2 相手先が電話のとき 

1 本機で呼び出し音が鳴り、応答を促します。 
30秒間な内に電話の受話器を上げてくださ 
い。 



参考： 30秒間な内に受話器を上げない場合、 
ファクスの 受信に切り替わります。 


2 会話をしてください。 


参考：会話終了後に手動で受信することもできま 
す。 （4-12 ページの送られてきたファクスを手動 
で受信する【手動受信】参照） 


相手先がファクスのとき 

ファクスの 受信を開始します。 
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各種設定と登録 


ファクスと留守番電話を自動で切り替える【ファクス/留守番電話自動切替 
受信】 

留守番電話機とファクスを併用するときに便利な方法です。ファクス原稿が送られてくれば自動的に受信 
し、相手先が電話のときは接続された留守番電話機の機能にしたがうため、不在の場合には相手先からの 
メッセージを留守番電話に残すことができます。 


重要：ファクス/留守番電話自動切替受信機能の使用時、相手先からの電話がつながってから、1分間経過 
するまでの間に30秒な上無音状態が続くと、本機の無音検出機能が働き、ファクス受信に切り替わります。 


参ち：ファクス/留守番電話自動切替受信をするためには、本機に留守番機能付電話機（市販品）を接続す 
ることが必要です。 

応答メッセージ等は、各留ホ番電話機の使用説明書を参照してください。 

本機の呼び出しベルの回数は、留ホ番電話の呼び出しベルの回数よりも多くしてください。 （6-6 ページの呼 
び出しべルの回数を変更する【ベル回数】を参照） 


费信の流れ 


ファクス 

ファクス 

電話 

相手先が自動送信で原稿を 
送ってきた場合 

相手先が手動送信で原稿を 
送ってきた場合 

相手先が電話のとき 




▽ 


相手先からの原稿を自動的に 留守番電話機が留守であるメッセージを流します。 

ファクス受信（自動受信）し 

ます。 



▽ 


留守番電話機がメッセージを録音します。 


相手先が原稿の送信を開始す 
ると送られてきた原稿を受信 
します。 


準備事項 

6-9 ページの利用状況に合わせて受信のしかたを切り替える【受信方式】を参照して、[自動（留守番電話）] 
を選択してください。 



1 接続された電話機で設定された回数の呼び出し音 
が鳴ります。 


参ち：電話機で呼び出し音が鳴っているときじ受話器 
を上げた場合は、手動受信のときと同じ状態じなりま 
す。 （4-12 ページの送られてきたファクスを手動で受 
信する【手動受信】参照） 
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2 留守番電話機が応答します。 


各種設定と登録 


相手先は電話だが不在のとき 

留守番電話機から応答メッセージが流れ、用件の 
録音を開始します。 


参考：録音中に無音状態が30秒間続くとファク 
スの受信に切り替わります。 


相手先がファクスのとき 


ファクスの受信を開始します。 
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各種設定と登録 


呼び出しベルの回数を変更する【ベル回数】 

相手先からの呼び出しじ応答するまでのベル回数を、必要に応じて変更することができます。ベル回数は、 
本機の受信方式のうち、ファクス専用自動受信、ファクス/留ホ番電話自動切替受信、ファクス/電話自動 
切替受信について、それぞれ変更できます。 


参ち： ファクス専用自動受信、ファクス/留ホ番電話自動切替受信のベル回数は！〜 15 回まで、ファクス/ 
電話自動切替受信のベル回数は〇〜 15 回までの間で変更できます。 


1 システムメニュ ー/ カウンタ キーを押してくださ 
い。 

2 A または▽キーを押して、 [ファクス] を選択して 
ください。 

3 OK キーを押してください。 

4 A または▽キーを押して、 [受信設を] を選択して 
ください。 

5 OK キーを押してください。 

6 A または▽キーを押して、 [ベル（普通）]、[ベル 
(留守番電話） ] または [ベル（ファクス/電話）] 

を選択してください。 

7 OK キーを押してください。 

8 矢印キーを使って呼び出しベルの回数を入力して 
ください。 

9 OK キーを押してください。 
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各種設定と! 


スピーカの音量を調整する【音量調整】 

本機のモニタ音、スピーカ音のボリュームを調整できます。 

スピーカ音量：オンフック キーを押して電話回線を接続したときに、内蔵スピーカから聞こえる音量です。 

モニタ音量： メモリ送信などで オンフック キーを押さずに電話回線を接続したときに、内蔵スピーカから聞 
こえる音量です。 

1 システムメニュ ー/ カウンタ キーを押してくださ 
い。 

2 A または▽キーを押して、[共通設定]を選択して 
ください。 

3 0 K キーを押してください。 

4 A または▽キーを押して、[音設定]を選択してく 
ださい。 

5 0 K キーを押してください。 

6 A または▽キーを押して、 [ファクススピーカ音] 

または [ファクスモニタ音] を選択してください。 

7 0 K キーを押してください。 

8 A または▽キーを押して、スピーカの音量を選択 
してください。 



9 0 K キーを押してください。 





各種設定と登録 


リダイヤルする回数を変更する【リダイヤル回数】 

自動的にリダイヤルする回数を変更できます。 


参ち：リダイヤル回数は〇〜14回までの間で設定できます。リダイヤルじついては、 3-26 ページの同じ相 
手に再送信する（リダイヤル）を参照してください。 


1 システムメニュ ー/ カウンタ キーを押してくださ 
い。 

2 A または▽キーを押して、 [ファクス] を選択して 
ください。 

3 OK キーを押してください。 

4 A または▽キーを押して、 [送信設を] を選択して 
ください。 

5 OK キーを押してください。 

6 A または▽キーを押して、 [リダイヤル回数] を選 
択してください。 

7 OK キーを押してください。 

8 テンキーを使ってリダイヤルの回数を入力してく 
ださい。 

9 OK キーを押してください。 
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各種設定と登録 

利用状況に合わせて受信のしかたを切り替える【受信方式】 

本機の受信方式には乂の4種類があります。 

- ファクス専用自動受信 [自動（普通）] 

- ファクス/電話自動切替受信 [自動（ファクス/電話）] (6-2 ページ参照） 

- ファクス/留守番電話自動切替受信 [自動（留守番電話）] (6-4 ページ参照） 

- 手動受信 [手動] (4-12 ページ参照） 

本機の使用状況に合わせて、受信方式を選択してください。 

1 システムメニュ ー/ カウンタ キーを押してくださ 
い。 

2 A または▽キーを押して、 [ファクス] を選択して 
ください。 

3 0 K キーを押してください。 

4 A または▽キーを押して、[受信設定]を選択して 
ください。 

5 0 K キーを押してください。 

6 A または▽キーを押して、[受信 方式] を選択して 
ください。 

7 0 K キーを押してください。 

8 A または▽キーを押して、切り替えたい受信方式 
を選択してください。 

9 0 K キーを押してください。 




各種設定と登録 


受信した日時や情報などを印刷する【受信日時記録】 

受信日時記録は、ファクスが印刷されるときに、受信した日時、相手先の情報、ページ数を本機側で付加 
し、各ページの先頭に印刷する機能です。時差がある地域から送られてきた原稿を、いつこちらが受信した 
か確認できて便利です。 


参ち： 受信データが複数ページに分割されるときは、最初の 1 ページに受信日時記録が印刷され、次のペー 
ジな降には印刷されません。 

メモリ転送時に、転送された受信データには、受信日時記録は付加されません。 


1 システムメニュ ー/ カウンタ キーを押してくださ 
い。 

2 A または▽キーを押して、 [ファクス] を選択して 
ください。 

3 0 K キーを押してください。 

4 A または▽キーを押して、 [受信設を] を選択して 
ください。 

5 0 K キーを押してください。 

6 A または▽キーを押して、 [受信日時記録] を選択 
してください。 

7 0 K キーを押してください。 

8 A または▽キーを押して、[設定する]を選択して 
ください。 

9 0 K キーを押してください。 
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各種設定と登録 


使用する用紙の種類を限定する【受信用紙種類】 

ファクスが印刷されるときに使用する用紙を、用紙の種類で限定できます。 

選択できる用紙種類：全用紙種類、普通紙 OHP フィルム、薄紙ラベル紙、再生紙プレプリント、ボン 
ド紙、はがき、カラー紙、パンチ済み紙、レターヘッド、封筒、厚紙、上質紙、カスタム！〜8 


参を：用紙種類のカスタム！〜 8 じついては、本体の使用説明書を参照してください。 


1 システムメニュ ー/ カウンタ キーを押してくださ 
い。 


2 

3 

4 

5 


A または▽キーを押して、 [ファクス] を選択して 
ください。 

0 K キーを押してください。 

A または▽キーを押して、[受信設定]を選択して 
ください。 

0 K キーを押してください。 



6 A または▽キーを押して、 [ファクス 巧紙種類] を 
選択してください。 

7 0 K キーを押してください。 


ファクス用紙種類： 


<►03 


回普通紙 
回 OHP フイルム 


8 A または▽キーを押して、用紙種類を選択してく 
ださい。用紙種類を指定しない場合は [全用紙種 
類]を選択してください。 


9 0 K キーを押してください。 


ファクス受信出力をするカセツトを設定する 

用紙種類を限定することで、用紙種類を設定した該当のカセツトからファクス受信が可能となります。ま 
た、設定された用紙サイズで自動的に縮小されます。 


1 システムメニュ ー/ カウンタ キーを押してくださ 
い。 

2 A または▽キーを押して、[共通設定]を選択して 
ください。 

3 0 K キーを押してください。 

4 A または▽キーを押して、 [原稿/用が設定] を選択 
してください。 

5 0 K キーを押してください。 

6 A または▽キーを押して、 [カセット1設定]、[力 
セット2設定] または [カセット3設定] を選択 

してください。 
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各種設定と登録 


参ち：[カセット2設を]、[カセット3設定] は、才 

プシヨンのペーパーフィーダ装着時のみ表をされま 
す。 


7 0 K キーを押してください。 


8 A または▽キーを押して、 [カセット1サイズ]、 [ 
カセット2サイズ] または [カセット3サイズ] 

を選択してください。 

9 0 K キーを押してください。 



10 A または▽キーを押して、用紙サイズを選択して 
ください。 


11 OK キーを押してください。前画面に戻ります。 


12 A または▽キーを押して、 [カセット1タイプ]、 [ 
カセット2タイプ] または [カセット3タイプ] 

を選択してください。 

13 OK キーを押してください。 


カセット1タイで： 

vEH 

励普通紐 


回再生紙 
回グレフ‘リント 



14 A または▽キーを押して、用紙タイプを選択して 
ください。 


15 OK キーを押してください。前画面に戻ります。 


16戻るキーを押して、システムメニューの初期画面 
に戻ってください。 

17続いてファクスの受信設定を行います。設定手順 
は、 6-11 ページの使用する用紙の種類を限定する 
【受信用紙種類】を参照してください。 


用紙種類の選択では手順 14 で選択したものと同 
じ用紙タイプを選択してください。 


6-12 





各種設定と登録 


ファクス通信網を使用して受信する 【 F ネット】 

NTT が提供するファクス通信網 （ F ネット）に接続してファクス通信をする場合は、 「 F ネット」を[設定す 
る]にしてください。 

1 システムメニュ ー/ カウンタ キーを押してくださ 
い。 

2 A または▽キーを押して、 [ファクス] を選択して 
ください。 

3 0 K キーを押してください。 

4 A または▽キーを押して、[受信設定]を選択して 
ください。 

5 0 K キーを押してください。 

6 A または▽キーを押して 、 [F ネット] を選択して 
ください。 

7 0 K キーを押してください。 

8 A または▽キーを押して、[設定する]または[設定 
しない] を選択してください。 

9 0 K キーを押してください。 
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各種設定と登録 


1回線で電話とファクスを使い分ける【ダイヤルイン】 

NTT のダイヤルインサービスを利用することにより、1回線で電話とファクスとの併用を可能にする機能で 
す。 

ダイヤルインサービスでは、契約時に NTT から電話用とファクス用の2つの番号が与えられます。相手先に 
対して、電話用とファクス用にそれぞれ別の番号を伝えておけば、相手側では、電話をかけるときは電話用 
の番号を使い、ファクスを送るときはファクス用の番号を使います。 

本機側では、それらの番号を事前に電話用とファクス用に登録しておくため、電話かファクスかを区別して 
受信することができます。 


参ち：ダイヤルインサービスのサービス内容や契約方法については、 NTT の営業窓口にお問い合せくださ 
い。また、サービスをお受けじなるときは、ダイヤルイン番号を4巧を出でお申し込みください。 

ファクス/電話自動切替受信やファクス/留守番電話自動切替受信との併用はできません。 

電話を受けるためには、電話機（市販品）を接続することが必要です。 


ち:信の流れ 


ファクス 

電話 

相手先がファクス用の番号にかけ 
てきた場合 

相手先が電話用の番号じかけてき 
た場含 



▽ 


NTT 



▽ 


ファクス用の番号にダイヤルさ 
れ、相手先からの原稿を自動的に 
受信します。（本機は自動受信 
モードの状態になります） 


電話用の番号にダイヤルされ、外 
付けの電話機の呼び出し音が鳴り 
ます。（本機は手動受信モードの 
状態じなります） 


1 システムメニュ ー/ カウンタキーを押してくださ 
い。 

2 A または▽キーを押して、[ファクス]を選択して 
ください。 

3 0 K キーを押してください。 

4 A または▽キーを押して、[受信設を]を選択して 
ください。 

5 0 K キーを押してください。 

6 A または▽キーを押して、[ダイヤルイン]を選択 
してください。 

7 0 K キーを押してください。 

8 A または▽キーを押して、[設定する]を選択して 
ください。 

9 0 K キーを押してください。 
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各種設定と登録 


グイかレイン電話香号： 


oooHi 



10テンキーを使って電話番号として使用する番号の 
下4巧を入力してくどさい。 


11 OK キーを押してください。 
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各種設定と登録 


通信する相手先を限定する【送受信制限】 

通信条件を満たすときだけ送/受信を可能にする機能です。この機能を使うと、通信する相手先を限定する 
ことができます。 

具体的じは、あらかじめ通信条件（許可ファクス番号/許可 ID 番号）を登録し、送受信制限を設定しておき 
ます。送/受信時は、この機能についての特別な操作の必要はなく、通常の操作を行います。そして、実際 
に送/受信が關始されたとき、通信条件を満たす送/受信は正常に斤われますが、条件を満たさないを/受信 
は エラーと なります。また、受信制限を [拒否リスト] に設定すると、拒否ファクス番号に登録した相手先 
と自局ファクス番号を登録していない相手先からの受信を拒否することができます。 


参ち：送受信制限は、下記の前提条件、通信成立条件、および受信拒否条件をよくお読みになり、送信や受 
信を可能にする相手先とあらかじめよく打ち合わせた上で斤うようにしてください。 



前提条件 

通信成立ま件 

送信制限 

-許可ファクス番号または許可 ID 番号を登録 
する。+ (6-17 ぺージ の 許可ファクス番号の登 
録のしかた、または 6-21 ぺージ の 許可 ID 番 
号の登録のしかた参照） 

-送信制限設定で、送信制限を [アドレス帳+ 
許可リスト] に設定する。 （6-23 ページのを 
信制限設定のしかた参照） 

-相手先で自局ファクスを号または自局ファク 
ス の を登録する。 

-相手先の自局ファクス番号と本機に登録され 
ている許可ファクス番号が^致する。 

• 相手先の自局ファクスのと本機に登録され 
ている許可 ID 番号が一致する。 

-アドレス帳、ワンタッチキーを使ってダイヤ 
ルした場合、ダイヤルした番号の下4巧と相 
手先の自局ファクス番号の下4巧が^致す 
る。（手動送信時を除く） 

受信制限 

-許可ファクスを号または許可 ID 番号を登録 
する。け （6-17 ぺージ の 許可ファクス香号の登 
録のしかた、または 6-21 ぺージ の 許可 ID 番 
号の登録のしかた参照） 

-受信制限設定で、受信制限を [アドレス帳+ 
許可リスト] に設定する。 （6-24 ぺージの受 
信制限設定のしかた参照） 

-相手先で自局ファクスを号または自局ファク 
ス の を登録する。 

-相手先の自局ファクス番号と本機に登録され 
ている許可ファクス番号が^致する。 

• 相手先の自局ファクスのと本機に登録され 
ている許可 ID 番号が一致する。 

-相手先の自局ファクス番号の下4巧と一致す 
るファクス番号が、本機のアドレス帳に登録 
されている。 


十許可ファクス番号と許可 ID 番号の両方が未登録の場合は、送信制限しません。 
け許可ファクス番号と許可 ID 番号の両方が未登録の場合は、受信制限しません。 



前提条件 

受信拒否条件 

受信拒否 

• 拒否ファクス番号を登録する 。 t (6-19 ページ 
の拒否ファクス番号の登録のしかた参照） 

-受信制限設定で、受信制限を [拒否リスト] 

じ設定する。 （6-24 ページの受信制限設定の 
しかた参照） 

-相手先が自局ファクス番号を登録していな 
い。 

-相手先の自局ファクス番号と本機に登録され 
ている拒否ファクス番号が一致する。 


十拒否ファクス番号を登録していない場合、自局ファクス番号（実際の回線番号ではなく、ファクスの自局登録情報 
を指します。）を登録していない相手先のみ拒否します。 
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各種設定と登録 


許可ファクス番号の登録のしかた 


参ち： 最大 10 個の許可ファクス番号を登録することができます。 


1 システムメニュ ー/ カウンタキーを押してくださ 
い。 

2 A または▽キーを押して、 [ファクス] を選択して 
ください。 

3 OK キーを押してください。 


4 A または▽キーを押して、 [通信制限設定] を選択 
してください。 


5 

6 


OK キーを押してください。 

A または▽キーを押して、 [通信許可番号リスト] 
を選択してください。 



7 OK キーを押してください。 


- 8 [メニュー] (右セレクトキー）を押してくださ 

通信許可番号リスト：_ vE 3 い。 


10667640001 


吸0667643755 
吸0120123456 

[ む-] 


vE3 


囚詳細/編集 
回削除 



9 A または▽キーを押して、 [ファクス 番号追加] を 

選択してください。 


ファクス番号入力： 

1 

.:;‘の 

A 



10 OK キーを押してください。 

11テンキーを使って許可ファクス番号を入力してく 
ださい。32巧まで入力できます。 


参考：ち宛先/ポーズ キーを押すと、番号の間にポー 
ズ （-) が入力されます。 

づ または キーを 押すと、 カーソルが 移動します。 


番号を訂正するときは、 クリア キーを押して 1 文字ず 
つ削除し、入力し直してください。すべて削除すると 
きは、 リセット キーを押してください。 
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12 OK キーを押してください。 

13その他の許可ファクス番号を登録するときは手順 
8 〜 12 を繰り返してください。 


許可ファクス番号の変更/削除のしかた 



1 6-17 ページの許可ファクス番号の登録のしかたの 
手順！〜 7 を巧つてください。 

2 A または▽キーを押して、変更または削除する許 
可ファクス番号を選択してください。 

変更するときは手順 3 に、削除するときは手順 8 
に進んでください。 


3 [メニュー] (右セレクトキー）を押してくださ 
い。 

4 A または▽キーを押して、[詳細/編集]を選択して 
ください。 


5 0K キーを押してください。 

6 テンキーを使って許可ファクス番号を入力しなお 
してください。 32 巧まで入力できます。 

参ち： 再宛先/ポーズ キーを押すと、番号の間にポー 
ズ （-) が入力されます。 

<または杉 キーを押すと、カーソルが移動します。 

番号を訂正するときは、クリアキーを押して 1 文字ず 
つ削除し、入力し直してください。すべて削除すると 
きは、リセットキーを押してください。 



7 0K キーを押してください。手順 12 じ進んでくだ 
さい。 

8 [メニュー] (右セレクトキー）を押してくださ 
い。 

9 A または▽キーを押して、[削除]を選択してくだ 
さい。 
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各種設定と登録 


10 OK キーを押してください。 

- 11[はい](左セレクトキー）を押してください。許 

削除します。 可フ7 クス番号を削除します。 

よろしいですか？ 

一吸0667640001 

[ はし、] [ いいえ] 


12その他の許可ファクス番号を変更や削除するとき 
は手順 2 〜 11 を繰り返してください。 


拒否ファクス番号の登録のしかた 


参ち：最大10個の拒否ファクス番号を登録することができます。 


1 システムメニュ ー/ カウンタキーを押してくださ 
い。 

2 A または▽キーを押して、 [ファクス] を選択して 
ください。 

3 OK キーを押してください。 

4 A または▽キーを押して、[通信制限設定]を選択 
してください。 

5 OK キーを押してください。 


6 A または▽キーを押して、[通信拒否番号リスト] 
を選択してください。 

7 OK キーを押してください。 

- 8 [メニュー] (右セレクトキー）を押してくださ 

通信拒否番号リスト： ぃ。 


10667640001 


吸0667643755 
吸0120123456 

[ た 1-] 



く >03 


囚詳細/編集 
回削除 



9 A または▽キーを押して、 [ファクス 番号追加]を 
選択してください。 


10 OK キーを押してください。 
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拒否ファクス番号の変更/削除のしかた 



11 テンキーを使って拒否ファクス番号を入力してく 
ださい。32巧まで入力できます。 

参ち：再宛先/ポーズキ ーを押すと、番号の間じポー 
ズ （-) が入力されます。 

<または!> キーを 押すと、 カーソルが 移動します。 

番号を訂正するときは、 クリア キーを押して1文字ず 
つ削除し、入力し直してください。すべて削除すると 
きは、 リセット キーを押してください。 

12 0 K キーを押してください。 

13 その他の拒否ファクス番号を登録するときは手順 
8〜12を繰り返してください。 


1 6-19 ページの拒否ファクス番号の登録のしかたの 
手順！〜7を巧つてください。 

2 変更または削除する拒否ファクス番号を選択して 
ください。 

変更するときは手順3じ、削除するときは手順8 
に進んでください。 


3 [メニュー] (右セレクトキー）を押してくださ 
い。 

4 A または▽キーを押して、[詳細/編集]を選択して 
ください。 


5 0 K キーを押してください。 

6 テンキーを使って拒否ファクス番号を入力しなお 
してください。32巧まで入力できます。 

参ち：再宛先/ポーズキ ーを押すと、番号の間じポー 
ズ （-) が入力されます。 

< または^ キーを 押すと、 カーソルが 移動します。 

番号を訂正するときは、 クリア キーを押して1文字ず 
つ削除し、入力し直してください。すべて削除すると 
きは、 リセット キーを押してください。 
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各種設定と登録 


に; L-: 

囚詳細/編集 

pm 


vEl 


回フ7クス香号追加 


7 0K キーを押してください。手順 11 じ進んでくだ 
さい。 

8 [メニュー] (右セレクトキー）を押してくださ 
い。 

9 A または▽キーを押して、[削除]を選択してくだ 
さい。 


削除します。 

よろしいですか？ 

一吸0667640001 

[ はい] [ いいえ] 


10 OK キーを押してください。 

11[はい](左セレクトキー）を押してください。許 
可ファクス番号を削除します。 


12その他の拒否ファクス番号を変更や刖除するとき 
は、手順 2 〜 11 を繰り返してください。 


許可 ID 番号の登録のしかた 


参ち：最大5個の許可 ID 番号を登録することができます。 


1 システムメニュ ー/ カウンタキーを押してくださ 
い。 

2 A または▽キーを押して、 [ファクス] を選択して 
ください。 

3 OK キーを押してください。 

4 A または▽キーを押して、[通信制限設定]を選択 
してください。 

5 OK キーを押してください。 

6 A または▽キーを押して、[通信許可 ID リスト] を 

選択してください。 

7 OK キーを押してください。 


通信許可 ID リスト： 

く >03 

的0004 

吸0007 


[ 

た 1-] 


8 [メニュー] (右セレクトキー）を押してくださ 
い。 
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9 A または▽キーを押して、 [ファクス ID 追加] を選 

択してください。 


10 OK キーを押してください。 



12 OK キーを押してください。 

13その他の許可 ID 番号を登録するときは手順 8 〜 12 
を繰り返してください。 


許可 ID 番号の変更/削除のしかた 



1 6-21 ページの許可 ID 香号の登録のしかたの手順 1 
〜7を巧ってください。 

2 A または▽キーを押して、変更または削除する許 
可 ID 番号を選択してください。 

変更するときは手順3じ、削除するときは手順8 
に進んでください。 


3 [メニュー] (右セレクトキー）を押してくださ 
い。 

4 A または▽キーを押して、[詳細/編集]を選択して 
ください。 


5 OK キーを押してください。 
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各種設定と登録 


に; L-: 

囚詳細/編集 

pm 


vEl 


回フ7クス ID 追加 


7 0 K キーを押してください。手順12じ進んでくだ 
さい。 

8 [メニュー] (右セレクトキー）を押してくださ 
い。 

9 A または▽キーを押して、[削除]を選択してくだ 
さい。 


削除します。 

よろしいですか？ 

一吸0004 

[ はい] [ いいえ] 


10 OK キーを押してください。 

11 [はい](左セレクトキー）を押してください。許 
可ファクス番号を削除します。 


12 その他の許可 ID 番号を変更や削除するときは、手 
順2〜11を繰り返してください。 


送信制限設定のしかた 

送信する相手先を、許可ファクス番号と許可 ID 番号に登録されている相手先、およびアドレス帳じ登録さ 
れている相手先だけに制限できます。送信制限を変更する場合はホの手順で巧ってください。 

1 システムメニュ ー/ カウンタキーを押してくださ 
い。 

2 A または▽キーを押して、 [ファクス] を選択して 
ください。 

3 OK キーを押してください。 

4 A または▽キーを押して、[通信制限設定]を選択 
してください。 

5 OK キーを押してください。 

6 A または▽キーを押して、 [ 送信制限 ] を選択して 
ください。 

7 OK キーを押してください。 

8 A または▽キーを押して送信制限の対象を選択し 
ます。送信制限を斤わない場合は、[設定しない] 
を選択してください。許可ファクス番号と許可 
ID 番号に登録されている相手先、およびアドレ 
ス帳に登録されている相手先だけに制限するとき 
は、 [ 許可リストで制限]を選択してください。 

9 OK キーを押してください。 
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各種設定と登録 


受信制限設定のしかた 

受信する相手先を、許可ファクス番号と許可 ID 番号に登録されている相手先、およびアドレス帳に登録さ 
れている相手先だけに制限できます。また、受信制限を[拒否リスト]に設定すると、拒否ファクス番号に 
登録した相手先と自局ファクス番号を登録していない相手先からの受信を拒否することができます。受信制 
限を変更する場合はホの手順で斤ってくどさい。 


1 システムメニユ ー/ カウンタキーを押してくださ 
い。 

2 A または▽キーを押して、 [ファクス] を選択して 
ください。 

3 0 K キーを押してください。 

4 A または ▽ キーを押して、[通信制限設定]を選択 
してください。 

5 0 K キーを押してください。 

6 A または▽キーを押して、 [ 受信制限]を選択して 
ください。 

7 0 K キーを押してください。 

8 A または▽キーを押して受信制限の対象を選択し 
ます。受信制限を行わない場合は、[設定しない] 
を選択してください。許可ファクス番号と許可 
ID 番号に登録されている相手先、およびアドレ 
ス帳に登録されている相手先だけに制限するとき 
は、 [ 許可リストで制限]を選択してください。 
拒否ファクス番号に登録した相手先からの受信を 
拒否するときは、[拒否リスト]を選択してくだ 
さい。 

9 0 K キーを押してください。 
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各種設定と登録 


原福を暗号化して安全に通信する【暗号通信】 

送信側で原稿を暗号化して通信する方法です。したがって、通信途中にあるを信原稿を第3者が何らかの方 
法により盗み見ようとした場合でも、本当の原稿の内容を知ることはできません。まられた原稿は受信側で 
元の原稿に戻して（平文化されて）印刷されます。第3者には絶対に知られてはならないような極秘の機密 
文書などを送る際に非常じ有効な通信方法です。 


重要：暗号通信を行うためじは、相手機が同方式の暗号通信機能を備えた弊社機であることが必要です。 


暗号通信では、原稿の暗号化、平文化を行うために、送信側と受信侧で同じ16巧の暗号鍵を使用しますが、 
その暗号鍵が送信側と受信側で合致しない場合、暗号通信は成立しません。したがって、を信側と受信側で 
あらかじめ取り決めを行い、両者で同じ暗号鍵を2巧の鍵番号と一緒に登録しておく必要があります。 


送信側 


受信側 


ABCDEF 

GHIJKLM 

NOPQR 

STUVWX 


1 1 


原稿読み込み 


暗号化 


ABCDEF 


%*&$## 

GHIJKLM 


軌 A&(+ 

NOPQR 

r 

?(+*)K 

STUVWX 


軌 PAh? 



暗号 a 信 


平 文化 


%*&$## 


ABCDEF 

軌 A&(+ 


GHIJKLM 

?(+*)K 

► 

NOPQR 

軌 PAh? 


STUVWX 


A 肪 DEF 
GHIJKLM 
NOPQR 
STUVWX 


原稿出力 


送信-受信側での設定内容 


設定内容 

を信側 

受信側 

参照ぺージ 

暗号鍵番号 

(A) 2巧 

(B) 2巧 

6-25 ぺージ 

暗号鍵 

(C ) 16巧 

( C ) 16巧 

6-25 ぺージ 

アドレス帳（または直 
接ダイヤル入力時）の 
鍵番号 

(A) 2巧 


6-25 ぺージ 

送信先暗号ボックス番 

号十 

(D) 4巧 


6-27 ぺージ 

暗号ボックス番号 t 


め）4巧 

- 

受信設定での鍵番号 


(B) 2巧 

6-29 ぺージ 


十本機で受信する場合は、暗号ボックスを使用しません。 


参ち：アルファベットが同じものは同じ文字列を設定してください。例えば、暗号鍵 （ C ) は送信、受信側 
で同じ文字列です。 


暗号鍵の登録のしかた 

暗号鍵は、送信側では暗号通信用として使用するアドレス帳を登録する（または直接テンキーで相手先を乂 
力する）ときに、受信側では暗号受信設定をするときに必要じなります。 

暗号鍵の作成には、〇〜9までの数宇とアルファベットの A 〜 F の文字を使用し、それらを任意に16個な 
ら ベた ものが暗号鍵となります。作成した暗号鍵には、01〜20の2巧の鍵番号をつけて登録します。 


参ち：暗号鍵は20個まで登録することができます。 
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各種設定と登録 


1 システムメニュ ー/ カウンタキーを押してくださ 
い。 

2 A または▽キーを押して、 [ファクス] を選択して 
ください。 

3 0 K キーを押してください。 


4 A または▽キーを押して、[送受信共通設を]を選 
択してください。 

5 0 K キーを押してください。 


6 A または▽キーを押して、[暗号鍵]を選択してく 
ださい。 

7 0 K キーを押してください。 


暗号鍵： 

vEH 

四キ -01 

回キ -02 
回キ -03 

[ メニ: L -] 


8 A または▽キーを押して未登録の暗号キーを選択 
して、 [メニュー] (右セレクトキー）を押してく 
ださい。 



vEH 


四齡 


回詳細 
回削除 


9 A または▽キーを押して、[登録]を選択してくだ 
さい。 


10 OK キーを押してください。 

11テンキーを使って暗号鍵を入力してください。16 
巧まで入力できます。 

12 OK キーを押してください。 

13化の暗号鍵を登録するときは手順 8 〜 12 を繰り返 
してください。 


暗号鍵の登録内容の確認/削除のしかた 


暗号鍵： 

く ►四 

四キ -01 

回キ -02 
回キ -03 

[ メニ: L -] 


1 6-25 ページの暗号鍵の登録のしかたの手順！〜7を 
斤ってください。 

2 確認または削除する暗号鍵を選択してください。 

確認するときは手順3じ、削除するときは手順6 
に進んでください。 


3 [メニュー] (右セレクトキー）を押してくださ 
い。 
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各種設定と登録 



4 A または▽キーを押して、[詳細]を選択してくだ 
さい。 



削除します。 

よろしいですか？ 

ーキ -01 

[ はい] [ いいえ] 


5 OK キーを押してください。手順10に進んでくだ 
さレ、 

6 [メニュー] (右セレクトキー）を押してくださ 
い。 

7 A または▽キーを押して、[削除]を選択してくだ 
さい。 


8 OK キーを押してください。 

9 [はい](左セレクトキー）を押してください。許 
可ファクス番号を削除します。 


10 その化の暗号鍵を確認または削除するときは、手 
順2〜9を斤ってください。 


送信側の操作ち法 

暗号送信を行う場合は、暗号通信用として登録したアドレス帳を使用します。または、直接テンキーでダイ 
ヤルするときに暗号送信を設定して送信してください。 


参ち：暗号送信は、順み同報送信でも行うことができます。 
暗号通信時は、 F コード通信を行うことができません。 


1 受信側と取り決めた暗号鍵を登録してください。 
(6-25 ページの暗号鍵の登録のしかた参照）すで 
に登録されている場合は、ホの手順に進んでくだ' 
さい。 

2 送信/ファクスキーを押してください。 

3 原稿をセットしてください。 
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-；—— 4 テンキーを使って相手先のファクス番号を入力 

フ7クス香号入力： ，>四 し、[詳細](右セレクトキー）を押してくださ 

01234567891 い。 

_ 参ち：アドレス帳またはワンタッチキーの巧先に暗号 

[ チ I - ン ] [ 詳細 ] 送信の設定がされている場合には、その宛先が使用で 

きます。 



5 < または^キーを押して、[暗号送信]を選択して 

ください。 


6 OK キーを押してください。 





11 A または▽キーを押して、[設定する]または[設定 
しない]を選択してください。 

参ち：本機で受信する場合は、暗号ボックスを使用し 
ません。 
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各種設定と登録 


ホ''ックス番号入力： 中の 

(0000 - 9999) 


0000 


12 OK キーを押してください。手順11で [設定する] を 
選んだときはホの手順に、 [設定しない] を選ん 
だときは手順15じ進んでください。 

13 テンキーを使ってボックス番号（0000〜9999)を 
入力してください。 


14 OK キーを押してください。 

15 スタートキーを押してください。を信を開始しま 
す。 


参考：「送信前の宛先確認画面の設定」を「設定する」 
に設定している場合は、スタートキーを押したとき 
に、宛先確認画面が表をされます。詳しくは、 5-12 
ページの宛先確認画面についてを参照してください。 


受信側の操作ちま 

暗号通信を行う場合、受信側では乂の手順にしたがって操作を巧ってください。 


参ち：暗号通信時は、 F コード通信できません。 


1 を信側と取り決めた暗号鍵を登録してください。 
(6-25 ページの暗号鍵の登録のしかた参照） 

2 システムメニュ ー/ カウンタキーを押してくださ 
い。 

3 A または▽キーを押して、 [ファクス] を選択して 
ください。 

4 OK キーを押してください。 

5 A または▽キーを押して、 [受信設定] を選択して 
ください。 

6 OK キーを押してください。 


7 A または▽キーを押して、 [暗号受信] を選択して 
ください。 

8 OK キーを押してください。 



9 A または▽キーを押して、 [設定する] を選択して 
ください。 
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各種設定と登録 


10 OK キーを押してください。 


暗号鍵： 

く ►四 

四*卜01 

画キ -02 


画キ -03 



11 A または▽キーを押して、暗号鍵番号を選択して 
ください。 


12 OK キーを押してください。 

13相手先から暗号送信が行われます。暗号通信が正 
常に行われた場合、暗号原稿を暗号化する前の状 
態に戻して印刷します。 
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各種設定と登録 


幅が同じ原稿を受信したときは両面に印刷する【両面受信】 

複数ページの受信データが、すべて同じ幅であるとき、受信データと同じ幅の用紙に両面で印刷します。 

1 システムメニュ ー/ カウンタキーを押してくださ 
い。 

2 A または▽キーを押して、 [ファクス] を選択して 
ください。 

3 0 K キーを押してください。 

4 A または▽キーを押して、[受信設定]を選択して 
ください。 

5 0 K キーを押してください。 

6 A または▽キーを押して、[両面印刷]を選択して 
ください。 

7 0 K キーを押してください。 

8 A または▽キーを押して、[設定する]または[設定 
しない]を選択してください。 

9 0 K キーを押してください。 




各種設定と登録 


2 枚の原稿を 1 枚にまとめて受信する 【 2in1 受信】 

A 5 サイズで複数ページの原稿を受信したときに、2ページを A 4 の用紙1枚にまとめて印刷します。 

1 システムメニュ ー/ カウンタキーを押してくださ 
い。 

2 A または▽キーを押して、 [ファクス] を選択して 
ください。 

3 0 K キーを押してください。 

4 A または▽キーを押して、[受信設を]を選択して 
ください。 

5 0 K キーを押してください。 

6 A または▽キーを押して、 [2 in 1 印局りを選択して 
ください。 

7 0 K キーを押してください。 

8 A または▽キーを押して、[設定する]または[設を 
しない]を選択してください。 

9 0 K キーを押してください。 
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各種設定と登録 


一括で印刷する【一括印刷】 


1 システムメニュ ー/ カウンタキーを押してくださ 
い。 

2 A または▽キーを押して、[ファクス]を選択して 
ください。 

3 0 K キーを押してください。 

4 A または▽キーを押して、[受信設定]を選択して 
ください。 

5 0 K キーを押してください。 

6 A または▽キーを押して、[-括印刷]を選択して 
ください。 

7 0 K キーを押してください。 

8 A または▽キーを押して、[設定する]または[設定 
しない]を選択してください。 

9 0 K キーを押してください。 
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各種設定と登録 


サービスセンターからの通信で本機を診断する【リモート診断】 

本機で問題が発生したときにサービス実施店等に連絡をいただくと、弊社サービスセンターのコンピュータ 
から電話回線を介して本機にアクセスし、そのが況や問題点などを確認することができます。 


参ち：リモート彰断機能を使用するときは、あらかじめサービス実施店と契約の上、決められた ID を本機 
じ登録する必要があります。詳しくは弊社サービス実施店またはお買い求めいたどいた販売店にお問い合わ 
せください。 


1 システムメニュ ー/ カウンタキーを押してくださ 
い。 

2 A または▽キーを押して、[調整/メンテナンス]を 
選択してください。 

3 0 K キーを押してください。 

4 A または▽キーを押して、[サービス設定]を選択 
してください。 

5 0 K キーを押してください。 

6 A または▽キーを押して、[リモート診断設定]を 
選択してください。 

7 0 K キーを押してください。 

8 A または▽キーを押して、[設定する]を選択して 
ください。 

9 0 K キーを押してください。 

10 A または▽キーを押して、[リモート診断 ID ] を選 

択してください。 

11テンキーを使ってあらかじめ指定されたリモート 
診断 ID (0000〜 9999) を入力してください。 

12 OK キーを押してください。 
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時間を指定してファクスの印刷を禁止する【使用禁止時間】 

受信したファクスの印刷を禁止する時間帯を設定します。 

禁止時間中に受信した原稿は、設定が解除されると印刷されます。 


重要：使用禁止時間を設定すると、禁止時間中はファクスの印刷な外にも、コピー印刷、プリンタ印刷、 
メール受信印刷 、 USB メモリからの印刷、を信 、 Network FAX を信など、すべての動作が禁止されます。 
禁止時間中はメッセージ表示部に現を使用できない機能がメッセージで表示されます。 


1 システムメニュ ー/ カウンタキーを押してくださ 
い。 

2 A または▽キーを押して、[共通設定]を選択して 
ください。 

3 0 K キーを押してください。 

4 A または▽キーを押して、 [タイマー 設を]を選択 
してください。 

5 0 K キーを押してください。 

6 A または▽キーを押して、[使用禁止時刻設定]を 
選択してください。 

7 0 K キーを押してください。 

8 A または▽キーを押して、[設定する]を選択して 
ください。 

9 0 K キーを押してください。 

10 A または▽キーを押して、開始時刻を入力してく 
ださい。 

11 OK キーを押してください。 

12 A または▽キーを押して、終了時刻を入力してく 
ださい。 

13 OK キーを押してください。 


参考：開始時刻と終了時刻を同じ時刻に設定すると、 
終日の設定じなります。 
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7 Network FAX につし、て 


この章では 、 Network FAX を利用する方法について説明します。 

付属の CD - 民 0 M に収められている Network FAX ドライバ使用説明書（オンラインマニュアル）もあわせて 
お読みください 。 Network FAX 機能を使用した送信のしかたや各種選択方法など、コンピュータからの操作 
方法じついて説明しています。 

• Network FAX とは... 7-2 

• セツトアップする ...7-3 
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Network FAX I こついて 


Network FAX とは 

Network FAX とは、本機に接続されたコンピュータでファクスの送/受信をする機能です。主な特徴はホの 
とおりです。 

- コンピュータで作成した書類を、印刷することなくファクス送/受信が可能 

- 宛先指定にアドレス帳（本体内/コンピュータ内）を利用可能 

- 送付状の添付 

- 送信と同時に印刷も可能 
• 送信結果のメール通知 

- F コード通信対応 

- 印刷と同じ簡単操作 

Network FAX の送信の流れ 

Network FAX の送信は乂の流れで巧います。 


本機にネットワーク接続されたコンピュータで書類を作成 


コンピュータから、印刷と同様の操作で本機に書類データを送信 


本機が書類データを化のファクス機にファクスを信 

▼ 

化のファクス機が受信 


Network FAX の受信の流れ 

Network FAX の受信は乂の流れで巧われます。 

他のファクス機が本機にファクスをを信 

▼ 

本機がファクスを受信 

▼ 

ファクスデータをメモリ転送機能を使って、本機にネットワーク接続された 
_コン ピュータに転送_ 

▼ 

本機にネットワーク接続されたコンピュータで受信 


参ち：メモリ転送では、ネットワーク上のコンピュータで受信するな外にも、受信したファクスをメールで 
転送したり、他のファクスに転をしたり、 F コードボックスに保をすることができます。 
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Network FAX I こついて 


セットアップする 

Network FAX を使用するためには、夕の準備が必要です。 

セットアップの流れ 
コンピュータとの接続 

ネットワークケーブルで本体とコンピュータを接続します。詳細は、本体の使用説明書を参照してくださ 
い。 

本体の登録 

メモリ転送機能で受信先コンピュータやファイル形式を選択します。 


参ち：メモリ転送機能では、コンピュータへの転送や、受信したファクスをメールの添付ファイルじして転 
送することもできます。詳細は、 4-16 ページの受信した文書を印刷/転送する【メモリ転送】を参照してく 
ださい。 



コンピュータへのソフトウエアのインス I ル 

Network FAX を使うためじ必要な専用ソフト（同栖 CD-ROM に収録）をコンピュータにインストールしま 
す。詳細は、付属の CD - 民 OM に収められている Network FAX ドライバ使用説明書（オンラインマニュアル) 
を参照してください。 

Network FAX ドライバ使用説明書（オンラインマニュアル）について 

Network FAX ドライバ使用説明書（オンラインマニュアル）は、 PDF (Portable Document Format ) 形式で付 
属の CD-ROM に収録されています。主な内容は次のとおりです。 


• Network FAX ドライバのインストールのしかた 

• Network FAX 送信のしかた 

• Network FAX 送信の設定のしかた 

- 送付状の設定のしかた 

オンラインマニュアルの開きかた 

オンラインマニュアルを参照するときは、ホの手順で行ってください。 

1 本体に付属する CD-ROM を CD - 民 0 M ドライブじ挿 
入してください。使用許諾についての説明が表を 
されます。契約条件に同意する場合は、 同意する 
をクリックしてください。メインメニュー画面が 
表示されます。 

2 説明書ーューティリティドキュメント ー Network 
FAX ドライバほ用説明書の 順にクリックしてく 
ださい。オンラインマニュアルが開きます。 
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参考：オンラインマニュアルをご覧じなるには Adobe 
Acrobat Reader 5.01 な上がインストールされている必 
要があります。 
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8 こんなときには 


この章では、トラブルが発生した場合の対処のしかたじついて説明します。 

- 送/受信中のランプ表示じついて... 8-2 

• 電源を切るときの注意 ...8-3 

• こんな表示が出たら ...8-4 

• トラブルが発生した場合 ... 8-6 



こんなときじは 


送/受信中のランプま示について 



ファクスの送/受信中は、送信/受信ランプ、 メモリ 
ランプで状況がわかります。 

• ファクスの送信中と受信中に、送信/受信ランプ 
が点滅します。 

-メモリを信などで、原稿がメモリに記憶されると 
きに、 メモリ ランプが点滅します。 

. タイマー送信で、メモリに記憶されている原稿が 
ある場合、 メモリ ランプが点灯します。 
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こんなときには 


電源を切るときのを意 

電源を切る場合は操作パネルにある 電源 キーを押してください。主電源スイツチを切ると、ファクスを自動 
受信できなくなりますのでご注意ください。 

主電源スイツチを切るときは、操作パネルの 電源 キーを押して、 電源 キーおよびメモリランプが消灯してい 
ることを確認してから切ってください。 


を意：電源 キーおよびメモリランプが点灯しているときは、ハードディスクが動作している場合がありま 
す。ハードディスクが動作しているときに主電源スイツチを切ると、ハードディスクが故障する原因となる 
可能性があります。 
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こんなときには 


こんな表示が出たら 

異常が発生するとメッセージ表示部にエラーメッセージが表示されます。次の表を参照して対処してくださ 
い。 

参考：通信エラーが発生したときは、エラーメッセージとともに受信/送信結果レポートが印刷されます。 
受信/送信結果レポートに表記されるエラーコードを確認して、付録-25ページの エラーコード ー覧表で内 
容を参照してください。受信/送信結果レポートの印刷については、 5-5 ページの送信結果レポート、および 
5-6 ページの受信結果レポートを参照してください。 

エラーコードは通信管理レポートでも確認することができます。 （5-7 ページの通信管理レポート参照） 


表示 確認事項 処理方法__ 参照ページ_ 

主電源スイッチを入れ直す、また一 
は電源プラグを差し直してくださ 
い。再度表示される場合は、表示 
されている C と数字を書きとめて 
ください。主電源スイッチを切っ 
て電源コードを抜き、サービス担 
当者またはサービス実施店にご連 
絡ください。 

F コードボックスまたはポーリン 4-24 ページ 
グボックスの原稿がいっぱいじな 
りました。 [終了] を押してくださ 
い。ジョブはキャンセルされます。 

F コードボックスまたはポーリン 
ダボックスの原稿を印刷または削 
除してから、再度操作してくださ 
い。 

部門管理の制限を超えました。 一 部門 管理で制限されている使用枚 本体使用説明 

数に達したため、これ必上の操作書参照 
ができません。 [終了] を押してく 
ださい。このジョブは中止されま 
す。 

使用枚数をリセットしてから、再 
度操作してください。 

部門管理でファクス送信が使用禁 本体使用説明 
止になっているため、これ K 上の書参照 
操作ができません。 [終了] を押し 
てください。このジョブは 中止 さ 
れます。 

部門管理の設定を確認してくださ 
い。 

付属電話機の受話器がはずれてい 本機に接続された電話機怖販品）受話器を戻してください。 一 

ます。 の受話器が上がっていませんか。 


部門管理の制限を超えました。 
読み込みできません。 


故障が発生しました。 

サービス担当者に連絡してくださ 
し、。 


サブアドレス/ポーリングボックー 
スの制限を超えました。 
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こんなときには 



表示 

確認事項 

処理ち法 

参照ページ 

送信ジョブの予約制限数を超えま 
した。 


タイマー送信をセットできる件数 
を超えています。 [終了] を押して 
ください。このジョブは中止され 
ます。 

4-2 ぺージ 



タイマー送信が実行されるのを待 
つか、タイマー送信をキャンセル 
してから、再度操作してください。 


カセット 1 (〜 4) に用紙を補給し 表示されたカセットまたは手差し 
てください。 トレイの用紙がなくなっていませ 

または、 んか。 

手差しに用紙を補給してください。 

表示されているサイズの用紙を補 
給してください。受信用紙種類を 
指定している場合は、必要な用紙 
種類も表示されます。 

化の給紙元を使用する場合は、給 
紙元を違択して [継続] を押してく 
ださい。 [手差し設定] を押すと手 
差しトレイの用紙サイズ/用紙種 
類を変更できます。 



受信用紙種類を指定していません 
か。 

指定されている用紙種類のカセッ 
卜がありません。他の給紙元を選 
択して[継続]を押してください。 

[ 手差し設定] を押すと手差しトレ 
イの用紙サイズ/用紙種類を変更 
できます。 



カセットがしっかりセットされて 
いますか。 

カセットを一度引き出して、しつ 
かり押し込んでください。 

— 





こんなときには 


トラブルが発生した場合 



トラブルが発生した場合は、乂のことを調べてください。 
施店またはお買い上げ店までご連絡ください。 

それでもなお異常が見られるときには、サービス実 

トラブル内容 

確認事項 

処置方法 

参照ページ 

送信できない。 

モジュラコードが正しく接続されてい 
ますか。 

モジュラコードを正しく接続してくだ 
さい。 

— 


「通信エラーです。」が表示されていま 
せんか。 

エラーの原因を除去した上で、もう一 
度送信してください。 

付録- 25 ぺ一 


送信制限をしていませんか。 

送信制限を解除してください。 

6-16 ぺージ 

順次同報送信ができな 
い。 

メモリがいっぱいになっていませんか。 

メモリにをきができてから送信するか、 
メモリ内に空きを作ってください。 

4-4 ページ 

暗号通信ができない。 

送信側/受信側でそれぞれ登録されてい送信側、受信側の両者で登録内容をも 
る内容は正しいですか。 う一度確認してください。 

6-25 ぺージ 

リモート切替機能が使用ダイヤル（パルス）回線を使用してい 
できない。 ませんか。 

電話機によってはボタンなどでトーン 
信号を送出できる場合があります。電 
話機の使用説明書を参照してください。 



リモート切替番号は正しいですか。 

登録内容を確認してください。（工場出 
荷時： 55) 

4-14 ぺージ 

受信したが、印刷されなメモリ転送がセットされていませんか。 
い。 

転送先を確認してください。 

— 

受信できない。 

モジュラコードが正しく接続されてい 
ますか。 

モジュラコードを正しく接続してくだ 
さい。 

— 


「通信エラーです。」が表示されていま 
せんか。 

エラーの原因を除去した上で、もう一 
度相手先から送信してもらってくださ 
い。 

付録- 25 ぺ一 


受信制限をしていませんか。 

受信制限を解除してください。 

6-16 ぺージ 

代行受信できない。 

メモリがいっぱいになっていませんか。 

メモリにをきができてから受信を斤う 
か、メモリ内に空きを作ってください。 

3-9 ぺージ 

F コード送信ができな 
い。 

相手機は F コード機能を有したファク 
スですか。 

相手機が同様の F コード機能を有して 
いない場合、 F コード通信を行えませ 
ん。 



入力したサブアドレスや F コードパス 
ヮードは、相手機で登録されているサ 
ブアドレスや F コードパスワードと一 
致していますか。 

入力内容に誤りがないときは、相手先 
じ確認してください。本機で受信する 
場合、 F コードパスワードは使用しませ 
ん。 

4-24 ぺージ 


相手機のメモリがいっぱいになってい 
ませんか。 

相手先に確認してください。 

— 

メモリ転送ができない。 

メモリ転送が [設定する] になっていま 
すか。 

メモリ転送の設定を確認してください。 

4-16 ぺージ 

F コード通信を使った、 
メモリ転送ができない。 

相手機は F コード機能を有したファク 
スですか。 

相手機が同様の F コード機能を有して 
いない場合、 F コード通信を行えませ 
ん。 



設定した F コードサブアドレスは、相 
手機で登録されている F コードサブア 
ドレスと一致していますか。 

入力内容に誤りがないときは、相手先 
じ確認してください。本機で受信する 
場合、 F コードパスワードは使用しませ 
ん。 

4-16 ぺージ 
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トラブル 内容 

確認事項 

処置方法 

参照ぺージ 

メモリ転送で、 F コード 
ボックスに保ちできな 

F コードボックスが正しく指定されていメモリ転送の設定を確認してください。 
ますか。 

4-16 ぺージ 

い。 

メモリがいっぱいになっていませんか。 

メモリに巧きができてから受信を行う 
か、メモリ内に空きを作ってください。 

4-24 ぺージ 

F コードボックスから巧 
刷できない。 

ボックスパスワードを設定しています 
か。 

正しいボックスパスワードを入力して 
ください。 

4-24 ぺージ 

ポーリング受信ができな相手機でポーリング送信が正しく操作 
い。 されていますか。 

相手先に確認してください。 

— 

F コード中継同報通信が 
できない。 

メモリがいっぱいになっていませんか。 

メモリに巧きができてから送信するか、 
メモリ内に空きを作ってください。 

— 

F コード掲示板通信がで相手機は同様の F コード掲示板通信機 
きない。 能を有したファクスですか。 

相手機が同様の F コード掲示板通信機 
能を有していない場合、 F コード掲示板 
受信はできません。相手先に確認して 
ください。 



入力した F コードサブアドレスや F 
コードパスワードは正しいですか。 

入力内容に誤りがない場合は、相手先 
じ確認してください。 

— 
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付録 


この付録では、仕様など参考資料を記載します。 

• 文字の入力方法...付録-2 

- 仕様（ファクス機能）...付録-11 

* メニュー 構成一覧...付録-12 

- 出荷時設定値一覧表...付録-15 

- 受信サイズと印刷用紙優先順位表...付録-17 

• 区点コード表...付録-19 

* エラーコードー覧表...付録-25 




付録 


文字の入力方ま 

文字入力を行う画面では、な下の手順で入力を行ってください。 


使用するキー 

な下のキーを使用して文字を入力します。 


1 2 6 



1.0 K キー 

2. クリァキー 

3. 戻るキー 

4. 力ーソルキー 

5. テン キー 

6. リセットキー 

7. 右セレクトキー 


入力した文字を確定します。 

カーソル位置の文字を削除します。文末のときは、1つ前の文字を削除します。 
入力画面を呼び出した画面に戻ります。 

入力位置の選択や、文字一覧の中から文宇選択をします。 

入力する文字を選択します。 

入力した文字を全てリセットして待機画面に戻ります。 

入力する文字の種類を選択します。 （[入力文字] 表示時のみ） 
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付録 


入力文字の選択 

- 通常入力画面の場合 

入力文字には、ホの9種類を選択できます。 


全かな（全角ひらがな) 
全カナ（全角カタカナ) 
半カナ（半角カタカナ） 

全英数（全角ま数） 

半英数（半角英数） 
全数（全角数字） 

半数（半角数字） 

全角記号 
半ち記号 


全角ひらがなを入力します。 
全角カタカナを入力します。 
半角カタカナを入力します。 
全角英数を入力します。 

キ角英数を入力します。 

全角数字を入力します。 

半角数字を入力します。 

全角記号を入力します。 

半角記号を入力します。 


文字入力： 
大阪 ■ 



——全かな 

[入力文字] 




現在の入力文字種類 


文字入力画面で [ 入力文字] (右 セレ クトキー） 
を押して、表示されるメニューの中から、 A ま 
たは ▽ キーをつかって入力したい文字の種類を 
選択して、 0 K を押してください。 


全角記号： 

<» E 3 

4 . ! " # $ 〇/〇 ’ 0 


:< = 

> ? @ [ ¥ ] 一 

_ ‘ { 


[入力文字] 


参ち：文字入力中にテンキーの蚕を押すと、直接全 
角記号画面や半角記号画面を表示することができま 
す。 


半角記号： vcn 

り*+’ 

>?@[¥]— {|}~ rj 、。 .い 

[入力文字] 
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付録 


• ふりがな入力画面の場合 

入力文宇には、次の4種類を選択できます。 


半カナ（半角カタカナ) 
半英数（半ち英数） 
半数（半ち数字） 
半角記号 


半角カタカナを入力します。 
半角英数を入力します。 

半角数字を入力します。 

半角記号を入力します。 


文字入力： 
大阪 ■ 



—半カナ 

[入力文字] 




現在の入力文字種類 


文字入力画面で [ 入力文字](右セレクトキー） 
を押して、表示される メニューの 中から、 A ま 
たは▽キーをつかって入力したい文字の種類を 
選択して、 0 K を押してください。 


半角記号： 

vE 3 

ん'!"#$%&’ （）*+, = 

>?@ け r _ 

’ { ir 「 j 、。 -、'• 


[入力文字] 


参ち：文字入力中にテンキーの®を押すと、直接キ 
角記号画面を表示することができます。 


付録-4 














付録 


文字の入力 

入力文字を選択したら、な下の手順で文字を入力してください。 

ひらがな-カタカナを入力する場合 

下記の表を参照して、入力したい文字に対応しているキーを、その文字が表示されるまで押してください。 


入カ キー 

文を入カモード 

表示される文字 

あ.@ 

① 

全角ひらがな 

あいラえ おぁいぅぇぉ 

全角カタカナ 
半角カタカナ 

アイウェオァィゥェォ 

か ABC 

③ 

全角ひらがな 

かきくけこ 

全角カタカナ 
半角カタカナ 

カキクケコ 

さ DEF 

③ 

全角ひらがな 

さしすせそ 

全角カタカナ 
半角カタカナ 

サシスセソ 

た GHI 

® 

全角ひらがな 

たちつてとつ 

全角カタカナ 
半角カタカナ 

タチツテトツ 

な JKL 

® 

全角ひらがな 

なにめわの 

全角カタカナ 
半角カタカナ 

ナニヌネノ 

は MNO 

® 

全角ひらがな 

はひふへほ 

全角カタカナ 
半角カタカナ 

ハヒフへ ホ 

ま PQRS 

@ 

全角ひらがな 

まみむめも 

全角カタカナ 
半角カタカナ 

7ミムメモ 

や TUV 

® 

全角ひらがな 

やゆよゃゆよ 

全角カタカナ 
半角カタカナ 

ヤュヨャュョ 

ら WXYZ 

全角ひらがな 

らリるれろ 

全角カタカナ 
半角カタカナ 

ラリルレ ロ 

わをん、。 

@ 

全角ひらがな 

わをんゎ、。一■〜！ ？ 

( スぺース） 

全角カタカナ 
半角カタカナ 

ワヲンヮ、。 一■ 〜！？ 

(スぺ-ス） 
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付録 


入カ キー 

文字入カモード 

表示される文字 

、、〇 aOA 

全角ひらがな 

濁点-半濁点一大文字/ル文字変換 



例）っ一づ一っ一っ--. 

は一ば一ぱ一は • 1 ■ 


全角カタカナ 

濁点-半濁点^大文字/小文字変換 

例） ツージーッーツ 1 .. 

ハーバーパー/い ■ ■ 


半角カタカナ 

カーソルが文字にあるときは大文字/ 
小文字変換 

例） つ一、、) 

カーソルが文字に無いときは濁点■半 
濁点入力 

例）、、一。一、、.，. 

記号 

全角ひらがな 
全角カタカナ 
半角カタカナ 

記号入力 


異なるキーで入力する文字は、続けて入力できます。同じキーで入力する文字を続けて入力するときは、 
カーソルキーで入力位置をホに移動してから入力を斤ってください。 

行末から力ーソルキーで入力位置を後ろにずらした位置に文字を入力すると、その間にはスペースが自動で 
入力されます。 
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付録 


アルファべットと数字を入力する場合 

下記の表を参照して、入力したい文字に対応しているキーを、その文字が表示されるまで押してください。 


入カ キー 

文字入カモード 

表示される文字 

あ.@ 

① 

全角英数 
半角英数 

— 〜 1 

全角数字 
半角数字 

1 

か ABC 

@ 

全角英数 
半角英数 

a b C A B C 2 

全角数字 
半角数字 

2 

さ DEF 

③ 

全角英数 
半角英数 

defDEFS 

全角数字 
半角数字 

3 

た GHI 

® 

全角英数 
半角英数 

ghiGH I 4 

全角数字 
半角数字 

4 

な JKL 

⑤ 

全角英数 
半角英数 

jkIJ KL 5 

全角数字 
半角数字 

5 

は MNO 

® 

全角英数 
半角英数 

m n 0 M N O 6 

全角数字 
半角数字 

6 

ま PQRS 

@ 

全角英数 
半角英数 

pqrsPQRSZ 

全角数字 
半角数字 

7 

や TUV 

® 

全角英数 
半角英数 

tuvTU V 8 

全角数字 
半角数字 

8 

ら WXYZ 

全角英数 
半角英数 

wxyz WX YZ 9 

全角数字 
半角数字 

9 

わをん、。 

全角英数 
半角英数 

.，-_|!?( スぺース ）0 

全角数字 
半角数字 

0 
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入カ キー 

文字入カモード 

表示される文字 

、、〇 aOA 

@ 

全角英数 
キ巧英数 

大文字/小文字の変換を行います 

全ち数字 
キ巧数字 

♦ ■ 

記号 

全ち英数 
キ巧英数 

記号入力 

全角数字 
半角数字 

冉 


十入力文宇の選択があるときは W が、数字入力のみで入力文字の選択が無いとき 
は、'.'が入力されます。 

異なるキーで入力する文字は、続けて入力できます。同じキーで入力する文字を続けて入力するときは、 
カーソルキーで入力位置をホに移動してから入力を斤ってください。 

行末から力ーソルキーで入力位置を後ろにずらした位置に文字を入力すると、その間にはスペースが自動で 
入力されます。 
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記号を入力する場合 


付録 


全角記号： 

vcn 

<1. . ! " # $ 〇/〇 & ’ 0 


:< = 

> ? @ [ ¥ ] 一 

_ ‘ { 


[入力文字] 


半角記号： 

vcn 

ん '!"#$%&’ ()*+, 

>?@[¥ r _’ 川 

~ rj 、。 - 


[入力文字] 


[入力文字](右セレクト キー）を押して [全角記号] 

または [半角記号] を選択して、全角記号画面または 
半角記号画面を表示します。力ーソルキーを使って入 
力したい記号を選択して、 0 K を押してください。 


テンキーの盛を押して、画面を文字入力画面一全角 
記号画面^半角記号画面^文字入力画面--•と切り 
替える事もできます。 
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付録 


ログイン操作方法の設定で、[文宇選択]を遅択しているときの入力 

ユーザー管理が有効のときに表示されるログイン画面では、設定により入力方法が異なる場合があります。 
(ログイン操作方法の設定については本体使用説明書を参照してください。） 

画面に文宇パレットが表示される場合は、カーソル 
キーを使って表示された文字の中から入力したい文字 
を選択して、 0 K を押して入力してくどさい。 


参ち：数字は、テンキーの数字キーを押すことで、直 
接入力する事ができます。 


ログインユーザ名 ：V E 3 

KyocerM _| 

■abcdefghijkimnopqrst 
uvwxyzABCDEFGHIJKLMNO 

[ 次へ ] 
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仕様（ファクス機能) 


形式 

LS -1128 MFP 

相互通信 

G 3 

適用回線 

加入電話回線、 F ネット 

伝送時間 

3秒な下 （33600 bps 、 ITU-T A 4 #1 chart ) 

伝送速度 

33600/31200/28800/26400/24000/21600/19200/16800/14400/ 

12000/9600/7200/4800/2400 bps 

符号化方式 

JBIG / MMR / MR/MH 

誤り訂正 

ECM 

原稿サイズ 

最大原 f 局巾是 ： 215 mm 、 最大原 f 局長さ： 355.6 mm 

原稿自動給紙枚数 

最大50枚けプシヨンの原稿送り装置使用時） 

走査線密度 

主走査 x 副走査 

200 X 100 dpi ノ ーマル （8 dot/mm x 3.85 line / mm ) 

200 X 200 dpi ファイン （8 dot/mm x 7.7 line / mm ) 

200 X 400 dpi スーパーフアイン （8 dot/mm x 15.4 line / mm ) 

400 X 400 dpi ウルトラファイン （16 dot/mm x 15.4 line / mm ) 

印刷解像度 

600 X 600 dpi 

中間調 

256階調（誤差拡散） 

ワンタッチキー 

22件 

同報送信 

最大100宛先 

代行受信 

256枚 U 上 （ ITU-T A 4 #1使用時） 

画像蓄積用メモリ容量 

標準メモリ （3.5 MB ) (ファクス受信原稿用） 

直流抵抗値 

286 Q 

印刷レポート類 

を信結果レポート、受信結まレポート、通信管理レポート、ステー 
タスページ 


参ち：機械の仕様は予告なく変更されることがあります。 
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付録 


メニュー構成一覧 

操作バネル上の各機能キーを押したときのメニュー構成は、ホのとおりになっています。本機を操作する上 
での参考にしてください。 


ファクス キー 


機能 メニュー キー 


P 原稿サイズ 
—原稿の画質 
—ファクス解像度 
一 原稿セット向き 
—連続読み込み 
—文書名入力 
—ジョブ終了通知 
—ファクスタイマーを信 
—ファクスダイレクト送信 
ー ファクスポーリング受信 
—濃度 
一 両面 


状況確認/ — 
ジョブ中止 キー 


送信ジョブ巧況 
予約ジョブ 
印刷ジョブ履歴 
送信ジョブ履歴 
保ちジョブ履歴 


L - ファクス 


文書ボックス キー 



F コードボックス 
ポーリングボックス 


文書保を 
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システム - 
メニュ ー / 

カウンタ キー 


次ぺ 


—共通設定 


レポート 


レポート印刷—— 
管理レポート設定 


L - 結果通知設定 


音設定 


一 原輪/用紙設定 


—日時設定 


ファクス 


タイマー設定 
送受信共通設定 


—送信設定 


—受信設定 


ステータス ページ 
-ファクス発信レポート 
ファクス着信レポート 
-送信結果 
ファクス受信結果 
-ファクススピーカ音 
ファクスモニタ音 
-カセット1設定 
カセット2設定 
カセット3設定 
-日付/時刻 


—時差 


サマータイム 
使用禁止時刻設定 
暗号鍵 
発信元記録 


k 自局名称 
-自局名称（フリガナ） 
1 — 自局ファクス ID 
-自局ファクス番号 
-ファクス回線設定 
リダイヤル回数 
-ファクス用紙種類 
-ベル（普通） 

-ベル（留守番電話） 

1— ベル（ファクス/電話） 


一転送設定 


P 転送 
—転送先 
—ファイル形式 
—件名付加情報 
— FTP 暗号送信 
—転送時刻 
—文書名入力 
—印刷 


-ジへ続く 
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前ぺージからの続き 




F コードボックス 
ポーリングボックス 



アドレス帳 
リスト印刷 

サービス設定- 


受信方式 
受信日時記録 
2 in 1印刷 
一括印刷 

リモート切替ダイヤル 
F ネット 
ダイヤルイン 
暗号受信 
両面印刷 
送信制限 
受信制限 

通信許可番号リスト 
通信許可 ID リスト 
通信拒否番号リスト 

送信済み文書削除 
上書き保ち許可 


リモート診断設定 


メンテナンス 
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出荷時設定値一覧表 

ファクス機能の設定範囲と出荷時設定値は次のとおりです。 


項目 

設定範囲 

出荷時設定値 

通信管理レポート（ファク 
ス発信レポート） 

設定しない、設定する 

設定する 

通信管理レポート（ファク 
ス着信レポート） 

設定しない、設定する 

設定する 

送信結果レポート 
(ファクス） 

設定しない、エラー時のみ、設定する 

エラー時のみ 

送信画像の添付 

設定しない、設定する 

設定する 

受信結果レポート 

設定しない、エラー/転送時のみ、設定す 
る 

設定しない 

受信結果通知方法 

レポート目口刷、メールアドレス帳、直接 
入力 

レポート印刷 

スピーカ音量 

1小. 2中、3大、0消音 

2中 

モニタ音量 

1小. 2中、3大、0消音 

2中 

自局名登録 

最大16文宇 

未登録 

自局名登録（フリガナ） 

最大32文字 

未登録 

自局ファクス番号登録 

最大20巧 

未登録 

自局ファクス ID 登録 

4巧（0000〜 9999) 

0000 

回線設定 

プッシュ回線、ダイヤル回線 （10 PPS )、 
ダイヤル回線 (20 PPS ) 

プッシュ回線 

受信方ま 

自動（普通)、自動（ファクス/電話)、 

自動（留守番電話)、手動 

自動谱通） 

ファクス専用自動受信べル 
回数 

1〜15回 

2回 

ファクス/留守番電話自動 
切替受信べル回数 

1〜15回 

10回 

ファクス/電話自動切替受 
信べル回数 

日〜15回 

日回 

リモート切替ダイヤル 

2巧 （00 〜 99) 

55 

ダイヤルイン 

設定しない、設定する 

設定しない 

ダイヤルイン番号 

4巧（0000〜 9999) 

未登録 

F ネット 

設定しない、設定する 

設定しない 

暗号通信（暗号受信） 

設定する（暗号鍵番号日1〜20)、設定し 
ない 

設定しない 

暗号通信（暗号鍵の登録） 

〇〜9、 A 〜 F の16巧（暗号鍵番号01〜 
20) 

未登録 

発信元記録 

設定しない、設定あり（原稿外側、原稿 
内側） 

設定あり（原稿外側） 

受信用紙種類 

全用紙種類、普通紙、再生紙、ボンド紙、 
カラー紙、上質紙、カスタム！〜8 

全用紙種類 

受信日時記録 

設定しない、設定する 

設定しない 

両面受信印刷 

設定しない、設定する 

設定しない 

2 inl さ信巧刷 

設定しない、設定する 

設定しない 
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項目 

設定範困 

出荷時設定値 

送信制限設定 

制限しない、許可リスト+アドレス帳 

制限しない 

受信制限設定 

制限しない、許可リスト+アドレス帳、 
拒否リスト 

制限しない 

許可ファクス番号登録 

最大20巧（登録件数は最大50件） 

未登録 

拒否ファクス番号登録 

最大20巧（登録件数は最大50件） 

未登録 

許可の番号登録 

0000 ~ 9999 (登録件数は最大25件） 

未登録 

リダイヤル回数 

〇〜14回 

3回 

リモート診断 

設定しない、設定する 

設定しない 

リモート診断の 

4巧（0000〜 9999) 

0000 

メモリ転送設定 

転送しない、すべての受信に適用する、 
条件ごとに設定を変える 

転送しない 

送信開始速度 

33600 bps 、 14400 bps 、 9600 bps 

33600 bps 

ECM 

設定しない、設定する 

設定する 

暗号送信設定 

設定しない、設定する 

設定しない 

送信先暗号用ボックス 

使用しない、使用する 

使用しない 

ポーリング送信後原稿の削 
除 

設定しない、設定する 

設定しない 

上書き保ち許可設定 

禁止する、許可する 

許可する 
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十受信サイズと用紙の向きが異なるため、画像を自動的に90°回転して印刷しま 
す。 

Q ] は2枚の用紙に分割して印刷されることを示しています。 


参ち：「受信用紙種類」で用紙の種類を選択している場合は、用紙種類が一致する給紙元から印刷します。 
(6-11 ページ参照） 

「受信用紙種類」で[全用紙種類]を選択している場合でも、ファクスの印刷に使用できない用紙種類め HP 
フィルムなど）がセツトされた給紙元からは印刷できません。 


受信サイズと印刷用紙優先順位表 

受信した原稿のサイズと、同サイズ同方向の用紙がカセットじセットされていない場合、本機が印刷の際に 
自動で選択する用紙の優先順位は乂の表のとおりです。 

等倍優先 

受信サイズ 


1 


選択 

順位 


A 5 


B 5 


A 4 -R 


A 4 






B 

5 





A 

4 


B 


B 


KY-4 囊 
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B 5 


A 5 


A 5 


A 5 


十受信サイズと用紙の向きが異なるため、画像を自動的に90°回転して印刷します。 


参ち：「受信用紙種類」で用紙の種類を選択している場合は、用紙種類が一致する給紙元から印刷します。 
(6-11 ページ参照） 

「受信用紙種類」で[全巧紙種類]を選択している場合でも、ファクスの印刷に使用できない用紙種類 (OHP 
フイルムなど）がセットされた給紙元からは印刷できません。 
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縮小受信 


受信サイス' 




B 


民 

本 


B 




択に 

選愼 


B 




B 


B 


B 


B 
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X 

012 3 4 已 6 7 8 9 


X 

012 3 4 5 6 7 8 9 



日] 2 3 4 5 6 7 8 9 

ア 

1600 

1610 

1620 

1630 

1640 

亜哑娃阿哀愛お拾逢 
契茜箱悪握渥旭量芦膨 
梓圧幹扱宛姐化飽鉤綾 
點或粟抬ま庵按日旨案闇 
鞍杏しソ伊位依偉囲夷委 

力 

1850 

1860 

1870 

1880 

1890 

1900 

1910 

1920 

1930 

1940 

1950 

1960 

1970 

1980 

1990 

2000 

2010 

2020 

2030 

2040 

2050 

2060 

2070 

桐未稼箇巧苛茄荷華菓 
暇課喧貨迦過霞蚊俄峨 
我牙画臥芽峨賀雅餓駕 
介会解回巧壊廻快怪悔 
1 俠懐戒お改 

魁お械あ灰界皆絵巧 
蟹開階貝凱劾外咳害崖 
慨概涯碍蓋街該鐘お運 
馨蛙垣柿販勘劃麻各廓 
化攪格核殻獲確穫覚角 
赫較郭閣隔革学岳楽額 
頸掛笠程權梶嫩漏割喝 
恰括ま渴滑富掲轄且醒 
口十稱棒飽株兜畫蒲塞鎌 
幡鴨宿茅宣 

粥刈巧瓦乾侃冠寒刊 
勘勧卷喚堪赛完官寛干 
幹患感慣憾換敢柏桓棺 
款歓汗漢潤進環甘監看 
竿管簡緩出翰肝艦竟観 
諫貫還鑑間閑関随韓館 
館丸含岸巌玩癌眼岩 S 

キ 

2100 

2110 

2120 

2130 

2140 

2150 

2160 

2170 

2180 

2190 

2200 

2210 

2220 

2230 

2240 

2250 

2260 

機帰毅気ち畿巧季稀 
紀徽規記貴起軌輝飢騎 
鬼亀偽儀あ宜戯技擬欺 
犠疑巧義幢證議挽菊鞠 
吉吃喫お橘詰化巧泰却 
客脚虐逆丘义化休及吸 
宮弓急救朽ボ巧ぶを球 
究窮を級糾給旧牛去居 
巨拒拠挙案虚許距踞漁 
御ち亨享京 

供侠信兜競共凶協匡 
卿叫實境峡強置‘店恐お 
挟教橋況狂狭嬌胸脅興 
蠢郷鏡響響驚仰凝克焼 
業局曲極玉桐巧僅勤巧 
巾錦斤欣欽琴禁禽筋緊 
を菌ち襟謹お金哈闹九 

イ 

1650 

1660 

1670 

1680 

1690 

1700 

威尉惟意慰易椅為畏異 
移維緯胃妻を謂違遺医 
井亥域育郁磯一青溢逸 
稲茨芋願が印咽員因姻 
引飲淫胤蔭 

院陰隠韻时ち宇烏羽 

ク 

1710 

1720 

1730 

迂雨卯鶴窺丑お曰お噓 
眠鬻蔚緩姥威浦の閨曜 
云運雲さ围 S 営嬰影映 

王 

1740 
17己日 
1760 
1770 
1780 

ま栄ホ泳巧巧盈顔顏英 
衛諫鋭液疫益駅悦請越 
閲植厭円園櫃奄實延怨 
掩援沿演炎旭煙燕撞縁 
離苑圖遠齡篇塩於巧甥 

ク 

2270 

2280 

2290 

2300 

2310 

2320 

俱巧区狗巧矩苦お駆記 
駒具愚虞憤空偶寓遇隅 
串擲訓屑屈 

掘窟皆靴蠻莲熊腰を 
栗繰桑緻動君薫訓群軍 

才 

1790 

1800 

1810 

1820 

凹央奥往応 

巧狂横欧殴王翁懊覧 
隨黄岡ミ中巧億屋憶瞳桶 

牡乙俺卸恩温穏音下化 

辰雁頑顔願企伎危喜器 

卦裝祁係傾刑兄啓き 

力 

1830 

1840 

仮何伽価佳加巧嘉夏嫁 
家實科暇果架歌巧乂巧 

キ 

2080 

2090 

基奇嬉寄岐希幾忌揮机 
巧既期棋棄 

ヶ 

2330 

2340 

を型契形径恵慶慧憩掲 
携敬景桂溪蛙穫系経継 



X 

0 12 3 4 

已6 7 8 9 


X 

日] 2 3 4已6 

7 8 9 


X 

日] 234已6789 


2350 

繫置茎巧お計詣警軽預 

~1 

2600 

此頃今困せ聖婚恨懇 


2850 

社数者謝車適蛇邪借勺 


2360 

鶏芸迎願劇戟撃激隠巧 

_1 

2610 

昏屋根捆混痕組艮魂 


2860 

尺巧の爵酌お锡若寂謂 


2370 

傑欠決潔巧結血訣月件 


2620 

佐叉唆幢左差査か撞砂 


2870 

意を取守手ホ殊巧珠種 


2380 

イま偿健兼券剣喧圏堅嫌 


2630 

詐鎖装坐座挫債催再最 


2880 

腫趣酒首儒受呪寿授樹 

ヶ 

2390 

建憲懸拳捲 



2640 

哉塞妻宰彩才採栽歳済 


2890 

緩需囚収周 


2400 

検権牽犬が研視絹県 


2650 

災采犀砕皆祭斎細菜裁 


2900 

宗就州修愁拾洲秀が 


2410 

肩見謙賢軒遣鍵険顕験 


2660 

載際剤在材罪財;牙坂阪 


2910 

終翻習臭巧鬼を襲警腳 


2420 

験元原厳幻を減源玄現 

tt 

2670 

呪糊肴咲崎埼椅薦作削 


2920 

輯週菌酬集醜什住充十 


2430 

絞艇言 i 彦限 

乎個ち呼固 

'J 

2680 

昨掩日乍朔冊窄策索錯桜 


2930 

従巧柔汁お獣縦重節が 


2440 

姑孤己庫弧戸故枯湖狐 


2690 

結苗匙冊刷 



2940 

夙宿淑祝縮肃塾熟出術 


24己日 

糊ち股胡風虎誇跨お雇 


2700 

察楼撮擦化殺薩雑章 


2950 

述俊峻春瞬竣舜駿お循 


2460 

顧鼓五互伍午吳吾娛後 


2710 

慮刷請較皿晒兰傘参山 


2960 

旬循濟淳準潤盾純巡遵 


2470 

御悟梧擒湖碁語誤護酬 


2720 

惨撒散榜燦珊産算纂蚕 

シ 

2970 

醇順処巧巧暑曙港庶緖 


2480 

乞自里交伎侯候佳光公巧 


2730 

讚賛酸餐斬暫残 

仕斤伺 


2980 

署書書謹諸助叙女序徐 


2490 

効勾厚□向 



2740 

使刺司を福四±始姉姿 


2990 

恕鋼除傷償 


2500 

后おなお好孔孝をエ 


2750 

テ屍市師志思指支攻斯 


3000 

勝匠升召哨商唱薑奨 

~1 

2510 

巧巷幸広庚康化恒慌巧 


2760 

施言枝止死氏獅祉私糸 


3010 

ま握宵将ルか尚庄床廠 

_1 

2520 

巧控攻昂晃更巧校梗構 


2770 

紙紫肢脂至視詞詩試誌 


3020 

彰承砂巧掌捷昇昌昭晶 


2530 

江巧浩港溝甲皇硬稿糖 


2780 

諮資賜雌飼歯事似侍児 


3030 

松梢棒憔沼消渉湘焼焦 


2540 

紅紘絞綱耕考肯化腔舊 

シ 

2790 

字寺慈持時 



3040 

照症省硝礁祥称章笑粧 


2550 

航荒行衡講貢購郊酵鉱 


2800 

次滋治爾靈篇磁示而 


3050 

紹肖昌蒋蕉衝豊訟証詔 


2560 

破鋼閣降項香高鶏剛巧 


2810 

耳自房巧巧鹿式識嶋竺 


3060 

詳象賞營証鍾鐘障銷上 


2570 

号合壞拷豪豪轟建克刻 


2820 

軸ち韦 t 叱執失嫉室悉 


3070 

丈を乗冗剰城場壌媛常 


2580 

告国穀酷薦黒獄漉腰韶 


2830 

湿漆疾質実部擦徳柴芝 


3080 

情擾条が;きが畳穫蒸譲 


2590 

忽惚骨お込 



2840 

屡蔬搞舎写射捨赦斜煮 


3090 

釀錠嘱お飾 
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シ 


ス 


セ 


ソ 


3100 
3110 
3120 
3130 
3140 
31己日 

Mo 

3170 

3180 

3190 

3200 

3^ 

3220 

3230 

3240 

3250 

3260 

3270 

3280 

3290 

3300 

3310 

3320 

3340 


拭植殖厲織職色触食 
独辱尻伸信侵舊娠寝審 
む慎振新晋森樣浸深申 
疹真巧秦紳臣お薪親診 
身辛進針震人仁刃塵壬 
尋甚尽腎訊迅陣勒居 諷 
須酢図厨逗 D 夕垂帥推水 
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お淺涼が連滿巧渴運冠 
澳爱違澤渣漱楽涼溫淳 
ま丰渺涵効滿渝游測溪溢 
磊涵津漫溯遺選酒膨殖 
淳煮須顔槪灌遍滸遼聚 
滲漱滯漲總 


X 

日] 23456789 

6300 
6310 
6320 
6330 
6340 
6350 
6360 
6370 
6380 
6390 
6400 
6410 
6420 
6430 
6440 
目4加 
6460 
6470 
6480 
6490 
6500 
6510 
6520 
6530 
6540 

憲適涵磊渥濟溫溫意 
潛潛潭激達；き葱趣癒療 
澳辩漂澤*漬澤濟濕漫 
彌淳漬濃讀漏濯潑瀑遺 
劉漏赢漓雜歷渥漏 S 漏 
激灑灣をげ炯炯炬炸炳 
炮烟化黑焰焉摩愿焰煥 
熙熙賊教煌媛揚熏燥膽 
履寶熬爛責織燒激播瞭 
燥殿陽嬉儘 

烫曜礫爐爛翼爭爬爱 
爲夕姐4牀牆瞪隱巧悟 
を單辑稿堂穫犧犹が ffl 
巧狄巧拂搭お巧狹捐倏 
猜お猜握巧猴揣猩顆猜 
獎摸默觀獲獨婷獸獵獻 
瀬細お孙玻巧巧佩を理 
玻挪损语排超お谭瑟璃 
眉瑜豐瑰瑣碼理谨璋撲 
璧置髓攫搂 

部瓣お巧盒跑跑画歴 
瓷甄醫醒 IS 颤覽奮島营 
菌雨早苗断讲助峻陆备 
化時畳畫除崎當置晴瞒 
靈量置疗巧なあを痛を 


X 

日] 23456789 

6550 
6560 
6570 
6580 
6590 
6600 
6610 
6620 
6630 
6640 
目目日日 
6660 
6670 
6680 
6690 
6700 
6710 
6720 
6730 
6740 
目7加 
6760 
6770 
6780 
6790 

を疵痘痘疼痘瘦痊痒瘦 
お癌満痘瘤捧疲捏麻痕 
瘋瘍癒瘤擔清瘡癒瘤療 
療撞福瘤瘦癒痛瘍寝霞 
癒續癒癖 if 

療 W 癸發冒な版章 K 
院浩哲瞪飽缴题趣誠孟 
盖盖盒盞盡猫盧量靈お 
枕砂陌眩昵眞兽目此は鲁 
睁巧匯脫睫睛脾壽睾睹 
瞎噴展瞪麻廠睛曖霍險 
誓瞻釀璧嘉關巧ち矮石 I 
棚化礦祖欄挂碎疵誓砸 
括碌揭碼確腦精据磋碟 
樞碼磅磊曇 

履傳焉燈硬磋稿礙磬 
礫祀闹祗票昨祕廠視碌 
穂履履齋禪禮薩禹围秉 
ホけ央柜®巧程稍棋植稠 
裏囊稱稻量稷稻穏樞權 
穂穩穩穫青昇な窗罪實 
害富蠢害畫寶霞層違實 
顆か巧货强化巧逊西埃 
煉竭迴巧を巧を節ちを 
宮を笨笑讀 


X 

日] 23456789 

目8日日 
6810 
6820 
6830 
6840 
6850 
郎郎 
6870 
目88日 
6890 
6900 
6910 
6920 
6930 
6940 
目目日日 
6960 
6970 
6980 
6990 
7日日日 
7010 
7020 
7030 
7040 

匡屛荀第を宪猩営巧 
寛徒絞歲を巧箇冨湿窒 
割寞菁筆筆施慶望模嵌 
歲篆富節養養菌葉籠責 
簇藤筆篷藥雲薦賛實營 
肇》蕭簽籌藍數績猩藤 
藤籍覇覇鬻蕭が t け戸覃 
お菜糖桐粗懷窠梁粮粹 
概稱標權稼備糜模薩懦 
糖濯躍亂が 

村結継素綱鉱を継給 
紀紳経統統絲滅絮滅拼 
經綺條緩組紹綺繁絕綠 
獵結緩總綱鞠縣输涙箱 
綱絹煤鍛緻継婚綱縮縣 
緯繪縱總糖總勝緩織糜 
緩德綱績繰禮績網徽繞 
緒撼経繪繩繼編總紹續 
縱溢觸續續纏織經續纖 
繊議續 E 缺 

福聖雲讀罐网罕旧苯 
晋置電罩爲罰攝麗霞覇 
霞宪黒蓋巧鈴羣羯義羹 
羹擅贏請翅翠翊翁翔 M 
剪誦鬻謹麵害毫盡ま扇 


付録-の 








付録 


X 

012 3 4 5 6 7 8 9 

7050 

7060 

7070 

7080 

7090 

7100 

7110 

7120 

7130 

7140 

7150 

7160 

7170 

7180 

7190 

7200 

7210 

7220 

7230 

7240 

7250 

7260 

7270 

7280 

7290 

祀箱釉聽耿耻聊醉招聘 
聚質昭晚賞賢聰最喔聽 
幸覚营肅阻育肚肋胃曲 
胖琶がお實胚胖脉跨断 
腔惰層脯脏 

障が脾が腑拼腫腮腥 
腦映 B 隔膊お醫膠腦匿 
匿直腹腹[腊お膽隨膽醫 
質鹰臉陋11臨臘腹 B 臓 
簡减量廣巧异喜責與薦 
舍甜舖船舶徊細解膽艘 
腫禮腫臟牆臟歷艦妒艱 
16卿艾巧芭完を辑巧巧 
た苟巧宜客暮養范巧苹 
琶茄首ま巧 

茵固客茲ま商茹荐苔 
快を客磊窗莲藍查巧窒 
莫莎巧曲ま巧豈葱轰莉 
良竜营堇島寂萃麽譲青 
善》菊菲萍適萌莽契菱 
巧廣お喜誓寛筆葫覆菌 
蒂跑镇萬お虛高覇蓋素 
富蟲産警覇穆層妻睛麗 
貴蔡宿尊薦藝蔬患蕾菌 
寥蔵舜責輩 


X 

日] 2 3 4 5 6 7 8 9 

7300 

7310 

7320 

7330 

7340 

7350 

7360 

7370 

7380 

7390 

7400 

7410 

7420 

7430 

7440 

7450 

7460 

7470 

7480 

7490 

7500 

7510 

7520 

7530 

7540 

«藥晶疆蕴莲誓薑飄 
菱蕭藍薛載薇薛廣蕾慶 
藉霄藏麵藐藉藝藥憂請 
驢攝瘍薦闇置寵薦讓蘿 
ち馬虔號顆風蝴蚁至斟 
虫巧巧阳化化姐軸お®胞 
晒蜡蛋墅蛟蛛蛇蜡蜗腰 
蜀量悅聖降臨踊蝴幌蜘 
隨隔娜姻聖醒醒禍挪頤 
蝴喔蟲喔編 

虫 i 嘘陽蝴璧県娜臺螺 
蠢蜂蜡雖壁費蜡臺膜樓 
麗蟲播離®擔醒蜡赔晚 
蝶喔蠕蠢蠢霊震蠢蠢蠻 
晒麵®衝衞衝お责裏哀 
ネ日巧椎柄挟诊担妳柏拌 
袍裹呈桂撒托巧窗裘裙 
裝裏を榻斐碑補棲揮欄 
祗衰溫循確碼搁裏憂懼 
攫裡禅權髮 

懦溫補磯襯欄擢巧覃 
靈麗寛崩甄観親說韶觀 
覽覽觀觀舰皆お鮮膽觸 
言卜訖訂註說訝調罰詰語 
詰話冒諷蕭記詢誅說読 


X 

日] 2 3 4 5 6 7 8 9 

7550 
7560 
7570 
7580 
7590 
7600 
7610 
7620 
7630 
7640 
7650 
7660 
7670 
7680 
7690 
7700 
7710 
7720 
7730 
7740 
77加 
7760 
7770 
7780 
7790 

詢誠証詰誦誰謡富靜詰 
話課請諧誇請誰置譯飄 
誦誤罰書論謡證證謗謠 
Hi 簡警肅農農誰謡議謡 
證讀證譚讀 

語譬譯讀譬讀諭儲讀 
讓識謹讚窗豁雞豈醜豎 
豐豕蒙豬香な疆黯 i 体き百 
理貌蕴1は漠贱厦貪胎賀 
1 C 露賠責貴賤賣費賽賺 
膊費賛賛賛贏膽顧蠢臟 
脏最履ホ目滴是越趁趙歧 
趾 S 夫剛遲巧跌跋跋跪逞 
跟既踞疎跟陆躁踞踐棚 
躁厘踰踢暖 

蹇腫蹟歷蹈璧蹤願協 
踰躍願蹲撲躁躍踢碧踏 
禱躍擲躍躍福攝おき本磨 
お廣麵艇乱邮妻軟飼較 
旣軽範輕輒軸簡離顧輛 
輔董債輯慶隱載離轄轉 
髓攝撼蠕礫醒驢辜辟辣 
辭辯と巧酒适迪逊遲迴 
お迹逛を逕遙逍逞邀連 
澄透逵達進 



X 

01234已678目 



日] 234已678日 


X 

日] 23456789 


7800 

逼遐達遲遲這逾適這 


8050 

丽耐醫勒鞍勘钢軟輯敬 


8300 

鷄霞鳩瞧廳脂饋讀藉 


7810 

遞邀遞達隨遲避遲邁邀 


8060 

勒勒鞋輩韩韓輯挪饋轄 


8310 

願鴨鶴11麗震11鷄鶴黯 


7820 

違這邏哪耶邱邵邸部層 


8070 

輸鞋獲觀韋麗韭麗 B 竟 


8320 

驅龍鶏鶏鶴覽黯11鶴黯 


7830 

部鄂鄰鄙戰鄰酌歐酸酣 


8080 

韶韵頑頒頸頤韻韻顔顆 


8330 

黯蓮@1鶴震齒醜鹽雇塵 


7840 

酥酪酷醒醋醉酣酷醫酷 


8090 

顏顕颤顯聲 


8340 

棄囊願蠢覽覇麥疆窗麵 


7850 

膠酸體醒醒賢釉釋舊勘 


8100 

顧觀顯扇楓聴鹏飄腿 


83日日 

塑麗曇黎黏羅龄飄點勵 


7860 

窗1を卸勘勘細韵新数訳 


8110 

a 鈍孰較軸飯舗餘飽館 


8360 

黯黯黨黯徽麗 II 術懸 M 


7870 

紐飯誠組距藍韵を鎮細 


8120 

錢徽餅割養魏簡飽謹霞 


8370 

匪籠籠敲曇说飄罰齊齒 


7880 

飽記銜錄證話测缺疑銷 


8130 

霞饋識饒饌養植戲霞歐 


8380 

齒ヒ駒邸韶齡離圍蹈離麵 


7890 

重臣狸銃歸鋼 


8140 

遍駄刚顧お酷震駭駭廃 


8390 

鹽蹈蠢龜盒 


7900 

離錢鍾綴範雜斌鍛超 


8150 

馴晶履麗驗誰,説編壽騒 


8400 

勇櫃遙语禀熙 


7910 

誠諭鑑溢搞鎭露錢曇經 


8160 

驅駭農顧驟 i 胃麗驛驗驟 





7920 

墅縮雛繊鐘謬鍵鐘絕錯 


8170 

驢麗麗醒墨*肝お骼醉 





7930 

鐵鏡鍾績緩錦鐵鐵錯獲 


8180 

體獨髓體顆彭奮髮量實 





7940 

璧禱鑛鎖鶴鑑驢が鑑鐘 


8190 

藝髮震 S 蠢 





7950 

攝鑽鑽雛變攫馨巧閑悶 


8200 

養鬆震麵震養霞鬥鬧 





7960 

閔閑閨鬧閨閨関閨閥閣 


8210 

閱閱闘圖曾冨魄越魏麵 





7970 

闇闘闊涵闇闇閱闕闇闇 


8220 

麵隨麗筋能鮮鮑妬殷嚴 





7980 

關闇闇闊巧呢阮化岐阻 


8230 

跪館飾縣瓷離鋪測縮細 





7990 

巧陋隆陕陸 


8240 

錫親絕離細膠®號総服 





8000 

陕砂陡匯邸直隘暖魄 


82加 

触磨觸飽篤蝶腹練誠觸 





8010 

險隧隱隱陽隨ま隸を稚 


8260 

編織獅觸獅驢篡艇顧鷹 





8020 

萬巧雍複雜霍雕琶霄謹 


8270 

贈體應廳賣真鳩薦腸屬 





8030 

霜勇雲-雷罪霖養畫霊靈 


8280 

献鳩鳩覧驚薦黯鶏,1它篤 





8040 

露曇羅震鹽靈震賢靜靠 


8290 

鶏韻鶴衞鳴 
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付録 


エラー コー ドー覧表 

通信エラーが発生すると、送信/受信結果レポートや通信管理レポートには、乂のようなエラーコードが記 
録されます。 


参ち： V34 通信でエラーが発生した場合、エラーコードの 「U」 は化」になります。 


エラーコード 

原因および処置方法 

Busy 

設定されている回数の自動リダイヤルが行われたにもかかわらず、 

相手先と回線がつながりません。もう一度送信してください。 

CANCELED 

送信中に、送信の中止操作を巧ったため、送信が中止されました。 

受信中に、受信の中止操作を巧ったため、受信が中止されました。 

U00300 

送信中に相手機側（受信側）で用紙がなくなっています。相手先を 
確認してください。 

U00420 - U00462 

相手先からの受信の際に、回線はつながったが相手機側（送信側） 

と通信機能に不一致があったため、受信が中断されました。 

U00600 - U00690 

本機のトラブルにより、通信が中断されました。もう一度送信また 
は受信してください。 

U00700 

相手機側のトラブルにより、通信が中断されました。相手先を確認 
してください。 

U00800- U00810 

正しく送信できなかったページがあります。もう一度送信してくだ 
さい。 

U00900- U00910 

正しく受信できなかったページがあります。もう一度受信してくだ 
さい。 

U01000- U 01092 

送信中に通信エラーが発生しました。もう一度送信してください。 

U01100- U 01199 

受信中に通信エラーが発生しました。もう一度受信してください。 

U01400 

回線設定でプッシュ回線を選択していたときじ登録された#を含む 
ダイヤルをダイヤル（パルス）回線に変更した状態で使用したため、 
該当する相手先との通信ができませんでした。 

U01500 

高速の送信速度で送信時、通信エラーじなりました。もう一度送信 
してください。 

U01600 

高速の送信速度で受信時、通信エラーじなりました。相手先の送信 
速度を下げた状態で、もう一度送信してもらってください。 

U01700- U01720 

高速の送信速度で送信時、通信エラーじなりました。もう一度送信 
してください。 

U01721 

高速の送信速度で送信時、通信エラーじなりました。相手先に使用 
した送信速度がないかもしれません。送信開始速度を下げて、もう 
一度送信してください。 

U01800- U01820 

高速の送信速度で受信時、通信エラーじなりました。相手先の送信 
速度を下げた状態で、もう一度送信してもらってください。 

U01821 

高速の送信速度で受信時、通信エラーになりました。本機に使用し 
た送信速度がないかもしれません。相手先の送信速度を下げた状態 
で、もう一度送信してもらってください。 

U0 3000 

ポーリング受信を行ったところ、相手先のファクスじ原稿がセット 
されていなかったため、受信できませんでした。相手先を權認して 
ください。 

U0 3200 

相手機が弊社機である場合に、 F コード掲示板受信を行ったところ、 
指定した F コード親展ボックスじは何も入っていませんでした。相 
手先を確認してください。 



付録-巧 




倘录 


エラーコード 

原因および処置方法 

U0 3300 

次の1と2のどちらかが原因でエラーとなりました。相手先を確認 
してください。 

1相手機が弊社機である場合に、ポーリング受信を行ったところ、 
相手先で送受信制限が設定されており、パスワードが不一致で 
あったため通信が中断されました。 

2相手機が弊社機である場合に、 F コード掲示板受信を巧ったとこ 
ろ、相手先で送受信制限が設定されており、パスワードが不一致 
であったため通信が中断されました。 

U0 3400 

ポーリング受信を行ったところ、相手先で入力されたパスワードと 
受信側の自局ファクスのが一致しなかったため受信が中断されまし 
た。相手先を確認してください。 

U03500 

相手機が弊社機である場合に、 F コード掲示板受信を行ったところ、 
指定した F コード親展ボックスが相手機に登録されていませんでし 
た。相手先を確認してください。 

U03600 

相手機が弊社機である場合に、 F コード掲示板受信を行ったところ、 
指定した F コードパスワードが^致しなかったため受信が中断され 
ました。相手先を確認してください。 

U0 3700 

F コード掲示板受信を巧ったところ、相手機に F コード掲示板通信機 
能がありませんでした。または、どの原稿受渡しボックスかコード 
親展ボックス）にも原稿が入っていませんでした。 

U0 4000 

相手機が弊社機である場合に、 F コード親展ボックスに原稿を送信し 
ようとしたところ、指定したボックスが相手機に登録されていませ 
んでした。または、転送条件のサブアドレスが一致しませんでした。 

U0 4100 

相手先の原稿受渡しボックス （F コード親展ボックス）じ原稿を送信 
しようとしたところ、相手機に対応する機能がありませんでした。 
または、転送条件のサブアドレスが一致しませんでした。 

U0 4200 

暗号送信を斤ったところ、指定したボックスが登録されていなかっ 
たため、送信が中断されました。 

U04300 

暗号送信を巧ったところ、相手先のファクスじは暗号通信機能がな 
かったため、送信が中断されました。 

U0 4400 

暗号送信を巧ったところ、暗号鍵が不一致であったため、送信が中 
断されました。 

U04401 

暗号送信を巧ったところ、暗号鍵が未登録であったため、相手先へ 
ダイヤルされませんでした。 

U0 4500 

暗号受信を巧ったところ、暗号鍵が不一致であったため、受信が中 
断されました。 

U0 5100 

送信を斤ったところ、本機に送信制限が設定されており、そのため 
じ必要な通信条件を満足しなかったため、送信が中断されました。 

相手先を權認してください。 

U0 5200 

相手先から原稿が送信されてきましたが、本機に受信制限が設定さ 
れており、そのために必要な通信条件を満足しなかったため、受信 
が中断されました。 

U0 5300 

送信を斤ったところ、相手先側で受信制限が設定されており、その 
ためじ必要な通信条件を満足しなかったため、相手先側から受信を 
拒否されました。相手先を確認してください。 

U1 4000 

F コードボックスへの受信が行われましたが、本機のメモリオーバー 
じより受信が中断されました。(モリ内に蓄積（記憶）されている 
原稿を印刷しメモリじ空きを作るか、 F コードボックスでの受信を中 
止してください。 
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エラーコード 

原因および処置方法 

U1 4100 

相手機が弊社機である場合に、相手先ファクスボックスまたは F 
コードボックスへの送信を行ったところ、相手機のメモリオーバー 
じより送信が中断されました。相手先を權認してください。 

U1 9000 

代行受信が行われましたが、本機のメモリオーバーじより受信が中 
断されました。メモリ内に蓄積（記憶）されている原稿を印刷しメ 
モリに空きを作ってから、もう一度受信してください。 

U1 9100 

送信を行ったところ、相手先のファクスのイモリオーバーじより送 
信が中断されました。相手先を權認してください。 

U1 9200 

メモリ送信中にデータに異常が発生し、送信が中断されました。も 
う一度送信してください。 

U1 9300 

送信中にデータに異常が発生し、送信が中断されました。もう一度 
送信してください。 

U1 9400 

受信中にデータに異常が発生し、受信が中断されました。もう一度 
受信してください。 
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QUALITY 
CERT … CATE 


この製品はすべてのお 
質管理および最終検査 
じ合格しました。 
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